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 １．    調査の背景と目的 
  
我が国は、科学技術の振興を通し、より豊かな国民生活を実現する「科学技術創造立国」を目
指しているが、近年、様々な場面でいわゆる国民の科学技術離れ、あるいは子供たちの理科離れ
が指摘されている。 
例えば、大人の科学技術への関心や知識の理解度については、欧米諸国と比較して低いレベル
にあるという調査結果が報告されている（科学技術政策研究所「科学技術に関する意識調査」平
成 13 年）。また、内閣府が平成 16 年２月に実施した「科学技術と社会に関する世論調査」にお
いては、科学技術についてのニュースや話題に関心があるとした者の割合は 52.7％で、前回の調
査結果(平成 10年 10月調査)より 5.4ポイント低下していた。特に 18～29歳の層での関心の低さ
が顕著に現れている。 
また、子供たちの理科への関心については、国際数学・理科教育調査(国際教育到達度評価学会
（IEA）調査)による生徒の学習到達度の国際比較をみると、日本の子供たちの成績は先進諸外国
と比較し上位に位置しているが、理科が好きか嫌いかについての設問に対しては、好きとする割
合が低いレベルにある。また、平成 13年度に実施された小中学校教育課程実施状況調査において
は、理科について｢当該教科の勉強が好きだ｣との設問に対し「そう思う」｢どちらかといえばそう
思う｣と肯定的な回答をした児童生徒の割合は、他の教科に比べ多いものの、学年が上がるにつれ
て減少する割合が他の教科に比べ大きくなっている。さらに、「当該教科の勉強は大切だ」との設
問では、肯定的な回答をした児童生徒の割合は明らかに他の教科よりも低い結果が出ている。 
 
科学技術離れ、理科離れは年代を問わず進んできているが、前述の内閣府の世論調査を詳しく
見てみると、この調査では全体の 52.7％の人が科学技術についてのニュースや話題に関心がある
と回答していたが、これを小中学校の頃、理科が好きだった人と、嫌いだった人に分けて比較し
てみると図１のようになった。 
これによると、小中学校の頃、理科が好きだったと回答した人のうち、71.1％の人が科学技術
についてのニュースや話題に関心があると回答したが、小中学校の頃、理科が嫌いだったと回答
した人のうちでは、科学技術のニュースや話題に関心があるとした人は 36.5％となった。このこ
とは「科学者の話を聞いてみたいですか」（好きだった・聞いてみたい 67.2％、嫌いだった・聞
いてみたい 34.8％）等他の設問でも同様の傾向が見られた。この結果から直ちに小中学校の頃の
理科の好き嫌いが、大人になってからの科学技術への関心を持つことに結びつくと結論づけるこ
とはできないものの、子供の頃の理科の好き嫌いと、大人になってからの科学技術への関心との
間に強い相関関係が示唆されている。 
 
 
 
- 1 - 
  
 
 
図１ 科学技術についてのニュース等への関心や科学者の話への関心と、小・中学校の頃の理
科の好き嫌いとの関係 
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すなわち、国民の科学技術離れを防ぎ、さらには科学技術への関心の増進を図る方法のひとつ
として、子供の頃に理科に親しみ、関心を持つようにしていくことが有効であろうと考えられる。
そして、子供たちの理科への興味・関心を高めていくためには、実験・観察、ものづくり等の体
験的な学習を通して知的好奇心を高め、実感を伴った理解を図ることが大切であろうと思われる。 
この体験的な学習を効果的に行えるひとつの機会として、学校教育と地域に根ざした科学館等
(注１)との連携が考えられる。「学校教育と科学館等との連携」については、科学技術・学術審議
会人材委員会の第三次提言「科学技術と社会という視点に立った人材養成を目指して」の具体的
な改革方策の中でもその活動の推進が明記されている。また、「平成 15年度 科学技術の振興に関
する年次報告」の中でも、地域の科学館等と学校が連携した活動の広まりに対する期待が述べら
れている。 
そこで、本調査研究は地域に根ざした科学館等と学校教育との連携に焦点を当て、関連する調
査データに基づき実証的な分析をすることとした。 
 
(注１) 本報告書では、科学館、科学系博物館、理科・科学センターなどを｢科学館等｣と総称している。 
 
 
現在、全国科学博物館協議会あるいは全国科学館連携協議会のいずれかに登録されている科学
館等は約 320館ある。 
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 これらの科学館等では、様々な科学技術理解増進活動を実施している。例えば、多くの科学館
等では展示コーナーの一般開放や講演会、実験・工作教室、観察会等の一般参加を通した科学技
術理解増進活動を行っている。 
また、小中学校と連携しつつ、一般開放の時間に来館した児童生徒に対し自由に見学させたり、
説明員を付けて展示品の解説をしたり、実験・工作教室や観察会に参加してもらったりしている
科学館等も多くある。 
さらに、いくつかの館では独自に小中学生用の実験教室等のカリキュラムを作成している。興
味のある学校あるいはクラスが、これらのカリキュラムの中から選択し、受講するシステムを持
っているところもある。 
あるいは、市町村立の科学館等では、学校の理科授業の一環として市町村内全部の小中学校に
科学館学習の時間を提供しているところもある。 
 
このような状況において今回の調査は、 
学校が科学館等と連携することは科学技術理解増進活動を進めていく上でも有効なことである
という視点の下、地域における科学館等で理科学習を受けている小中学校の児童生徒を調査対象
として、学校教育と連携した科学館等での理科学習(注２)を受けることが児童生徒の理科に関する
意識へ与える影響について調査分析を行うこととした。 
  
(注２) 本文では以下、「学校教育と連携した科学館等での理科学習」を「科学館学習」という。 
 
 
今回の調査研究では２種類のアンケートを実施した。１つ目のアンケートでは、全国の科学館
等を対象として学校との連携状況を把握することを目的に、それぞれの科学館等の活動の中に、
学校の理科教育の一環としての科学館学習が組み込まれているかについて調査した。 
 また、このアンケートの結果から、学校との連携を活発に行っている科学館等を抽出し、その
科学館等で理科学習を受けている小中学生を対象として理科に関する意識についてアンケートを
実施した。 
 さらに、この小中学生を対象としたアンケートの集計が終了した後、これらの科学館等の担当
者、市の教育委員会、小中学校の校長や現場の教員の方に結果についてどう考えるか等のインタ
ビュー調査を行った。 
 
 なお、この２種類のアンケートの作成に当たっては国立教育政策研究所の協力を得るとともに、
同研究所との連名で全国の科学館等や小中学校へ送付した。 
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 ２．全国の科学館等に対するアンケート 
 
2.1 アンケート方法 
全国の科学館等に出したアンケート票（巻末の資料１を参照）の設問項目は、学校との連
携の有無や、その具体的内容について質問するものであった。送付先としては全国科学博物
館協議会、全国科学館連携協議会に所属している科学館等と、両協議会には所属していない
が理科教育センターとして市の理科教育に貢献すると共に、科学館としての機能をあわせ持
つ真岡市科学教育センターに対し行った。 
 
 
2.2 アンケート結果 
アンケート票は 321 館に対し郵送し、192 館より回答を得た(回収率 59.8％)。発送は平成
15 年８月上旬に行い、８月中旬を目途に回収を進めた。実際には最終の回収は９月末となっ
た。 
 
アンケートの結果、 
「小学校、中学校、高等学校等と連携した児童生徒への学習機会の提供を行っていますか」
との設問に対しては、144館(75.0％)の科学館等でなんらかの連携を行っていると回答してい
る。 
 
一方、次項の「３．科学館学習をしている児童生徒へのアンケート」で調査対象科学館等
の選定基準のひとつとした、科学館学習を希望校だけではなく市町村内すべての小学校や中
学校に対して実施していると回答したのは 15館であった。このうち科学館学習の対象学年が
１学年のみであるところが７ヵ所あり、他の８館では複数の学年を対象に行っている。対象
となっている学年は、理科の学習が始まる小学校３年生から中学校３年生まで様々である。
また、実施されている学習内容は実験・工作教室やプラネタリウム学習がメインとなってい
る。(表１) 
 
このように、８割近い科学館等が地域の学校と何らかの連携を行っており、また、アンケ
ートの記述回答の中でも学校との連携に否定的な科学館等はほとんどなく、多くの科学館等
でその重要性を認識しているようである。 
しかし、科学館学習を市町村内すべての小中学校に対して行うなど、学校との積極的な連
携を図っている科学館等はそれ程多くはなく、来館した児童生徒に対し展示物の説明をする
といったところが多い。 
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なお、巻末の資料２は、学校との連携を今後さらに進めていくための改善すべき点を、科
学館等の関係者が指摘したものである。 
この中では、学校と科学館等との連携を進めていくために予算や人的配置の不足など物理的
要因の改善が必要であるとの意見が寄せられている。また、科学館等と学校との情報の共有
化、コミュニケーションの活性化も重要であることが分かる。すなわち、科学館等から学校
に対して、科学館等がどのような活動を行っているか、また可能なのかといった情報を伝達
することや、逆に学校側から科学館等に対し、どのようなことを期待しているのか主体的に
要求を出していく等、積極的にお互いの考えを伝えていくような体制に変えていくことが求
められるのではないだろうか。 
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科学館名 対象学年 内容 備考
△ 札幌市青少年科学館 小４ 実験、体験工作、プラネタリウム ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ学習は市内の小学校２１３校の９割以上で実施
○ 苫小牧市科学ｾﾝﾀｰ 小５ プラネタリウム学習 1回２時間でﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ学習とﾐｰﾙ展示館での宇宙学習を実施
△ 帯広市児童会館 実験、工作、展示、観察、プラネタリウム 十勝管内の小中学校を対象に日帰り理科学習や1泊2日の宿泊学習を実施
○ 仙台市科学館 中２ 実験学習 ５０年の歴史がある。１校につき１日かけて実施
○ 福島市児童文化ｾﾝﾀｰ 小４ プラネタリウム･展示学習 市内の全小学校53校の約3,000人が対象
○ ふくしま森の科学体験ｾﾝﾀｰ 小３～中３ 実験学習、サイエンスショー、フィールドワーク
プログラムは各学校が好きなものを選択(実験30ｺｰｽ、工作32ｺｰ
ｽ、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ12ｺｰｽ）
○ 真岡市科学教育ｾﾝﾀｰ 小３～中３ 実験教室、プラネタリウム 実験２時間、ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ１時間の理科授業、土日は一般の利用。
△ 栃木県子ども総合科学館 プラネタリウム、移動科学館 科学館から遠いところにある小学校で理科の実験ショーとミニ工作教室の出前教室を実施
○ 越谷市科学技術体験ｾﾝﾀｰ 小４､６、中２ 実験･工作教室 1回３時間で市内全小学校29校の４年生(約2,700人）、６年生(約2,850人）、全中学校15校の２年生(約2,850人）が対象
△ さいたま市青少年宇宙科学館 小４､中３ ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ、ｻｲｴﾝｽｼｮｰ、電子顕微鏡実験、展示学習 市内の小学４年生、中学３年生の約半数に対し実施
△ 神奈川県立青少年ｾﾝﾀｰ 実験･実習部門、見学部門、プラネタリウム 県内すべての中学校を対象にして、希望する中学校に実施
○ 伊勢原市立子ども科学館 小３、４、６、中１ 実験教室、プラネタリウム
市内全小学校10校、中学校４校に対し、科学実験教室、ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳ
ﾑ、ﾊﾟｿｺﾝ教室を実施
表１　学校との連携で特徴的な活動をしている科学館等
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○ 松本市科学博物館 小５、中２ 展示学習、プラネタリウム ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ学習、学習指導要領に即して作成した番組の視聴、科学展示室学習を実施
△ 岐阜県先端科学技術体験ｾﾝﾀｰ 展示物をおかず、科学実験や科学工作、サイエンスショーのみを実施
平日は学校利用、土日祝日は一般利用。小学校向けの簡単な内
容から高校向けのかなり高度なﾒﾆｭｰを準備し各校が選択。
△ 名古屋市科学館 プラネタリウム、出前授業 市内の小中学校への出前ｻｲｴﾝｽｼｮｰやｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを派遣する出前科学工作教室を実施
○ MAPみえこどもの城 プラネタリウム 松阪市内全小学校24校の児童1,130人、教員60人が対象
△ 滋賀県立琵琶湖博物館 体験学習 1時間の体験学習(ﾒﾆｭｰから選択）と展示学習(ﾊﾝｽﾞｵﾝ）、県内外から受け入れている
○ 京都市青少年科学ｾﾝﾀｰ 小4～中２ 実験、展示、野外学習、プラネタリウム 1回２時間で学年により内容が決まっている（小５と中１は展示学習とﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ、小６と中２は実験学習）小４は希望校を受け入れ
○ 福知山市児童科学館 小４ プラネタリウム 市内の全小学4年生約700人が対象
○ 串本海中公園ｾﾝﾀｰ 小４～６ 環境教育 町内に小学校が10校あり、1年間に４校ずつ実施。前半60分が講話、後半30分がスライド
○ 出雲科学館 小３～中３ 実験学習、サイエンスショー サイエンスショー1時間、実験学習2時間
○ 福岡市立少年科学文化会館 小３ 実験、観察、工作、プラネタリウム 「会館１日学習」(音楽、絵画を含む）
△ 福岡県青少年科学館 実験、観察、プラネタリウム、出前教室 希望校で移動天文教室や出前科学館(サイエンスショーや工作教室）を実施
○ 長崎市科学館 小６ 展示学習、工作、プラネタリウム 市内の全小学校6年生約4,000人が対象
△ 鹿児島市立科学館 プラネタリウム、出前教室 市内の教育機関に出かけ科学実験ショーを年間３０回程度開催
注）
△：その他の特徴のある活動をしている科学館等
○：科学館名に網かけし下線を引いたところが、今回の調査対象とした科学館等
○：市町内すべての学校を対象としている科学館等
中
国
▪
九
州
地
方
中
部
地
方
近
畿
地
方
  
３. 科学館学習をしている児童生徒に対するアンケート 
 
3.1 アンケート方法 
全国の科学館等へのアンケート調査を基に、科学館学習を実施している小中学校の児童生徒
へのアンケートを実施した。 
 
（１） アンケート票の作成 
アンケート票(巻末の資料３を参照)は 2つの部分から構成されている。 
前半部分（１問１～１問９）では、科学館学習が分かったか、おもしろかったかや、科学
館等で行われる実験教室や観察会への参加状況等、科学館等での学習の状況を問う設問から
構成されている。 
一方、後半部分（２問１～２問 12）では、理科に関する意識を問う設問からなっている。
ここでは、平成 13 年度に実施された小中学校教育課程実施状況調査から 11 の設問を選び、
全く同じ質問をすることにより、小中学校教育課程実施状況調査との比較を可能とした。 
（２問 12は、小中学校教育課程実施状況調査に含まれていない質問） 
 
（２） 調査対象科学館等の選定理由 
全国の科学館等へのアンケートの回答から、学校と連携した児童生徒への学習機会の提供
を行っている所は 144館あることがわかった。 
この内、市町村全体でなく、一部の学校あるいはクラスが科学館等での学習を行っている
ところは、担任の教員等が理科学習に意欲的に取り組んでいる可能性がある。従って科学館
等での学習にかかわらず、教員の影響等により児童生徒が理科に対して高い興味を示すこと
もありえると考えられる。 
一方、科学館等がある市町村内全ての小中学校が科学館学習を行っているところでは、理
科学習に対し積極的な教員がいる学校(クラス)と、そうでない学校(クラス)が混在していると
推測される。このため、科学館等での学習が児童生徒の理科に関する意識に与える影響に焦
点を当てて調べるには適当であると考えられる。 
このような理由から、市町村内全ての小中学校が参加して科学館学習を行っているところ
を調査対象として抽出し、この中から、各学年の授業の進捗の違いをなるべく除いて科学館
学習の影響を見るため、複数の学年に対して科学館学習を行っているところを選定した。 
 
（３） 調査対象科学館等の選定 
全国の科学館等へのアンケートの結果から、全市的に児童生徒への科学館学習を実施して
いると回答してきた 15 館のうち(表１参照)、複数の学年に対して科学館学習を行っていて、
- 8 - 
 かつ小中学校教育課程実施状況調査との比較を行う観点から小学校５年生から中学校２～３
年生を対象にして科学館学習を行っている、福島県須賀川市の「ふくしま森の科学体験セン
ター」、栃木県真岡市の「真岡市科学教育センター」、京都府京都市の「京都市青少年科学セ
ンター」、そして島根県出雲市の「出雲科学館」の４つの科学館等を選んだ。 
 
（４） アンケートの実施方法 
アンケートを実施した学年は、小学校５年生から中学校３年生までの５学年とした。ただし、
京都市はセンター学習を受けている小５から中２までの４学年となっている。 
標本の抽出方法は、児童生徒数が 4,000人前後（小５～中３）である須賀川市、真岡市、お
よび出雲市については、全数調査を行うこととした。児童生徒数が４万人以上(小５～中２)
いる京都市については、京都市青少年科学センターで、京都市全児童生徒数の約 10％からア
ンケートが回収されるよう、また、学校規模に偏りが無いよう調査学校を抽出してもらい、
それら抽出された学校では調査学年の全児童生徒を対象とした。このため、京都市は統計的
標本誤差をある程度伴うものではあるが、これを勘案しながら、本調査では、この対象児童
生徒が京都市全体の児童生徒の様子を代表できる集団として分析を実施した。 
 
 
3.2 アンケート結果 
調査を行った福島県須賀川市、栃木県真岡市、京都府京都市、そして島根県出雲市の各小中
学校へのアンケート票の配布は平成 15年 10月下旬に行い、11月中旬を目途に回収した。最
終の回収は平成 16年 1月であった。 
 
アンケート票の回収結果は表２の通りで、４市とも学校単位では 100％回収した。また、児
童生徒数で見てみると、須賀川市の場合はアンケート対象児童生徒数(小５～中３)が 3,780人
で、回答があったのは 3,652人(回収率 96.6％)、真岡市の場合はアンケート対象児童生徒数(小
５～中３)が 3,302 人で、回答があったのは 3,091 人(回収率 93.6％)、出雲市の場合はアンケ
ート対象児童生徒数(小５～中３)が 4,632人で、回答があったのは 4,218人(回収率 91.1％)で
あった。また、京都市の場合、アンケートの対象とした小 5～中２の全市内の児童生徒数は
42,523 人で、このうち 4,445 人にアンケートを配布し、4,049 人より回答があった(回収率
91.1％)（回答者は全市内の児童生徒数の 9.5％）。 
 
また、学年毎の男女構成は表 3の通りである。 
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学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数 児童生徒数 学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数
児童生
徒数
13 1,468 8 2,184 21 3,652
100.0% 98.2% 100.0% 95.6% 100.0% 96.6%
15 1,229 6 1,862 21 3,091
100.0% 95.9% 100.0% 92.2% 100.0% 93.6%
14 2,058 5 1,991 19 4,049
100.0% 91.1% 100.0% 91.1% 100.0% 91.1%
全市
(参考） 181 22,286 78 20,237 259 42,523
H15.5.1
現在
7.7% 9.2% 6.4% 9.8% 7.3% 9.5%
14 1,711 6 2,507 20 4,218
100.0% 94.5% 100.0% 88.9% 100.0% 91.1%
2,020
全数調査
標本の
選び方
全数調査
全数調査
全市の約
10％の児童
生徒になる
よう学校を
抽出し、そ
の学校の児
童生徒を全
数調査
H15.5.1
現在出雲科学館
島根県
出雲市 87,100 小3～中3 1,811 6 4,6322,821
H15.5.1
現在
アンケート
を実施した
小中学校
2,260 5 2,185 4,44519
表２　　児童生徒に対するアンケートの実施状況
アンケートの対象となる児童生徒数
科学館名
1,282 6 H15. 1学期末現在3,30221
2,285
所在地
所在地の人
口(住民基本
台帳に基づく
人口
（H15.3.31)）
京都市青少年科
学センター
京都府
京都市 1,386,372
福島県
須賀川
市
67,538
真岡市科学教育
センター
ふくしま森の科学
体験センター
栃木県
真岡市 62,461
センター学
習の対象
となってい
る学年
小5～中2
(小4選択）
備考
小3～中3 1,495 8 H15.5.1現在
小3～中3
20
小学校
(５～６年生）
中学校（１～３年生、
京都市は１～２年生） 計
13
15
14
14
21 3,780
小学校 中学校 計
アンケート回収状況(実数と回収率）
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（単位：人）
小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 合計
女子 343 334 333 371 360 1,741
男子 382 406 359 342 417 1,906
無記入 3 0 1 0 1 5
合計 728 740 693 713 778 3,652
女子 292 295 266 309 308 1,470
男子 310 331 297 342 336 1,616
無記入 0 1 2 1 1 5
合計 602 627 565 652 645 3,091
女子 445 567 454 476 － 1,942
男子 479 563 518 535 － 2,095
無記入 4 0 3 5 －
合計 928 1,130 975 1,016 － 4,049
女子 423 421 376 396 458 2,074
男子 397 465 430 425 409 2,126
無記入 4 1 4 7 2
合計 824 887 810 828 869 4,218
3,082 3,384 3,043 3,209 2,292 15,010
出雲市
総計
表３　　回答した児童生徒の学年別、男女構成
須賀川市
真岡市
12
18
京都市
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 なお、調査の時点で科学館学習に参加していたかどうかの設問に対しては、須賀川市と真岡
市では、93.1％、97.5％の児童生徒が科学館学習に行っていると回答している。       
一方、京都市と出雲市では 74.1％、83.8％の児童生徒が科学館学習に行っていると回答し
た(表４)。両市の科学館学習に行っている割合が比較的低いのは、京都市の場合は、平成 15
年 10 月のアンケートを実施した段階で、まだ平成 15 年度の科学館学習を受けていない学校
(級)の児童生徒が 1,000人程度いたためである。 
また、出雲市の場合も同様に、小学校 5 年生の中で平成 15 年 10 月のアンケートを実施し
た段階では、まだ平成 15年度の科学館学習を受けていない学校が 10校あった。この 10校の
児童約 500人は、アンケート実施後に平成 15年度分の 2回の科学館学習を受けていたので、
この児童のうち、再アンケートが実施可能であった約 450人に対して、平成 15年 10月に行
ったアンケートと同じものを平成 16年 4月に行い、科学館学習の前後での理科に関する意識
の変化を見ることとした。詳細については「3.2.3 (３) 出雲科学館における科学館学習の前
後での理科に関する意識の比較」で説明する。 
 
 
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人
須賀川市 3,399 93.1 233 6.4 20 0.5 3,652
真岡市 3,014 97.5 59 1.9 18 0.6 3,091
京都市 3,001 74.1 986 24.4 62 1.5 4,049
出雲市 3,536 83.8 631 15.0 51 1.2 4,218
合計
表４　　調査の時点で科学館学習に行っていたか、
行っていた 行っていなかった 無回答
科学館学習に行きましたか
　　　　行っていなかったか
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3.2.1 アンケートを行った 4つの科学館等の概要 
 
児童生徒へのアンケートを実施した４つの科学館等は、それぞれ館の特徴があり、独自の
取り組みを行っている。4つの科学館等の概要は表 5のとおりである。 
 
それぞれの科学館で、科学館学習の回数とその時間割、学習内容については以下の通りで
ある。 
ふくしま森の科学体験センター 
・ 児童生徒１人当り年１回 
・ １回当たり半日から１日 
・ 学習内容はプログラムの中から自由に選択 
    真岡市科学教育センター 
・ 児童生徒１人当たり年２～３回 
・ １回当たり３時間 
・ 実験学習(２時間)とプラネタリウム学習(１時間) 
       京都市青少年科学センター 
・ 児童生徒１人当たり年１回 
・ １回当り２時間 
・ 小５と中１は展示学習(30 分)、エコ学習(30 分)、プラネタリウム学習(１時間) 
小６と中２は実験学習(２時間)  
    出雲科学館 
・ 児童生徒１人当たり年１～３回 
・ １回当り３時間 
・ サイエンスショー(１時間)、実験学習(２時間) 
   
 
なお、科学館学習の詳細については巻末の資料４を参照。 
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表５ アンケートを行った４つの科学館等の概要 
 ふくしま森の科学体験センター 
（福島県須賀川市） 
真岡市科学教育センター 
（栃木県真岡市） 
所在市の人口（Ｈ15.3）  67,538人 62,461人 
設立年月日 平成 13年 12月 平成 5年６月 
敷地面積（㎡） 12,062 6,888 
延床面積（㎡） 3,877 3,544 
科学館学習の 
目的 
昆虫の生態や科学の原理、先端科
学技術を通して、生活や環境を見
つめなおす。 
 
 
 
 
未来を担う真岡市内の小・中学校
の児童生徒に科学を通して夢と
希望を与え、豊かな知性と創造性
をはぐくみ、科学する心を培う。 
主な事業 学校学習、一般公開（実験・工作
教室等を含む）、指導者研修。 
 
 
市内小中学校の理科学習(教員研
修を含む)の実施が事業の中核、市
民に対する科学技術の普及啓発。 
利用状況（H15） 学校の利用者数 11,018 人、一般
入館者数 47,858人、合計 58,876
人。 
学校の利用者数 10,844 人、一般
入館者数 6,671 人、合計 17,515
人。 
組織体制 (財)ふくしま科学振興協会が管理
運営。理事長(須賀川市長)、常務
理事、管理課(３人)、事業課(10
人)、ボランティア(74人登録)、ま
た、非常勤の館長は養老孟司氏。 
 
 
所長、管理係(２人)、指導係(８人)。 
科学館学習の 
担当者 
事業課の 10 人（教員が 4 人、教
員経験者 1人、協会採用のインス
トラクター5人）の内、教員(経験
者含む)の 5人で実験・工作教室や
フィールドワークを担当。 
 
 
指導係（教員が 5人、市職員 1人、
常勤嘱託(ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ担当)、非常勤
嘱託１人(元教員で指導助手)）の 8
人で実施。 
科学館学習の 
指導者 
指導は前述のセンター職員が担
当し、引率の教員も教室で児童生
徒と一緒に参加。 
 
小学校の授業は担任の教員が行
い、センター職員がこれを補助。
中学校の授業では理科の教員が
いる場合はこの教員が行い、セン
ター職員がこれを補助。また、理
科の教員がいない場合はセンタ
ー職員が実施。 
科学館学習の 
対象学年と回数 
小学校 3年生から中学校３年生ま
でを対象とし、年に 1回実施。 
小学校 3年生から中学校 3年生ま
でを対象とし、年に 2～3回実施。 
 
科学館学習の 
時間割 
クラスごとに希望するプログラ
ムを決定。このため、学習時間は
半日から 1日まで学校によって異
なる。プログラムは、フィールド
ワークが 12 コース、実験教室が
30コース、工作教室が 32コース。 
 
１回の学習は 2時間の実験学習と
1時間のプラネタリウム学習。 
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京都市青少年科学センター 
（京都府京都市） 
出雲科学館 
（島根県出雲市） 
1,386,372人 87,100人 
昭和 44年 5月 平成 14年 7月 
17,408 15,684 
9,675 4,841 
科学者精神－科学的なものの見
方、考え方、扱い方など｢科学の方
法｣およびこれを活用する心構え
－を体得した将来の市民を育てる
ことを目的としている。 
小中学校児童生徒の理科学習環境
の画期的な改善・充実を図り、ま
た、市民各層の知的好奇心を高め、
科学技術の知識や技術の高度化を
図ることにより、21世紀出雲の人
材の充実・強化、産業・経済の発
展を図る。 
センター学習、教員研修、市民科
学事業。 
 
 
理科学習(学校教育)、生涯学習(社
会教育)、教員研修、理科学習教材
研究・開発、産業振興。 
学校の利用者数 48,689人、教員研
修 2,515人、市民科学事業 101,842
人、合計 153,046人。 
学校の利用者数 13,102人、一般利
用者数 138,718人、合計 151,820
人。 
所長、事務局長、市民科学事業課
(18 人、うち市民科学講座と展示
指導を担当するのが 8人)、指導課
(29人)。 
館長(島根大学教育学部教授)、副
館長(１人)、係長(１人)、主事(２
人)、講師(６人)、木工専門員(１
人)、植物専門助手(１人)、助手(５
人)、科学教育指導員(１人)、教諭
(３人)の合計 22人。ほかにボラン
ティア 37人。 
学習指導と教員研修は指導課の
29人で対応。 
科学館学習は教諭の 3人（出雲市
の小中学校に籍をおいているが、
科学館専属）と講師（教員免許相
当の人を教育委員会が採用）のう
ちの 2人で担当し、助手が実験準
備や照明、カメラなどで補助。 
 
指導は前述のセンター職員が担当
し、引率の教員も教室で児童生徒
と一緒に参加。 
小学校では科学館スタッフがメイ
ンに指導。中学校で理科の教員が
いる場合は、その教員がメインで
授業を実施。引率の教員も教室で
児童生徒と一緒に参加。 
 
 
小学校 5年生から中学校 2年生ま
でを対象とし、年に 1回実施。 
対象は小学校３年生から中学校３
年生までで、年に１～3回実施。 
 
学習内容は、小５と中１は展示学
習(30分)、エコ学習(30分)とプラ
ネタリウム学習(60 分)、小６と中
２が実験室学習(120分)。実験室学
習は学年、領域ごと(物理、生物、
化学、地学)に学習テーマを選定し
実施。 
学習は１時間目がサイエンスショ
ー、２時間目と３時間目が実験学
習。 
  
 3.2.2 科学館学習についての設問 
 
児童生徒へのアンケートでは、アンケート票(巻末の資料３を参照)の前半部分の１問１～１問
９で、科学館学習が分かったか、おもしろかったか、科学館学習で新たに関心を持ったことがあ
るか、または学校以外での科学館等の利用状況等を調査した。 
本報告書が科学館学習の児童生徒の理科に関する意識への影響を分析することを主たる目的と
しているため、この前半部分については、主だった設問について簡単に説明するにとどめ、詳し
い解説は巻末の資料５に掲載している。 
 
 例えば、 
「科学館学習は、どの程度分かりますか」 
という設問については、須賀川市で７～８割、真岡市で９割前後、京都市で７～８割、出雲市で
７～９割の児童生徒が、科学館学習が「分かる」と回答している。 
一方、「分からない」と回答しているのは、真岡市の数％から他の市でも 10％以内である。 
学年別では、出雲市の場合でやや学年によるばらつきが見られるが、その他の市では、全学年
でほぼ同じレベルの理解度である。(巻末の資料５ ５－１を参照) 
 
また、 
「科学館学習は、おもしろいですか」 
という設問に対しては、４市とも６～８割の児童生徒が「おもしろい」と回答している。 
一方、「おもしろくなかった」と回答した児童生徒は、４市とも数％から 10％以内であった。(巻
末の資料５ ５－２を参照) 
 
あるいは、 
「科学館学習をしたことで、あなたは前より理科を好きになりましたか」 
という設問に対しては、４市とも一番多かったのは「変わらない」と回答した児童生徒であるが、
「前より好きになった」と回答した児童生徒が小学生では３割から５割を占めており、中学生で
も２割前後が「前より好きになった」と回答している。(巻末の資料５ ５－３を参照) 
 
 
 
その他の、「科学館学習で、あなたが新たに関心を持ったことがあれば教えてください」、「あな
たは、学校の勉強以外で科学館等に行きますか」、「あなたは、科学館等で行われる観察会や実験、
工作教室、講演会などの行事に参加したことがありますか」の各設問に対するアンケートの結果
については巻末の資料５を参照。 
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 3.2.3 理科に関する意識についての設問 
 
児童生徒へのアンケートは、アンケート票(巻末の資料３を参照)の後半部分の２問１～２問 12
で、｢理科の勉強が好きですか｣等理科に関する意識について質問している。 
なお、「２問 12 理科の勉強はおもしろいですか」は、教育課程実施状況調査には含まれてい
ない設問である。 
 
 
（１） 今回のアンケートと教育課程実施状況調査との比較 
  
今回の調査では、４市の児童生徒の理科に関する意識が、全国と比較してどのように違うのか
分析した。全国平均としては国立教育政策研究所が平成 14年 1月と 2月に調査した「平成 13年
度 小中学校教育課程実施状況調査」(以下｢全国平均｣という)を用いることとした。 
 
４つの科学館等は、開館した時期やその目的が違い、また、科学館等を取り巻く環境や立場が
違うため、回答分布の数値を単純に比較して論じることは慎重にしなければならないであろうし、
また、設問や学年によるばらつきも見られるが、ここでは、まず単純に、学年別に設問ごとの調
査結果と全国平均を比較し、どちらが理科に関しての肯定的な意見が多いかで整理した。この結
果、４市それぞれの学年数（須賀川市、真岡市、出雲市は小学校２学年、中学校３学年の計５学
年、京都市は小学校２学年、中学校２学年の計４学年）に 11(設問数)を掛けた延べ 209学年のう
ち、今回のアンケート結果の肯定的な意見が全国平均を上回ったのは延べ 171 学年(81.8％)あっ
た（表６）。上回った割合は数ポイントから 30ポイントまで様々であるが、この４つの市の児童
生徒の理科に関する意識が高いことは明らかであろう。 
 
表６　４市のアンケート結果と全国平均の比較（設問、学年別）
小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計
全延べ学年数 22 33 55 22 33 55 22 22 44 22 33 55 88 121 209
全国平均を上回っ
た延べ学年数 22 28 50 22 29 51 16 15 31 18 21 39 78 93 171
全国平均を下回っ
た延べ学年数 0 5 5 0 4 4 6 7 13 4 12 16 10 28 3
（単位：延べ学年数）
出雲市 計
注）　理科に関する意識について質問した11の設問を、学年毎に４市のアンケート結果と全国平均の肯定的な意見の割合で比較した。
8
真岡市須賀川市 京都市
 
 
 
この分析の過程で、全体的な傾向として次のようなことが表れてきた。 
① 小学校 5年生から中学校 3年生までの間では学年があがるとともに、理科に関する意識は
低下している。 
これは全国的に見ても同様であるし、年齢とともに周囲の環境も変わり、いろいろなことに
興味を持つようになることから、理科に関する意識が相対的に低下することはある程度はや
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 むを得ないこともあろう。 
 
② 同じ理科に関する意識の低下でも小学校と中学校の間で大きな差が見られる場合が多い。 
このことは全国平均でも今回のアンケートほどではないが同様な傾向が見られた。この原因
としては様々なことが考えられ、明確な答えを求めることはできないが、現場の教員等への
インタビュー調査では次のようなコメントが寄せられた。 
 
・ 中学生になると進路指導が始まり、保護者の期待も知識の多さにとらわれるようになる。
このため、学校では理科よりも、入試の主要科目の英数国に力を入れるようになってくる。 
・ 小学生の理科の場合は観察すればよい。中学生ではこれに理屈が必要。例えば、赤い星が
あれば、小学生ならば赤い星があると分かればいい(五感で感じればいい)。中学生になると
なぜ赤い星があるのかその理屈を知らなければならなくなる。 
・ 中学生になると、難しい理科的な言葉(専門用語)を使うようになる。 
・ 小学校は理科を(特別な科目として)意識しないですむが、中学校では理科の授業は理科室で
行うため、苦手な子が構えてしまうのではないか。 
・ 小学校では余裕を持って勉強ができるが、中学校では受験を意識せざるを得ない。このた
め、知識の詰め込みが多くなり、実験など理科の楽しさが味わえなくなってきている。 
・ 小学校のときは楽しいと感じていたことが、中学校になると暗記していかなければならな
くなる。 
・ 小学校では授業にゆとりがあったが、中学校では定期テストや進路のことがあるので、授
業もさっと流してしまうことがある。 
・ 小学校 6年生までで、ある程度高度な内容のことをやっている。しかし中学校 1年生でま
た同じようなことを繰り返す教科書の内容となっている (酸・アルカリなど)。このため興
味が薄れてしまうのではないか。小学校と中学校の教科書のつながりが悪い。 
 
 
③ ２の多くの設問と、「１問１ 科学館学習が分かったか」、「１問２ 科学館学習はおもし
ろかったか」と「１問３ 科学館学習をしたことで、前より理科が好きになったか」のそれ
ぞれの設問の肯定的な回答をした児童生徒の割合が、中学 2年生で最低となり、中学 3年生
で持ち直す傾向が見られた。 
このことは、全国的に見ても今回のアンケートほどではないが同じ傾向が見られた。この
原因としては様々なことが考えられ、直ちに明確な結論を求めることはできないが、現場の
教員等へのインタビュー調査では次のようなコメントが寄せられた。 
 
・ 中学 2 年生で、化学反応式、酸化還元など化学変化と電気に関することが出てくる。この
2 つは目に見えないものを科学的に考えなければいけないため、如何にイメージさせて実
感を伴わせるのかが難しいので、特に難しく感じるのではないか。 
・ 中学校 2 年生の単元では電気が難しいのではないか。計算をしなくてはならないため嫌い
になることがある。計算力が非常に低いと感じる。 
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 ・ 中２の理科は理論的、抽象的な内容となっているため。目で見えないため、理解すること
が難しくなる。 
・ 中学 3年生になると受験があるため、やらざるを得なくなり、意識が上がるのではないか。 
・ 中学 3年生になると内容的には難しくなるが、あまり深く掘り下げて勉強しないからか。 
 
 
次ページから 52ページでは、２問１から２問 11までの各設問を全国平均と比較しながら分析
した。 
 
なお、児童生徒 1人当りの科学館学習が年 1回である須賀川市と京都市の場合は、科学館学習
が、アンケート実施日よりかなり前に行われたのか、直前であったのか、あるいは、まだ実施さ
れていなかったのかにより、児童生徒の理科に関する意識に違いがでることも考えられる。 
須賀川市の場合、平成 15 年 10 月のアンケートを実施した時には、平成 15 年度の科学館学習
はほぼ全ての学校で終了しており、さらに、児童生徒全体のうちの約半数がアンケート実施前の
２学期中に科学館学習を受けている。 
一方、京都市の場合は、１学期に科学館学習を受けた児童生徒が約 50％、アンケート実施前の
２学期中に受けたのが 25％、そして残りの 25％がアンケート実施後に科学館学習を受けている。 
このことから、この２市に関しては、アンケートを実施したタイミングを踏まえながら、調査
結果を見てみる必要がある。 
 
 
図の作成にあたっては、見やすくするためアンケートの選択肢を以下のように整理して図示し
た。 
・ 設問１～設問５、設問 10 に関しては、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を肯定
的意見として一つにまとめ、｢どちらかといえばそう思わない｣、「そう思わない」を否定的
意見として回答分布を一つにまとめて(再カテゴリー化)作成した。 
・ 設問６に関しては「よくわかる」、｢だいたいよくわかる｣を「わかると」して一つにまとめ、
「わかることとわからないことが半分くらいずつある」、｢わからないことが多い｣、｢ほと
んどわからない｣を「わからない」としてまとめた。 
・ 設問７、設問 11に関しては「好きだ」、「どちらかといえば好きだ」を「好きだ」とし、「ど
ちらかといえば好きではない」、「好きではない」を｢好きではない｣とまとめた。 
・ 設問８、設問９は｢そうしている｣、｢どちらかといえばそうしている｣を「そうしている」
に、「どちらかといえばそうしていない」、「そうしていない」を｢そうしていない｣としてま
とめた。 
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と２問１ 理科の勉強は好きですか 
 
 
「理科の勉強が好きですか」の設問に対する児童生徒の回答は、図２～図５のとおりである。 
 
「理科の勉強が好き」と回答した児童生徒は、 
須賀川市については学年によるばらつきがあり、小学校 5 年生ではほぼ全国平均と同じである
、その他の学年では５～10ポイント程度全国平均よりも上回っている。 
真岡市では全学年を通して 10～15ポイント程度全国平均より上回っている。 
京都市と出雲市の場合は、「理科の勉強が好き」とした肯定的意見は学年により全国平均を上回
たり下回ったりしているが、「理科の勉強は好きではない」と否定する児童生徒の割合は、いず
の学年でも全国平均よりも少ない。 
 
この結果について、教員等のコメントとして 
 
・ 科学館学習は子供たちに理科の興味を持たせてくれる。これは 100％の子供に対してそう
である必要はなく、一部の子供たちだけでも興味を持ってくれればいいと思う。 
いったものや、 
・ 出雲市が独自に実施した調査では、｢とても好き｣｢まあまあ好き｣をあわせると、小学校５
年生 90.3％、６年生 89.4％、中学校１年生 76.1％、２年生 64.3％、３年生 74.7％という
結果が出ている。 
・ アンケート実施のタイミングや教員の説明の仕方などにも影響されるのではないか。 
のコメントもあったが、さらに深い調査分析が必要であると思われる。 
「理科の勉強が好き」と回答した児童生徒は、２市で小５～中３までの全ての学年におい
て全国平均を上回っている。しかし、「理科の勉強が好きではない」と否定する児童生徒は、
４市とも全国平均よりも少ない。 
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須賀川市 
図２　理科の勉強は好きですか＜須賀川市＞
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好き （今回のアンケート調査）
好き （教育課程実施状況調査）
好きではない （今回のアンケート
調査）
好きではない （教育課程実施状
況調査）
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
好き（須賀川）
好き（全国）
好きではない（全国）
好きではない（須賀川）
 
 
真岡市 
図３　理科の勉強は好きですか＜真岡市＞
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好きではない (今回のアンケー
ト調査)
好きではない (教育課程実施
状況調査)
注） 　「わからない」と回答した児童
     生徒と　無回答であった児童生
     徒を省略したため、各学年の％を
     合計しても１００％にはならない。
好き（真岡）
好き（全国）
好きではない（真岡）
好きではない（全国）
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 京都市 
図４　理科の勉強は好きですか＜京都市＞
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好きではない (今回のアン
ケート調査)
好きではない (教育課程実
施状況調査)
好き(全国）
好き(京都）
好きではない(全国）
好きではない(京都）
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
 
 
 
出雲市 
図５　理科の勉強は好きですか＜出雲市＞
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ケート調査)
好きではない (教育課程実
施状況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
好き（全国）
好き（出雲）
好きではない（全国）
好きではない（出雲）
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年２問２ 理科の勉強は大切だと思いますか 
 
「理科の勉強は大切だと思いますか」の設問に対する児童生徒の回答は、図６～図９のとおり
ある。 
 
「理科の勉強は大切だ」と回答した児童生徒は、 
須賀川市では全学年を通して 10～17ポイント程度全国平均を上回っている。 
真岡市の場合でも全学年を通して 11～20ポイント程度全国平均を上回っている。 
京都市では、小学校 5 年生と 6 年生では 10 ポイント程度全国平均を上回っている。一方、中
1年生、2年生ではその差が数ポイントに縮まっている。 
出雲市の場合もほぼ同様で小学校 5 年生と 6 年生では 10 ポイント前後全国平均を上回ってい
が、中学生になると全国平均とほぼ同程度となり、中学校 2 年生では、全国平均を７ポイント
度下回っている。 
「理科の勉強は大切だ」とする肯定的意見は京都市と出雲市の中学生では全国平均と同レベル
なっているものの、「理科の勉強は大切だと思わない」と否定する児童生徒の割合はいずれの学
でも全国平均よりも少ない。 
「理科の勉強は大切だ」と回答した児童生徒は、ほぼ全ての学年で全国平均を上回っている。 
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須賀川市 
図６　理科の勉強は大切だと思いますか＜須賀川市＞
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調査）
大切だと思わない （今回のアン
ケート調査）
大切だと思わない （教育課程実
施状況調査）
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
大切（須賀川）
大切（全国）
大切だと思わない（全国）
大切だと思わない（須賀川）
 
 
 
真岡市 
図７　理科の勉強は大切だと思いますか＜真岡市＞
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ト調査）
大切だと思う （教育課程実施
状況調査）
大切だと思わない （今回のア
ンケート調査）
大切だと思わない （教育課程
実施状況調査）
大切（真岡）
大切（全国）
大切だと思わない（全国）
大切だと思わない（真岡）
注）　「わからない」と回答した児童
    生徒と無回答であった児童生徒
    を省略したため、各学年の％を合
    計しても１００％にはならな い。
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京都市 
図８　理科の勉強は大切だと思いますか＜京都市＞
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調査)
大切だと思う (教育課程実施状況
調査)
大切だと思わない (今回のアン
ケート調査)
大切だと思わない (教育課程実施
状況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
大切(京都）
大切(全国）
大切だと思わない(全国）
大切だと思わない(京都）
 
 
出雲市 
図９　理科の勉強は大切だと思いますか＜出雲市＞
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大切だと思う (今回のアンケート調
査)
大切だと思う (教育課程実施状況
調査)
大切だとは思わない (今回のアン
ケート調査)
大切だとは思わない (教育課程実
施状況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
    生徒と無回答であった児童生徒を
    省略したため、各学年の％を合計
     しても100％にはならない。
大切（出雲）
大切（全国）
大切だと思わない（全国）
大切だと思わない（出雲）
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２問３ 理科を勉強すれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか 
 
「理科の勉強をすれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか」の設問に対する
児童生徒の回答は、図 10～図 13のとおりである。 
 
「理科の勉強をすれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思う」と回答した児童生徒は、
４市とも小学校では全国平均を上回るものの、中学校になると全国平均と同レベルになる傾向が
見られた。 
小学校だけを見ると須賀川市では 15ポイント前後全国平均を上回り、真岡市でも 20ポイント
以上上回っている。また、京都市と出雲市でも 10ポイント前後は全国平均を上回っている。しか
し、４市とも中学生になると「理科の勉強が好きな仕事につくことに役立つ」と考える生徒が少
なくなり、全国平均と同程度か、やや下回る場合もある。ただ、「理科の勉強が、自分の好きな仕
事につくことに役立つとは思わない」と否定する児童生徒の割合はいずれの学年でも全国平均よ
りも少なくなっている。 
 
なぜこのような傾向が見られるのかについて、現場の教員等へのインタビューでは次のような
コメントがあった。 
 
・ 中学校では進路指導が進み、選択肢が増えてくる。また、中学生になると客観的に自分を
見るようになり、好き嫌いだけでは仕事を選ばなくなる。 
・ 日ごろから何事においても小学生から中学生になると大きな意識の変化が見られるが、こ
の場合、大きくなるにつれて現実的になるというか、具体的な進路を考えるようになり、
自分の可能性(夢)が狭まっていくように感じているのかもしれない。 
・ 進路指導の関係ではないか。進路指導は中学校 1年生から始まる(どのような仕事があるの
か勉強する)。中学 2年生では職場体験をしている。この際の職場は保護者との連携で実施
するため、商店が中心となる。近くに研究施設はないため研究者を見る機会はない。男女
とも福祉、美容、ファッション、保育が人気である。 
・ 最先端技術がブラックボックス化しており、理科が具体的に何に役立つかわからなくなっ
てきているので、中学生になり具体的に仕事として考えた場合、今勉強している理科が何
の役に立つのか想像つかないのではないか。 
 
この他には、中学生になると周囲の環境から様々な刺激を受けることが多くなり、意識が多様
化することも、その一因と考えられる。 
「理科の勉強が、好きな仕事につくことに役立つ」と回答した児童生徒は、４市とも小学
生では全国平均を上回っているが、中学生では全国平均と同じレベルになっている。 
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須賀川市 
図10　理科の勉強をすれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか
         ＜須賀川市＞
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役立つと思う （今回のアンケート
調査）
役立つと思う （教育課程実施状況
調査）
役立つとは思わない （今回のアン
ケート調査）
役立つとは思わない （教育課程
実施状況調査）
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
役立つ（須賀川）
役立つ（全国）
役立つとは思わない（全国）
役立つとは思わない（須賀川）
 
 
真岡市 
図11　理科の勉強をすれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか
         ＜真岡市＞
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役立つと思う (教育課程実施状況調
査)
役立つとは思わない (今回のアン
ケート調査)
役立つとは思わない (教育課程実施
状況調査)
役立つ（真岡）
役立つ（全国）
役立つとは思わない（全国）
役立つとは思わない（真岡）
注） 　「わからない」と回答した児童生徒と無
    回答であった児童生徒を省略したため、各
    学年の％を合計しても１００％にはならな
　　い。
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京都市 
図12　理科の勉強をすれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか
         ＜京都市＞
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調査)
役立つと思う (教育課程実施状況
調査)
役立つとは思わない (今回のアン
ケート調査)
役立つとは思わない (教育課程実
施状況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
役立つとは思わない（全国）
役立つとは思わない（京都）
役立つ(京都）
役立つ(全国）
 
 
出雲市 
図13　理科の勉強をすれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか
         ＜出雲市＞
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調査)
役立つと思う (教育課程実施状
況調査)
役立つとは思わない (今回のア
ンケート調査)
役立つとは思わない (教育課程
実施状況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
    生徒と無回答であった児童生徒を
    省略したため、各学年の％を合計
     しても100％にはならない。
役立つとは思わない（全国）
役立つとは思わない（出雲）役立つ（出雲）
役立つ（全国）
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２問４ 理科を勉強すれば、自分の普段の生活や社会に出て役立つと思いますか 
 
「理科の勉強をすれば、自分の普段の生活や社会に出て役立つと思いますか」の設問に対する
児童生徒の回答は、図 14～図 17のとおりである。 
 
「理科の勉強が自分の普段の生活や社会に出て役立つと思う」と回答した児童生徒は、 
須賀川市で全学年を通して 15～20ポイント全国平均を上回っている。 
真岡市で 12～30ポイント全国平均を上回っている。 
京都市では 10～18ポイント全国平均を上回っている。 
また、出雲市でも中学校 2 年生では全国平均と同程度になるが、その他の学年では全国平均を
９～18ポイント上回っている。 
 
このように、理科の勉強が普段の生活や社会に出て役立っていると考えている児童生徒の割合
が多いことについて、科学館等担当者からは 
 
・ 科学館学習では、生活に密着した実験などを行おうとしているので、普段の生活や社会に
出て役立つと答えている児童生徒の割合が高くなってきているのではないか。 
・ 科学館学習の実験は、日常生活から離れないようなことを、学校よりやや高度に理科の興
味付けになるように工夫している。  
 
といったコメントがあった。 
 
科学館学習が、児童生徒にいかに理科の楽しさを伝えるかが大きな役割と捉えられているとと
もに、理科と普段の生活や社会とのかかわりを伝えることも大事なことであるという認識は、各
館共通のものである。このことを考えると、この結果は大きな意味を持っているように考えられ
る。 
「理科の勉強が、普段の生活や社会に出て役立つ」と回答した児童生徒は、ほぼ全ての学
年で全国平均を上回っている。 
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須賀川市 
図14 理科の勉強をすれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか
        ＜須賀川市＞
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役立つと思う （今回のアンケート
調査）
役立つと思う （教育課程実施状
況調査）
役立つとは思わない （今回のア
ンケート調査）
役立つとは思わない （教育課程
実施状況調査）
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
役立つ（須賀川）
役立つ（全国）
役立つとは思わない（全国）
役立つとは思わない（須賀川）
 
 
 
真岡市 
図15　理科の勉強をすれば、自分の普段の生活や社会に出て役立つと思いますか
         ＜真岡市＞
0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
100.0
小５ 小６ 中１ 中２ 中３
％
役立つと思う (今回のアンケート
調査)
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調査)
役立つとは思わない (今回のアン
ケート調査)
役立つとは思わない (教育課程実
施状況調査)
注） 　「わからない」と回答した児童生徒と無
　　回答であった児童生徒を省略したため、
　　各学年の％を合計しても１００％にはなら
    ない。
役立つ（真岡）
役立つ（全国）
役立つとは思わない（全国）
役立つとは思わない（真岡）
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京都市 
図16　理科の勉強をすれば、自分の普段の生活や社会に出て役立つと思います
         ＜京都市＞
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役立つと思う (教育課程実施状況
調査)
役立つとは思わない (今回のアン
ケート調査)
役立つとは思わない (教育課程
実施状況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
役立つ(京都）
役立つ(全国）
役立つとは思わない(全国）
役立つとは思わない(京都）
 
 
出雲市 
図17　理科の勉強をすれば、自分の普段の生活や社会に出て役立つと思いますか
         ＜出雲市＞
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役立つと思う (今回のアンケート
調査)
役立つと思う (教育課程実施状況
調査)
役立つとは思わない (今回のアン
ケート調査)
役立つとは思わない (教育課程
実施状況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
    生徒と無回答であった児童生徒を
    省略したため、各学年の％を合計
     しても100％にはならない。
役立つ（出雲）
役立つ（全国）
役立つとは思わない（全国）
役立つとは思わない（出雲）
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要２問５ 将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか 
 
「将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか」との設問に対する児童生徒の回答
、図 18～図 21のとおりである。 
「理科を生かした仕事がしたい」と回答した児童生徒は、一部で全国平均より５～６ポイント
回った部分はあるが、おおよそ全国平均と同じレベルを示している。しかし、「理科を生かした
事はしたくない」と否定する割合は、４市とも全国平均よりも少ない。 
「理科の勉強を生かした仕事がしたい」と回答した児童生徒は、４市とも全国平均と同じ
レベルになっている。しかし、「理科の勉強を生かした仕事がしたくない」と否定する児童
生徒は、4市とも全国平均よりも少ない。 
２問３～２問５の設問から、多くの児童生徒が一般的に理科の勉強は「仕事につくこと」や「普
の生活や社会に出てから役立つ」と考えているにもかかわらず、実際に本人が「理科を生かし
仕事につきたい」ということには必ずしも結びついていないことが伺える。このことは、例え
、中学生ではまだ具体的な将来の仕事についての考えが固まっていないことや、年間に数回の
学館学習で理科の勉強と将来の仕事を結びつけることには限界があることが理由として考えら
る。 
科学館学習の役割としては理科に興味を持つきっかけ作りを行うことであり、この先、いかに
科の仕事に興味を持たせるようにするかは、普段の学校や家庭の役割も重要となるのではない
と考えられる。 
このことについては、現場の教員からも 
 
・ 科学館学習で理科に関心を持った子供たちを伸ばすのは、教員の力量である。科学館学習
だけでは一過性で、日々の授業での継続が大事である。 
いうコメントが寄せられており、科学館学習を受けたあとの学校での取り組みが重要ではない
と考えられる。 
 
また、中学校では進路指導があり、その中には職場訪問も含まれている。しかし、教員からは、 
 
・  職場体験でも近隣に研究所等はないので、科学者を見る機会はない。 
いったコメントがあったように、訪問先は保護者の協力で決められることが多く、商店や学校
辺にある工場、病院、福祉施設など範囲が限られており、先進科学技術に携わる研究者や技術
を実際に見る機会はほとんどないようである。子どもたちに理科の仕事に興味を持たせるには、
ず、研究者、技術者などが、どんな仕事をしているのか具体的なイメージを持たせることが重
ではないだろうか。
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須賀川市 
図18　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜須賀川市＞
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そう思う （教育課程実施状況調
査）
そう思わない （今回のアンケート
調査）
そう思わない （教育課程実施状
況調査）
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
そう思う（須賀川）
そう思う（全国）
そう思わない（全国）
そう思わない（須賀川）
 
 
 
真岡市 
図19　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜真岡市＞
0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
100.0
小５ 小６ 中１ 中２ 中３
％
そう思う (今回のアンケート調査)
そう思う (教育課程実施状況調査)
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そう思わない (教育課程実施状況
調査)
そう思わない（全国）
そう思わない（真岡）
そう思う（真岡）
そう思う（全国） 注） 　「わからない」と回答した児童生徒と無
     回答であった児童生徒を省略したため、
     各学年の％を合計しても１００％にはなら
     ない。
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京都市 
図20　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜京都市＞
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そう思わない (今回のアンケート
調査)
そう思わない (教育課程実施状
況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
そう思わない（全国）
そう思わない（京都）
そう思う（全国）
そう思う（京都）
 
 
 
出雲市 
図21　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜出雲市＞
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小５ 小６ 中１ 中２ 中３
％
そう思う (今回のアンケート調
査)
そう思う (教育課程実施状況
調査)
そう思わない (今回のアン
ケート調査)
そう思わない (教育課程実施
状況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
    生徒と無回答であった児童生徒を
    省略したため、各学年の％を合計
     しても100％にはならない。
そう思わない（全国）
そう思わない（出雲）
そう思う（全国）
そう思う（出雲）
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お
 
 
上
回２問６ 理科の授業がどの程度分かりますか 
 
「理科の授業がどの程度分かりますか」の設問に対する児童生徒の回答は、図 22～図 25 のと
りである。 
「理科の授業がわかる」と回答した児童生徒は、 
須賀川市では小学校 5年生と中学校３年生で５～６ポイント、その他の学年では 10ポイント以
全国平均を上回っていた。 
真岡市では全学年を通して 13～21ポイント程度全国平均を上回っていた。 
京都市と出雲市では学年によるばらつきはあるが数ポイント～13 ポイント程度全国平均を上
っている。 
「理科の授業が分かる」と回答した児童生徒は、４市全てで全国平均を上回っている。 
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須賀川市 
図22　理科の授業がどの程度わかりますか＜須賀川市＞
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小５ 小６ 中１ 中２ 中３
％
わかる （今回のアンケート調査）
わかる （教育課程実施状況調査）
わからない （今回のアンケート調
査）
わからない （教育課程実施状況
調査）
注）   無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
　　　　理科の授業が半分しか理解で
　　 きないとした児童生徒は「わから
     ない」に含めた。
わかる（須賀川）
わかる（全国）
わからない（須賀川）
わからない（全国）
 
 
 
真岡市 
図23　理科の授業がどの程度わかりますか＜真岡市＞
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わかる (教育課程実施状況調査)
わからない (今回のアンケート調
査)
わからない (教育課程実施状況
調査)
わかる（真岡）
わかる（全国）
わからない（全国）
わからない（真岡） 注） 　無回答であった児童生徒を省略し
     たため、各学年の％を合計しても
     100％にはならない。
        理科の授業が半分しか理解できな
     いとした児童生徒は「わからない」に
     含めた。
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京都市 
図24　理科の授業がどの程度わかりますか＜京都市＞
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わかる (今回のアンケート調査)
わかる (教育課程実施状況調査)
わからない (今回のアンケート調
査)
わからない (教育課程実施状況
調査)
注）   無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
　　　 理科の授業が半分しかわからな
　　いとした児童生徒は｢わからない｣に
　　含めた。
わかる(京都）
わかる(全国）
わからない(全国）
わからない(京都）
 
 
 
出雲市 
図25　理科の授業がどの程度わかりますか＜出雲市＞
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％
わかる (今回のアンケート調
査)
わかる (教育課程実施状況調
査)
わからない (今回のアンケート
調査)
わからない (教育課程実施状
況調査)
わかる（出雲）
わかる（全国）
わからない（全国）
わからない（出雲）
注）   無回答であった児童生徒を省略
　　したため、各学年の％を合計して
　　も100％にはならない。
　　　理科の授業が半分しかわからな
　　いとした児童生徒は「わからない」
　　に含めた。
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じ
 
 
い
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察
 
館
し
の２問７ 理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか 
 
「理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか」の設問に対する児童生徒の回答は、図
6～図 29のとおりである。 
「実験や観察が好き」と回答した児童生徒は、 
須賀川市では全学年を通して８～16ポイント程度全国平均を上回っている。 
真岡市でも 11～16ポイント、京都市でも５～10ポイント全国平均を上回っている。 
出雲市では小学生で５～８ポイント全国平均を上回っているが、中学生では全国平均とほぼ同
レベルとなっている。 
 
科学館学習の中心となる授業は実験や観察であることから、４市と全国平均との差がもっと開
てもいいかと感じるが、もともと全国平均で７割から 8 割の児童生徒が実験や観察が好きと回
しているので、今回のアンケート結果で、更にそれよりも多い 8割から 9割の生徒が実験や観
が好きとしていることは評価に値すると考えられる。 
なお、出雲市については、出雲科学館が開館して間もないことに加え、後述の「(３) 出雲科学
における科学館学習の前後での理科に関する意識の比較」の項で述べるように、科学館学習を
た後では明らかに実験や観察を好きとする児童生徒の割合が増加していることから、その効果
今後の推移に期待したい。 
「実験や観察が好き」と回答した児童生徒は、もともと全国平均もかなり高いが、３市で
全国平均をさらに上回っている。１市では中学生で全国平均と同じレベルであるが、小学
生では全国平均を上回っている。 
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須賀川市 
図26　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜須賀川市＞
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小５ 小６ 中１ 中２ 中３
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好き （今回のアンケート調査）
好き （教育課程実施状況調査）
好きではない （今回のアンケート
調査）
好きではない （教育課程実施状
況調査）
注）   無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
好き（須賀川）
好き（全国）
好きではない（全国）
好きではない（須賀川）
 
 
 
真岡市 
図27　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜真岡市＞
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好き (今回のアンケート調査)
好き (教育課程実施状況調査)
好きではない (今回のアンケート調
査)
好きではない (育課程実施状況調
査)
注）　無回答であった児童生徒を省略した
    ため、各学年の％を合計しても１００％
   にはならない。
好き（真岡）
好き（全国）
好きではない（全国）
好きではない（真岡）
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京都市 
図28　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜京都市＞
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好きだ （今回のアンケート調査)
好きだ (教育課程実施状況調査)
好きではない (今回のアンケート
調査)
好きではない (教育課程実施状況
調査)
好き（京都）
好き（全国）
好きではない（全国）
好きではない（京都） 注） 　無回答であった児童生徒を省略し
     たため、各学年の％を合計しても
     100％にはならない。
 
 
 
 
出雲市 
図29　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜出雲市＞
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％
好き (今回のアンケート調査)
好き (教育課程実施状況調査)
好きではない (今回のアンケー
ト調査)
好きではない (教育課程実施
状況調査)
注）   無回答であった児童生徒を省
　　略したため、各学年の％を合計
     しても100％にはならない。
好き（出雲）
好き（全国）
好きではない（全国）
好きではない（出雲）
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を
と
た２問８ 自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか 
 
「自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか」の設問に対する児童生徒の回答は、
30～図 33のとおりである。 
「自分で予想して実験や観察をする」と回答した児童生徒は、 
須賀川市では小学校 5 年生で全国平均より約６ポイント高く、また、他の学年では 16～24 ポ
ント程度全国平均より高くなっている。 
真岡市では全学年を通して 17～25ポイント程度全国平均より高くなっている。 
京都市も 10～17ポイント程度高くなっている。 
出雲市でも小学校 5年生では約２ポイント高くなっているだけだが、他の学年では８～13ポイ
ト程度全国平均より高くなっている。 
科学館学習は、なるべく少人数のグループで一人一人が実験をすることができる、ということ
基本としており、このことは各自が責任を持ち自分で予想して実験や観察をすることに役立つ
考えられる。このような観点から、今回のアンケート結果で４市とも全国平均を大きく上回っ
ことは科学館学習の効果を評価できるものと考えられる。 
「自分で予想して実験や観察をしている」と回答した児童生徒は、４市全てで全国平均を
上回っている。 
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須賀川市 
図30　自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか＜須賀川市＞
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そうしている (今回のアンケート調
査)
そうしている (教育課程実施状況
調査)
そうしていない (今回のアンケート
調査)
そうしていない (教育課程実施状
況調査)
注）   無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
そうしている（須賀川）
そうしている（全国）
そうしていない（須賀川）
そうしていない（全国）
 
 
 
真岡市 
図31　自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか＜真岡市＞
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そうしている (今回のアンケート調
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そうしている (教育課程実施状況
調査)
そうしていない (今回のアンケート
調査)
そうしていない (教育課程実施状
況調)
注）　無回答であった児童生徒を省略した
    ため、各学年の％を合計しても１００％
    にはならない。
そうしている（真岡）
そうしている（全国）
そうしていない（全国）
そうしていない（真岡）
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京都市 
図32　自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか＜京都市＞
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査)
そうしている (教育課程実施状況
調査)
そうしていない (今回のアンケート
調査)
そうしていない (教育課程実施状
況調査)
そうしている（京都）
そうしている（全国）
そうしていない（全国）
そうしていない（京都）
注） 　無回答であった児童生徒を省略
　　　したため、各学年の％を合計して
　　　も100％にはならない。
 
 
 
 
出雲市 
図33　自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか＜出雲市＞
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そうしている (今回のアンケート
調査)
そうしている (教育課程実施状況
調査)
そうしていない (今回のアンケー
ト調査)
そうしていない (教育課程実施状
況調査)
注）   無回答であった児童生徒を省
　　略したため、各学年の％を合計
     しても100％にはならない。
そうしている（出雲）
そうしている（全国）
そうしていない（全国）
そうしていない（出雲）
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国
な
 ２問９ 理科の勉強に関することで、分からないことや興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか 
「理科の勉強に関することで、分からないことや興味・関心を持ったことについて自分から調
ようとしていますか」の設問に対する児童生徒の回答は、図 34～図 37のとおりである。 
「分からないことや興味・関心を持ったことを自分から調べる」と回答した児童生徒は、須賀
市では全学年を通して５～９ポイント程度全国平均を上回っている。 
真岡市は、小学校 5年生では約 14ポイントあった全国平均との差が、学年が上がるとともに差
縮まり、中学校 3年生では全国平均を２ポイント程度上回っている。 
京都市は、中学生では全国平均と同レベルであるが、小学校５、６年生では７～８ポイント全
平均を上回っている。 
出雲市では全学年を通して全国平均との差が数ポイント～５ポイント程度で、ほぼ同レベルと
っている。 
「分からないことや興味・関心を持ったことについて自分から調べている」と回答した児
童生徒は、ほぼ全ての学年で全国平均を上回っている。 
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須賀川市 
図34　理科の勉強に関することで、分からないことや
　　　　興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか＜須賀川市＞
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そうしている （今回のアンケート調
査）
そうしている （教育課程実施状況
調査）
そうしていない （今回のアンケート
調査）
そうしていない （教育課程実施状
況調査）
注）   無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
そうしている（全国）
そうしている（須賀川）
そうしていない（全国）
そうしていない（須賀川）
 
 
 
真岡市 
図35　理科の勉強に関することで、分からないことや
         興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか＜真岡市＞
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そうしている　 (今回のアンケート
調査)
そうしている　 (教育課程実施状
況調査)
そうしていない (今回のアンケート
調査)
そうしていない (教育課程実施状
況調査)
注）　無回答であった児童生徒を省略した
    ため、各学年の％を合計しても１００％
    にはならない。
そうしている（真岡）
そうしている（全国）
そうしていない（全国）
そうしていない（真岡）
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京都市 
図36　理科の勉強に関することで、分からないことや
　　　　興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか＜京都市＞
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査)
そうしている (教育課程実施状況
調査)
そうしていない (今回のアンケート
調査)
そうしていない (教育課程実施状
況調査)
そうしている（京都）
そうしている（全国）
そうしていない（京都）
そうしていない（全国）
注） 　無回答であった児童生徒を省略
　　　したため、各学年の％を合計して
　　　も100％にはならない。
 
 
 
 
出雲市 
図37　理科の勉強に関することで、わからないことや
　　　　興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか＜出雲市＞
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そうしている (今回のアンケート
調査)
そうしている (教育課程実施状況
調査)
そうしていない (今回のアンケー
ト調査)
そうしていない (教育課程実施状
況調査)
注）   無回答であった児童生徒を省
　　略したため、各学年の％を合計
     しても100％にはならない。
そうしている（出雲）
そうしている（全国）
そうしていない（出雲）
そうしていない（全国）
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る
す
じ
ら２問１０ 科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか 
 
「科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか」の設問に対する児童生徒の回答は、図
8～図 41のとおりである。 
「科学は国の発展にとって重要だ」と回答した児童生徒は、 
須賀川市では全学年を通して全国平均を数ポイント～５ポイント程度上回っている。 
真岡市では全学年を通して全国平均を５～10ポイント程度上回っている。 
京都市では全学年を通してほぼ全国平均と同レベルとなっている。 
出雲市では全国平均と同レベル、あるいは少し下回っている。 
しかし、京都市と出雲市の場合でも「科学は国の発展にとって重要だとは思わない」と否定す
児童生徒の割合はいずれの学年でも全国平均よりも少ない。 
 
このように、４市とも全国平均を著しく上回ることはなかった。これは、全国平均そのものが
でに高水準にあるためか、または設問が「国の発展に重要か」といった小中学生にはあまりな
みがなく実感を伴った回答ができないため、全国平均と同じレベルになっている可能性が考え
れる。 
「科学は国の発展にとって重要だ」と回答した児童生徒は、２市で全国平均を上回ってい
る。しかし、「科学は国の発展にとって重要ではない」と否定する児童生徒は、４市とも全
国平均より明確に少ない。 
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須賀川市 
図38　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜須賀川市＞
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そう思わない （今回のアンケート
調査）
そう思わない （教育課程実施状況
調査）
注）   「わからない」と回答した児童生徒
　　　と無回答であった児童生徒を省略し
　　　たため、各学年の％を合計しても
　　　100％にはならない。
そう思う（須賀川）
そう思う（全国）
そう思わない（須賀川）
そう思わない（全国）
 
 
 
真岡市 
図39　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜真岡市＞
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そう思わない (教育課程実施状況
調査)
注）　「わからない」と回答した児童生徒と
    無回答であった児童生徒を省略したた
    め、各学年の％を合計しても１００％には
    ならない。
そう思う（真岡）
そう思う（全国）
そう思わない（全国）
そう思わない（真岡）
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京都市 
図40　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜京都市＞
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調査)
そう思わない (教育課程実施状
況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。
そう思う（京都）
そう思う（全国）
そう思わない（全国）
そう思わない（京都）
 
 
 
出雲市 
図41　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜出雲市＞
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そう思わない (今回のアンケート
調査)
そう思わない (教育課程実施状
況調査)
注）   「わからない」、と回答した児童
    生徒と無回答であった児童生徒を
    省略したため、各学年の％を合計
     しても100％にはならない。
そう思う（全国）
そう思う（出雲）
そう思わない（全国）
そう思わない（出雲）
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る２問１１ 博物館や科学館へ行くことが好きですか  
「博物館や科学館へ行くことが好きですか」の設問に対する児童生徒の回答は、図 42～図 45
とおりである。 
「博物館や科学館へ行くのが好き」と回答した児童生徒は、 
須賀川市では小学校５、６年生で３～７ポイント程度全国平均を上回っているが、中学生では
国平均を下回っている。 
真岡市では小学校５、６年生で９～10ポイント程度全国平均を上回っているが、中学生では全
平均を数ポイント上回るだけとなっている。 
京都市では全国平均と同レベルか、やや下回っている。 
出雲市では小学校５、６年生で 10ポイント前後全国平均を上回っているが、中学生では数ポイ
ト～４ポイント程度上回っているだけとなっている。 
上「博物館や科学館へ行くことが好き」と回答した児童生徒は、３市の小学生では全国平均を回っているが、中学生では全国平均と同じレベルになっている。 
アンケート結果は、全国平均と比較してそれ程高くはない結果となっている。このことについ
現場の教員等からは、以下のようなコメントが寄せられた。 
・ 学校の理科の授業ができない生徒でも科学館学習を楽しんでいる。このことは学習後のレ
ポートを見てもわかる。理科の苦手な生徒も充実感を持って科学館学習から帰ってきてい
る。 
・ 今回の調査の「理科が好きか」や「科学館へ行くことが好きか」の設問について、自身の
実感としてはもっと高い値であるように感じている。 
・ 子供たちは科学館学習を楽しみにしている。 
・ 科学館学習から帰ってきた子供たちは顔が輝いている。 
・ 子供たちにとっては、展示物をもう一度見に行きたくなるようである。 
のように、現場の教員の実感としては、アンケート結果以上に子どもたちが科学館等に行くこ
を楽しみにしているように感じているようである。 
 
２問 11の設問は「博物館や科学館へ行くことが好きですか」と、設問文の最初に「博物館」が
けられていることにより、児童生徒がこの設問から、どこまで自然科学系の科学館等を想像で
たか疑問が残る。一般的に、博物館と問われれば、歴史、芸術、民族博物館等を想像すること
多いように思える。特に、京都市のような大都市では、博物館と名のつく私立、公立の施設が
の回りに多くあり、その多くは自然科学系ではないことが多いように考えられる。 
このことも影響して、この設問に対する回答が全国平均とあまり変わらないか、低くなってい
可能性がある。 
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須賀川市 
図42　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜須賀川市＞
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注）   無回答であった児童生徒を省略
　　　したため、各学年の％を合計し
　　　ても100％にはならない。
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真岡市 
図43　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜真岡市＞
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京都市 
図44　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜京都市＞
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     たため、各学年の％を合計しても
     100％にはならない。
好き（全国）
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出雲市 
図45　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜出雲市＞
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 （２） 科学館学習の児童生徒の理科に関する意識への影響 
 
前項の「(１) 今回のアンケートと教育課程実施状況調査との比較」では、科学館学習を行った
４つの市の児童生徒の理科に関する意識が、全般的に全国平均よりも高くなっていることが分か
った。しかし、この比較は単純に今回のアンケート結果と全国平均を比べたものであり、一般に
子どもたちの理科に関する意識の向上には、科学館学習の他にも様々な要因もあろう。このため、
この結果だけで直ちに科学館学習が児童生徒の理科に関する意識の向上に積極的な効果を生んで
いる、と断定することには慎重でなければならない。 
 
そこで、科学館学習を受けることが、児童生徒の理科に関する意識に何らかの影響を与えてい
るのかを調べるため、アンケート票(参考資料２参照)の前半部分で質問した「１問１ 科学館学習
が分かったか」、「１問２ 科学館学習はおもしろかったか」の設問と、後半部分で質問した理科に
関する意識の設問をクロスさせて比較することを検討した。しかし、「科学館学習が分かったか」、
「科学館学習はおもしろかったか」と「理科の勉強が好きか」、「理科の勉強は大切か」等理科に
関する意識を直接比較することは、この比較が「理科の授業が分かる(理科が得意)、分からない(理
科が苦手)」に影響されることが予想されるため、適当ではないと思われる。 
そこで、表７に示したように、「２問６ 理科の授業がどの程度分かりますか」の設問により、
児童生徒を「Ⓐ 理科の授業が分かる」と回答したグループと「Ⓑ 理科の授業が分からない」
と回答したグループに分けてから比較することとした。ⒶとⒷのそれぞれのグループで、更に「科
学館学習はおもしろかった」、「おもしろくなかった」の回答で分け、この中で「理科の勉強が好
き」など、２問１～２問 11（２問６は除く）の設問で理科に関する肯定的な意識を持つ児童生徒
がどのくらい存在するのかを比較することとした。つまり、Ⓐ-１とⒶ-２の比較、Ⓑ-１とⒷ-２
の比較を行い、それぞれⒶ-１とⒷ-１の方が多ければ、「理科の授業が分かる、分からない」に関
係なく「科学館学習はおもしろい」と「理科の勉強が好き」との間には相関関係があると推察で
きる。 
また、「科学館学習が分かった」、「分からなかった」についても、同様の方法で分析を行った。 
 
 
 
表７
科学館学習はおもしろかったか 理科の勉強が好きか
Ⓐ-１　おもしろかった 理科の勉強が好きの割合
Ⓐ-２　おもしろくなかった 理科の勉強が好きの割合
Ⓑ-１　おもしろかった 理科の勉強が好きの割合
Ⓑ-２　おもしろくなかった 理科の勉強が好きの割合
…
…
…
注）　Ⓐ-１、Ⓑ-１の方が、それぞれⒶ-２、Ⓑ-２よりも多ければ、相関関係があるといえる。
普段の「理科の授業が分かる、分からない」にかかわらず、「科学館学習がおもしろかっ
た」という意識と、「理科の勉強が好き」という意識との間に相関関係があるかどうかを
分析する場合の一例
理科の授業が分かるか
Ⓑ　分からない
Ⓐ　分かる
…
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 例えば図 46を例にとると、グラフの棒の左右二本ずつで色のついた部分を比較し、差が大きけ
れば大きいほど(図中の矢印が大きいほど)科学館学習と理科に関する意識に相関関係があるとい
える。 
つまり、グラフの左側の「理科の授業が分かる群」で「科学館学習はおもしろかった」と回答
した児童生徒のうち「実験や観察が好き」と回答したのは 93.7％存在したのに比べ、「科学館学
習はおもしろくなかった」と回答した児童生徒では「実験や観察が好き」としたのは 83.2％であ
った。一方、グラフの右側の「理科の授業が分からない群」では「科学館学習はおもしろかった」
と回答した児童生徒の中で「実験や観察が好き」としたのは 79.7％存在したが、「科学館学習は
おもしろくなかった」と回答した児童生徒では「実験や観察が好き」としたのは 60.8％であった。 
このように、「理科の授業が分かる」児童生徒の中では「科学館学習はおもしろかった」と回答
した児童生徒は「おもしろくなかった」と回答した児童生徒よりも、「実験や観察が好き」な割合
が、93.7－83.2＝10.5ポイント高い(図 46の左側の矢印)。 
また、「理科の授業が分からない」児童生徒の中でも「科学館学習はおもしろかった」と回答し
た児童生徒は「おもしろくなかった」と回答した児童生徒よりも、「実験や観察が好き」な割合が、
79.7－60.8＝18.9ポイント高い(図 46右側の矢印)。 
このことから「理科の授業が分かる群」、「理科の授業が分からない群」のどちらのグループに
おいても「科学館学習はおもしろかった」と「実験や観察が好き」との間には相関関係があると
推察できる。 
 
 以上のことは、「科学館学習はおもしろかった、おもしろくなかった」についてだけでなく「科
学館学習が分かった、分からなかった」についても、全ての市の全ての学年、設問で同様の結果
が出ている。このことから、「理科の授業が分かる、分からない」に関係なく（言い換えれば｢理
科の授業が分からない｣児童生徒でも）、「科学館学習はおもしろかった」、「科学館学習が分かった」
と回答した児童生徒は、「おもしろくなかった」、「分からなかった」と回答した児童生徒より、理
科に関する意識が高いと言うことができる。 
 
さらに、２問１～２問 11（２問６は除く）のそれぞれの設問で、「科学館学習はおもしろかっ
た」と「おもしろくなかった」との差と、「科学館学習が分かった」と「分からなかった」との差
を比較してみると、４市合計での 40設問（１市当たり 10問×４市＝40問）中、33問（82.5％）
で「科学館学習はおもしろかった」と「おもしろくなかった」の差のほうが大きくなっている。
このことから、「科学館学習が分かった」ことよりも「科学館学習はおもしろかった」ことの方が、
児童生徒の理科に関する意識との間により強い相関があると推察できる。 
  
なお、図 46～図 49 の作図に当たっては、全ての学年で同様な結果が出ていることから、より
見やすくするため、学年を区別することなくまとめて図示することとした。その際、「3.2.3 (1) 
今回のアンケートと教育課程実施状況調査との比較」と同様に選択肢を再カテゴリー化して比較
し、｢分からない｣と回答した児童生徒と無回答であった児童生徒を除いた値の比率で示した。 
また、本文では紙面の関係から一部の設問のグラフを参考として掲載している。 
その他のデータは資料７を参照。
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 児童生徒を理科の授業が分かる群、分からない群に分け、科学館学習が
おもしろかったかどうか別に実験や観察が好きな児童生徒の割合を表示 
図46　実験や観察が好きな児童生徒の割合〈須賀川市〉
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図47　実験や観察が好きな児童生徒の割合＜真岡市＞
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図48　実験や観察が好きな児童生徒の割合〈京都市〉
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図49　実験や観察が好きな児童生徒の割合＜出雲市＞
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 （３） 出雲科学館における科学館学習の前後での理科に関する意識の比較 
 
前述の「（2）科学館学習の児童生徒の理科に関する意識への影響」で、「科学館学習がおもしろ
かった、分かった」ことと児童生徒の理科に関する意識との間には相関関係があることが確認さ
れた。そこで、本項では、具体的に科学館学習が児童生徒の理科に関する意識に影響を与えてい
る一例として、出雲市の小学校５年生のケースを取り上げる。 
  
本報告書の 12ページで述べたとおり、出雲市では今回のアンケート実施時に科学館学習を受け
ていなかった小学校 5年生が比較的多く存在した。 
出雲科学館は平成 14年 7月に開館しており、この学年の児童(４年生の時)は、平成 14年 9月
に１回科学館学習を受けている。そして、５年生になった後の平成 15年 10月の今回のアンケー
トを実施した時点では、一部の児童がまだ５年生での科学館学習を受けていなかった。その後、
この一部の児童は平成 15年 12月と平成 16年 2月の 2回科学館学習を受けた。つまり、彼らは
平成15年10月のアンケートを実施した時点では、科学館学習を1年前に１回受けただけであり、
アンケート実施後に、続けて２回の科学館学習を受けたことになる。 
そこで、科学館学習の前後での理科に関する意識を比較するため、これらの児童を対象に、平
成 16年 4月（６年生に進級後）に平成 15年 10月と同じアンケートを行った。1回目と 2回目
のアンケートの間の半年間にあった主な理科に関する行事は 2 回の科学館学習であることから、
この２つのアンケートの結果を比較することで、科学館学習が児童へ与える影響をより明確に推
察できると考えられる。また、２回目のアンケートの実施時期が科学館学習から約２ヶ月経過し
ていることから、このアンケートの結果は個別の科学館学習の効果というよりは、科学館学習を
続けることによる意識の変化をより大きく表しているのではないかと思われる。 
 
詳細に述べると、1回目のアンケート実施時点で、平成 15年度にはまだ科学館学習を受けてい
なかったのは、10校 17クラスの小学校 5年生 495人であった。このうち、６年生に進級後にク
ラス替えをしておらず、再アンケートが可能であったのは、８校 15 クラスの 442 人であった。
そこで、これらの児童を対象に、平成 16年 4月にアンケート票を配布し、5月上旬にすべてを回
収した。回答はすべての学校からあり、回答した児童数は 451 人 (1 回目のアンケートの回答者
数 442人よりも多いのは、転校してきた児童や、前回は何らかの理由で回答していなかった児童
がわずかながら含まれているためと思われる) であった。 
 
 
アンケートの結果を、科学館学習の前と後で、理科に関する意識を問うた設問に肯定的な回答
をした児童生徒の割合を図示すると図 50 のようになった。これによると、12 の設問のうち、８
問で科学館学習を受ける前よりも、受けた後のほうが理科に関する意識が高くなっている。 
特に「理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか」の設問が、他の設問に比べより高
く伸びていることは、科学館学習の中心が実験や観察であることを鑑みると、科学館学習の効果
（学習と意識の因果関係）をより明確に示していると考えられる。 
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 一方、科学館学習の後のアンケートで、理科に関する意識が高くなっていなかった４つの設問
のうちの２つは「理科の勉強をすれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか」と
「理科の勉強をすれば、自分の普段の生活や社会に出て役立つと思いますか」という設問であり、
このテーマは、短期間の科学館学習で意識を変えることは難しいことなのであろうが、今後科学
館学習と各児童生徒の生活経験が積み重なっていくことにより改善していくものと考えられる。 
また、「分からないことを自分から調べる」という設問に関しては、科学館学習が限られた時間
の中でなるべく多くの実験等を児童生徒に体験させようとしているため、実験等の方法を自分た
ちで考えたり、結果の考察を行うなど自主性を育てるための時間を多く取ることができないとい
う実情がある。しかし、このことは学校の授業の中で科学館学習で行う実験等の予習や復習をし
っかりと行っていくなど、科学館学習と学校の授業とのつながりをより深めていくことで解決し
ていくことができると思われる。 
同じく意識が高くなっていなかった「博物館や科学館へ行くことが好きですか」の設問に関し
ては、「博物館や科学館へ行くことが好き」と答えている児童が、もともと全国平均（小学校５年
生）で 74％いる中、今回の調査では８割以上（科学館学習の前で 83.5％、後で 80.7％）の児童
が「博物館や科学館へ行くことが好き」と回答していることは、評価することができると考えら
れる。 
 
以上から、全国平均や科学館学習を受ける前と後での２回の調査結果の比較は、科学館学習が
児童生徒の理科に関する意識の向上に影響を与えていることを示す有効なデータであると言える。 
 
図50　科学館学習の前後で、理科に関して肯定的な意識を持つ児童の割合
　　　　〈出雲市〉
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 また、科学館学習を受けた後のアンケートの結果を、設問毎に「科学館学習が分かった」と回
答した児童と「科学館学習はおもしろかった」と回答した児童を抽出し、その割合をグラフにす
ると図 51のようになった。 
 
このグラフの結果だけで明確に言えるものではないが、｢科学館学習が分かった｣とする児童よ
りも「科学館学習はおもしろかった」とした児童の方の意識が高くなる傾向がみてとれる。 
これは、前述の「（2）科学館学習の児童生徒の理科に関する意識への影響」で述べた「科学館
学習が分かった」とする児童よりも「科学館学習はおもしろかった」とした児童の方が、理科に
関する意識との間に強い相関関係があるということと同様の結果となった。 
このことから、科学館学習は理科の勉強を理解させることもさることながら、理科をおもしろ
く感じさせて興味を持たせることも重要であると考えられる。 
 
図51 科学館学習の後で、科学館学習が分かったか、おもしろかったかで分類
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〈出雲市〉 
 
以上、出雲市の科学館学習を受ける前と後での２回の調査結果の比較は、科学館学習が児童生
徒の理科に関する意識の向上に影響を与えていることを示す有効なデータであると考えられる。 
 
(注) 図 50、51の「科学館学習の前」の割合は、平成 15年 10月調査の出雲市の小学校 5年生の
中から、科学館学習を受けていなかった児童 442人を抽出して計算しているので、「3.2.3 (1) 
今回のアンケートと教育課程実施状況調査との比較」の２問１～２問 11で求めた出雲市の 5
年生の割合とは一致しない。
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（４） 男女別の今回のアンケートと教育課程実施状況調査との差の比較 
  
18才以上の者について調査した「科学技術と社会に関する世論調査」（平成 16年 2月）や小中
学生を対象とした教育課程実施状況調査を男女別に見てみると、男性の方が女性より科学技術に
関する意識が高い傾向にある。 
今回の調査においても同様に男子の方が女子よりも理科に関心をもっている割合が多い。しか
し、男子の全国平均、女子の全国平均と今回の男女別の調査結果との差を比較してみると、女子
の方が男子よりも、全国平均を大きく上回る傾向が見られる。 
つまり、もともと、全体の割合としては、女子は男子より理科に対して関心が低い傾向にある
が、今回の調査結果では全国平均との差が男子より女子の方がより大きくでており、より多くの
女子が科学館学習等の影響を受けている(積極的な効果が大きい)のではないかと考えられる。ま
た、この傾向は中学生より小学生に大きく見られた。 
 
理科に関する意識について質問した11の質問について、全国平均との差を具体的に見てみると、
４市それぞれの学年数（須賀川市、真岡市、出雲市は小学校２学年、中学校３学年の計５学年、
京都市は小学校２学年、中学校２学年の計４学年）に11(設問数)を掛けた延べ209学年のうち、女
子の方が男子より全国平均との差が大きかったのは延べ154学年(73.7％)あり、逆に男子の方が上
回ったのは延べ52学年(24.9％)であった。また、小中学校別に見てみると、小学校では女子の方
が上回っているのが延べ82学年(93.2％)であったのに対し男子が上回っていたのは延べ６学年
(6.8％)であった。中学校では女子が上回ったのが延べ72学年(59.5％)に対し男子が上回ったのが
延べ46学年(38.0％)であった（表８）。 
なお、この傾向の強さは須賀川市、京都市、真岡市、出雲市の順に見られるが、全体的に見れ
ば４市とも同様の傾向であった。 
 
 
小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計
全延べ学年数 22 33 55 22 33 55 22 22 44 22 33 55 88 121 209
女子の方が上回った延べ学年数 22 29 51 19 19 38 21 12 33 20 12 32 82 72 154
男子の方が上回った延べ学年数 0 4 4 3 13 16 1 9 10 2 20 22 6 46 52
男女が同じだった延べ学年数 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 3 3
（単位：延べ学年数）
出雲市 計
注）　理科に関する意識について質問した11の設問で、学年毎に男女別の４市のアンケート結果を男女別の全国平均と比較し、肯定的な意見の割合が
全国平均に対して、より大きく上回っている性別の学年を数えた。また、全国平均よりも下回っている場合は、下回り方が少ない性別の学年を数えた。
真岡市須賀川市 京都市
表８　男女別でみた４市のアンケート結果と全国平均との比較
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 男子より女子の方が全国平均をより大きく上回ったことについて明確な理由を求めることはで
きないが、参考に現場の小中学校の教員へのインタビュー調査では、次のようなコメントが出た。 
 
・ 一般的に女子は男子より真面目で計画的に勉強をするし、勉強への意欲があるように感じ
る。このため、科学館学習のように、一人一人に実験や観察を経験させることで、よりぐ
っと伸びる可能性があり、より効果が見えてくるのではないか。 
・ 男子はプラモデルやその電池をいじったり、昆虫採集をしたり普段から理科に接する機会
が多い。一方、女子はその意味であまり理科と接する機会がないから、科学館でサイエン
スショーを見たり実験をしたりすると余計に感動が大きいのではないか。 
・ 学校での理科の実験は、器具等の関係で６人程度のグループごとに分かれて実験や観察を
することが多い。この場合どうしても、男子が実験を行い女子がその記録をとるという傾
向が見られる。一方、科学館学習では、一人一人に器具が与えられ実験や観察をすること
になる。このため、学校では記録をとることが多かった女子も科学館等へ来て実験をし、
それがうまくいくことにより（科学館等の実験は準備がきちんと行われているため成功す
る場合が多い）、理科に関心を持つようになるのではないか。 
・ 同様なことが、理科が苦手な児童生徒にも言えるのではないか。学校の授業ではあまり実
験に加わらなかった理科が苦手な児童生徒も、科学館学習を受ける場合は自分で実験をや
らなければならないため、実験を経験することにより理科への関心が高まると思われる。
このとき重要なことは、一人一人が実験をできることと、実験が成功することである。科
学館等では、当然一人一人で実験ができるし、実験は準備がきちんと行われているため成
功する場合が多い。(学校での理科の実験は準備に時間がかけられないことが多い) 
 
 
 
 
図52～図59は、男女別に全国平均との各設問に対する肯定意見の割合の差を比較したもので、
縦軸の「０」を全国平均として、各学年を男女別に何ポイント差があるかを表している。(紙面の
関係で一部のみ掲載) 
また、作図する際には、「3.2.3 (1) 今回のアンケートと教育課程実施状況調査との比較」と
同様に選択肢を再カテゴリー化して比較した。 
 
なお、資料８は各設問別に、男女別の回答割合のデータを掲載している。
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図52 ＜須賀川市＞男女別でみた今回のアンケート結果と全国平均の差 
（理科の勉強は大切だと思う） 
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図 53 ＜真岡市＞男女別でみた今回のアンケート結果と全国平均で差 
（理科の勉強は大切だと思う） 
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小５ 小６ 中１ 中２ 中３  
84.0（68.6） 83.8（61.7） 68.8（51.2） 65.2（51.3） 75.0（52.0） 女子 
82.2（75.7） 82.3（71.5） 74.7（65.2） 70.2（63.6） 73.4（62.2） 男子 
須賀川市(ｶｯｺ内は全国平均)の男女別割合（％） 
小５ 小６ 中１ 中２ 中３  
87.3（68.6） 87.5（61.7） 68.0（51.2） 66.7（51.3） 66.6（52.0） 女子 
87.7（75.7） 87.0（71.5） 75.8（65.2） 70.8（63.6） 75.0（62.2） 男子 
真岡市(ｶｯｺ内は全国平均)の男女別割合（％） 
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図 54 ＜京都市＞男女別でみた今回のアンケート結果と全国平均の差 
（理科の勉強は大切だと思う） 
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図 55 ＜出雲市＞男女別でみた今回のアンケート結果と全国平均の差 
（理科の勉強は大切だと思う） 
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小５ 小６ 中１ 中２  
81.8（68.6） 75.5（61.7） 53.7（51.2） 54.6（51.3） 女子 
82.7（75.7） 75.1（71.5） 66.0（65.2） 66.4（63.6） 男子 
京都市(ｶｯｺ内は全国平均)の男女別割合（％） 
小５ 小６ 中１ 中２ 中３  
81.6（68.6） 79.6（61.7） 50.5（51.2） 44.2（51.3） 56.8（52.0） 女子 
80.1（75.7） 78.7（71.5） 66.0（65.2） 56.9（63.6） 68.9（62.2） 男子 
出雲市(ｶｯｺ内は全国平均)の男女別割合（％） 
 図 56 ＜須賀川市＞男女別でみた今回のアンケート結果と全国平均の差 
（理科は生活や社会に出て役立つ） 
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図 57 ＜真岡市＞男女別でみた今回のアンケート結果と全国平均の差 
（理科は生活や社会に出て役立つ） 
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小５ 小６ 中１ 中２ 中３  
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図 58 ＜京都市＞男女別でみた今回のアンケート結果と全国平均の差 
（理科は生活や社会に出て役立つ） 
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図 59 ＜出雲市＞男女別でみた今回のアンケート結果と全国平均の差 
（理科は生活や社会に出て役立つ） 
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71.0（51.3） 67.5（45.2） 47.4（34.5） 49.2（33.7） 女子 
69.5（56.1） 65.5（51.7） 52.5（45.0） 56.6（44.1） 男子 
京都市(ｶｯｺ内は全国平均)の男女別割合（％） 
小５ 小６ 中１ 中２ 中３  
68.6（51.3） 68.6（45.2） 43.9（34.5） 33.8（33.7） 41.3（31.9） 女子 
69.8（56.1） 65.2（51.7） 53.5（45.0） 42.6（44.1） 51.8（40.7） 男子 
出雲市(ｶｯｺ内は全国平均)の男女別割合（％） 
 ４. まとめ 
今回の調査は、学校教育と連携した科学館等での理科学習が児童生徒に及ぼす影響を分析した
ものである。具体的には、市内全部の小中学校を対象に科学館学習を実施している４つの市の児
童生徒にアンケートを行い、このアンケート結果と全国平均を比較することにより、具体的な数
値で科学館学習の児童生徒への影響を調べた。その結果の概要は以下の通りである。 
 
（１）科学館学習を受けた４市の児童生徒の理科に関する意識は、全国平均を上回っ
ている。（P17～P52を参照） 
 
「理科の勉強は好きですか」、「理科の勉強は大切だと思いますか」等、理科に関する意識に
ついて、調査した４つの市の児童生徒と全国平均を比較した。この結果、市や設問によりばら
つきはあるが、単純に設問と学年別に今回のアンケート結果の肯定的な意見が全国平均を上回
ったかどうかを調べてみると、４市それぞれの学年数（須賀川市、真岡市、出雲市は小学校２
学年、中学校３学年の計５学年、京都市は小学校２学年、中学校２学年の計４学年）に 11(設問
数)を掛けた延べ 209 学年のうち、全国平均を上回っているのは延べ 171 学年(81.8％)あった。
上回った割合は数ポイントから 30ポイントまで様々であるが、この４つの市の児童生徒の理科
に関する意識が高いことは明らかであろう。 
 
（２）「科学館学習を受ける」ことと「児童生徒の理科に関する意識が高い」ことと
の間には、相関関係がある。特に、「科学館学習が分かった」と回答した児童
生徒よりも、「科学館学習はおもしろかった」と回答した児童生徒の方に、よ
り強い相関がある。（P53～P56を参照） 
 
「理科の授業が分かる、分からない」に関係なく、「科学館学習はおもしろかった」、「科学館
学習が分かった」と回答した児童生徒の方が、「おもしろくなかった」、「分からなかった」と回
答した児童生徒より、理科に関する意識が、4つの市の全設問において高くなっている。 
さらに、それぞれの設問で、「科学館学習はおもしろかった」と「おもしろくなかった」との
差と、「科学館学習が分かった」と「分からなかった」との差を比較してみると、４市合計での
40設問（１市当り 10設問×４市＝40設問）中、33設問（82.5％）で「科学館学習はおもしろ
かった」と「おもしろくなかった」の差の方が大きくなっている。 
  
（３）出雲市において、科学館学習を受ける前と受けた後のアンケート結果を比較し
たところ、科学館学習を受ける前より受けた後の方が、理科に関する意識が高
くなっていた。特に、「科学館学習はおもしろかった」と回答した児童の方が、
「科学館学習が分かった」と回答した児童よりも、理科に関する意識が高い。
（P57～P59を参照） 
 
1回目のアンケートを実施した際に、科学館学習をまだ受けていなかった小学校 5年生約 450
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 人に対し、その後行われた 2 回の科学館学習を受けた後に同じアンケートを再び実施した。そ
の結果、12の設問のうち 8問で、科学館学習を受ける前より受けた後の方が、理科に関する意
識が高くなっていた。 
特に、「理科の勉強で、実験や観察をすることが好き」とする回答が、他の設問に比べより高
く伸びていることは、科学館学習の中心が実験・観察であることを鑑みると、科学館学習の効
果（学習と意識の因果関係）をより明確に示していると考えられる。 
また、2回目のアンケートで「科学館学習が分かった」とする児童よりも「科学館学習はおも
しろかった」とした児童の方が、より意識が高い傾向になっていることから、科学館学習は理
科の勉強を理解させることもさることながら、理科をおもしろく感じさせて興味を持たせるこ
とも重要であると考えられる。 
 
（４）科学館学習を受けた後の理科に関する意識の変化は、女子の方が男子より全国
平均との差が大きく上回っており、より多くの女子が科学館学習の影響を受け
ていると考えられる。（P60～P65を参照） 
 
理科に関する意識について質問した 11 の設問について、４市それぞれの学年数（須賀川市、
真岡市、出雲市は小学校２学年、中学校３学年の計５学年、京都市は小学校２学年、中学校２
学年の計４学年）に11(設問数)を掛けた延べ209学年のうち、70％以上で女子の方が男子より、
全国平均(男女別)との差が大きくなっていた。小中学校別で見ると、小学生では 90％以上で男
子より女子の方が上回っていた。また、中学生でも約 60％で女子の方が上回っていた。 
 
 
 
 
(1)～(4)を総合して、 
❖ 調査を実施した４つの市では、学校教育と連携した科学館等での理科学習を受け
ることが、児童生徒の「理科の勉強が好き」など理科に関する意識の向上に積極
的な影響を与えていると推察される。 
 
また、(2)、(3)の分析から 
❖ 科学館学習が「分かる」こともさることながら、「おもしろく感じる」ことも、
児童生徒の理科に関する情意面（「理科が好き」、｢実験や観察が好き｣等）での意
識に与える影響が大きいと推察される。 
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 ５. 終わりに 
今回の調査研究では、全国の 192館の科学館等から現状についてお伝え頂くとともに、小学校
５年生から中学校 3年生までの約 15,000人の児童生徒からアンケートの回答を得て、貴重なデー
タを集めることが出来た。また、小中学校の教員の方や科学館等の担当者の方など、多くの現場
の方の貴重な意見も聞くことが出来た。 
 
科学館学習の効果について、これまではそれぞれの科学館等が独自に行った簡単なアンケート
の結果や科学館等の担当者の体験等により説明されていたが、今回の調査分析は、具体的な数値
で学校教育と連携した科学館等での理科学習が児童生徒に及ぼす影響を分析することができた。
(その他に確認できた具体的な数値調査の事例はない)(注３)
そして、この調査結果から科学館学習の児童生徒への影響が具体的に示されたことにより、今
後はより積極的に地域における科学技術理解増進活動の中核を担う科学館等の機能の活用・強化
を図っていくことが望まれる。
現在、多くの科学館等が学校との連携を何らかの方法で行っているが、その内容は、来館した
児童生徒に対する展示物の解説にとどまっていることが多い。このため、科学館等や学校に、積
極的な連携を進めていくためのノウハウが十分に蓄積されているとは言えず、今回調査した 4 つ
の科学館等のようなモデル的な地域を設定して、様々なタイプの優良な具体例を集め、広く提示
していく必要があると思われる。その際、重要となることとしては、科学館等と学校が目的やニ
ーズの相互理解を図るためのコミュニケーションの強化(科学館等と学校を結ぶネットワークの
構築)、科学館学習の充実(学習内容や指導方法の確立)や教員研修による実験指導能力の向上(科学
館学習で終わらず、学校の授業での継続的な理科学習の実現)等が考えられる。
 
(注３)国内の事例については、調査資料―99(科学技術政策研究所)において、全国科学博物館協議会と全国科学館
連携協議会に所属する科学館(321館)に対してアンケート調査を実施しているかどうか調べている。回答のあっ
た 203館(回収率 63.2％)のうち、アンケートを行っているのは 112館あったが、そのうちアンケートの中に来
館者の意識の変化を問う項目が含まれていると回答したのは９館で、さらに内容を公表しているのは３館、し
かしその内容はサンプル数が少なかったり、自由記述の中の回答であった。また、内容を公表していない６館
については、その理由として来館者の性別、住所や館のサービスについて調査し、内部資料として利用するこ
とを目的としているものであった。 
  また、海外の事例としては、「理数教育に関する日米比較研究」(日米理数教育比較研究会)によると、米カリ
フォルニア州の 5つ科学館で行った現地調査の結果、「学校の授業との連携を重視したプログラムが積極的に実
施されている現状が確認できた」が「実施プログラムに関する評価が明確にされていないという課題もあった」
と報告されている。また、調査資料―99で行われた米英仏の７つの科学館への現地調査の結果からも、科学技
術理解増進に関するプログラムを実践した効果、結果についてはほとんど調べられていないと報告されている。 
 
 
 また、本報告書では、児童生徒へのアンケート結果のほかに、教員等学校関係者、教育委員会
や科学館担当者へのインタビューやアンケート調査を行っており、その内容についても載せてい
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 るので、それも参考にしてもらいたい。 
 なお、本文で載せた以外のインタビューで出された話を参考までに紹介すると、例えば、 
「小学校で理科を専門としない教員が、理科の授業を行うと、まず教科書の内容、文章を理解
しようとしてしまうので、どうしても国語の授業のようになってしまう」といったことや、 
「担任の教員によりクラスの雰囲気が全く違い、何事にも積極的な教員のクラスでは、子ども
たちも学習に積極的に参加する傾向がある」との話も聞いた。 
児童生徒を対象とした科学館学習そのものも当然重要であるが、それと同時にこの問題に関す
る教員研修を行うことも重要と考えられる。これについては、科学館学習を教員研修も兼ねると
いう意味で、真岡市科学教育センターの場合がひとつの例になる。ここでの学習は学校の担任教
員が主となり、センター職員はその補助をしている。このため、学習の準備が大切で、センター
での学習の前には必ず担任の教員がセンターを訪問し、センター職員と実際に実験等を行い授業
の予習をしたうえで、学習を行うことになっている。 
このことは、特に理科を苦手としている教員にとっては良い経験になっており、教員の意識と
指導力を高めることにも役立っているようである。 
このような取り組みは、小中学校の理科の授業を行うことを目的とした施設であるという館の
特徴や現場の教員の理解を得られていることが、実施を容易にしている。このため、この例を他
の館にすぐに当てはめることは出来ないが、児童生徒の理科離れ対策として「科学館等と学校と
の連携」を進めていく上での重要な点であると認識される。ただし、そのためにも学校と科学館
等のコミュニケーション、目的やニーズの相互理解、科学館等の人員数や予算の問題等、解決さ
れなければならない問題も少なくない。（資料２を参照） 
 また、個々の児童生徒に対する科学館等での理科学習は、種々の制約等により、せいぜい年間
数回しか実施できない。このため、ここでの学習はあくまで理科に興味を持つようになることの
きっかけを作ることであると思われる。そして、理科に興味を持った児童生徒を伸ばしていくの
が、学校の理科の授業であり、家庭であり、科学館等の一般開放のときに行われる実験教室等だ
と考えられる。 
  
なお、今回の調査は大都市及び中小都市の４つの都市でアンケートを実施し、そのいずれでも
科学館学習の有効性が確認された。従来、情報やイベントなどは都市部に集中し、子どもたちも
都市にいたほうが科学に関した様々な機会を得ることが出来ると考えられていた。しかし、地方
の中小都市でもやりかたさえ工夫すれば、子どもたちに、理科のおもしろさに接する貴重な体験
を提供することができ、その効果もあることが、データにより確認することができた。場合によ
っては、逆に小さい都市のほうが、規模が小さい分、子どもたち一人一人へのアプローチの密度
が高くなることも考えられよう。 
 
最後に、この報告書が今後、学校と科学館等の連携強化の一助になれば幸いである。 
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・ 内閣府大臣官房政府広報室、「科学技術と社会に関する世論調査」、2004 
・ 文部科学省、「平成 15年度 科学技術の振興に関する年次報告」、2004 
・ 辻新六、有馬昌宏、「アンケート調査の方法―実践ノウハウとパソコン支援―」朝倉書店、1994 
・ NHK放送文化研究所編「世論調査事典」、大空社、1996 
・ 日本理数教育比較研究会、「理数教育に関する日米比較研究 第 1年次報告書」、2003 
・ 「科学技術と社会という視点に立った人材養成を目指して－科学技術・学術審議会人材委員会 
第三次提言－」、2004 
・ 岡本信司、丹羽富士雄、清水欣也、杉万俊夫、「NISTEP REPORT No.72 科学技術に関する意
識調査―2001年２～３月調査」、科学技術政策研究所、2001 
・ 大沼清仁、中村隆史、今井寛、「調査資料―99 科学技術館等における科学技術理解増進活動へ
の参加が参加者に及ぼす影響について」科学技術政策研究所、2003 
・ ふくしま森の科学体験センターHP  http://www.mushitec-fukushima.gr.jp/index.html 
・ 真岡市科学教育センターHP  http://www.city.moka.tochigi.jp/kagaku/contents.htm 
・ 京都市青少年科学センターHP  http://www.edu.city.kyoto.jp/science/index.html 
・ 出雲科学館HP  http://www.izumo.ed.jp/kagaku/ 
・ 全国科学博物館協議会HP http://jcsm.kahaku.go.jp/ 
・ 全国科学館連携協議会HP  http://www.miraikan.jst.go.jp/JASMA/index.html 
・ 科学技術振興機構 HP｢日本の科学館めぐり｣  
 http://museum-dir.tokyo.jst.go.jp/kagaku.htm
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 資料１ 科学館等と学校との連携に関するアンケート票 
 
平成 15年 8月 
 
各位 
 
「科学系博物館等と学校との連携に関するアンケート調査」 
ご協力のお願い 
 
 
 皆様には、時下ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 
 私ども、科学技術政策研究所、国立教育政策研究所は、それぞれ文部科学省傘下の国立研究機
関です。 
 
 現在、私どもでは、科学技術理解増進に関する調査研究の一環として、科学系博物館、科学館
等と学校との連携及びその有効性に関する検討を行っております。具体的には、まず、全国の科
学系博物館等を対象に学校との連携に関するアンケートを実施して特色のある取組事例を抽出し、
さらに、特色のある取組事例に参加されている児童・生徒を対象に理科・科学に関する意識の調
査を行うことを計画しております。 
 
 今回同封させていただきますアンケート調査票は、全国の科学系博物館等にご協力いただき、
科学系博物館等と学校との連携の状況を調査するためのアンケートです。アンケート調査にあた
りましては、全国科学博物館協議会、全国科学館連携協議会のご協力を頂きました。ご多忙中恐
縮ではございますが、アンケート調査の趣旨をご理解いただき、8月 15日までにご返送下さりま
すようお願い申しあげます。 
 
 なお、本アンケート調査の結果、特色のある取組事例を実践されている科学系博物館等につき
ましては、後日、インタビューをお願いすることもございますので、その節はご協力のほどよろ
しくお願いいたします。 
 
本調査の結果につきましては、学校との連携に関して特色のある科学系博物館等の取組ととも
にご紹介させていただくことを検討しております。何卒ご協力下さりますようよろしくお願い申
しあげます。 
 
科学技術政策研究所 
国立教育政策研究所 
 
（担当）科学技術政策研究所 
第 2調査研究グループ 
大沼清仁 
中村隆史 
電話：03-3581-2392 
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 科学系博物館等と学校との連携に関するアンケート調査 
平成 15年 8月 
科学技術政策研究所 
国立教育政策研究所 
 
この調査票は目的外の使用は絶対にいたしませんのでご協力をお願いします。 
 
（１） 貴館の名称                                    
 
（２） 記入担当者のお名前                                
 
（３） 記入担当者の連絡先（電話、FAXメール等）                     
 
 
問１ 小学校、中学校、高等学校等と連携した児童生徒への学習機会の提供を行っていますか。 
 １．行っている（問２、問３へ）  ２．行っていない（問４へ） 
 
問２ 問１の連携の内容について該当する欄（a～l）に印をつけて下さい（昨年度、今年度とも
実施◎、今年度のみ実施○、昨年度のみ実施△）。さらに、それぞれの活動の昨年度の実績
について該当項目ごとに記述欄にご回答下さい（対象学年がわかるように記述して下さい）。
また、特色のある取組事例があればご記入下さい。 
 
 
 
 
 
 
 同一学校の同学年の児
童生徒すべてに対して
実施（学年に対して悉
皆である） 
同一学校の同学年の児
童生徒の一部の者に対
して実施（学年に対し
て悉皆でない） 
貴館の職員が貴館において学校の授業の一環として児童生徒に授業を実施 
理科 a b  
総合的な学習の時間等 c d 
貴館が貴館の職員を学校に派遣し、学校の授業として実施 
理科 e f  
総合的な学習の時間等 g h 
学校の活動として貴館に訪れた児童生徒に対し
て、貴館の職員が学校側の指導計画に沿った展示
解説を実施（プラネタリウムを除く） 
i 
 
j 
 
学校の活動として貴館に訪れた児童生徒に対し
て、貴館の職員が学校側の指導計画に沿ったプラ
ネタリウム解説を実施 
k l 
裏面に続く 
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◎記述例 
◎記述欄 
記号(a～l) 昨年度の実績 
（例）ｂ 
 
   ｋ 
（例）○○市内の小学校 3校、5年生 5クラス（約 120人）に対して○○の授業を実施。また、同市内
の中学校 2校、2年生 3クラス（約 100人）に対して○○の授業を実施。 
   ○○市内の全小学校 10校、35クラス（約 1500人）に対してプラネタリウム学習を実施。 
 
記号(a～l) 昨年度の実績、特色のある取組事例 
  
問３ 学校との連携を行う上での問題点があれば記して下さい。また、その解決案があれば記述
して下さい。 
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問４ 学校との連携を行っていない科学系博物館、科学館のみご回答下さい。学校と連携を行っ
ていない理由があれば記して下さい。また、学校との連携についてお考えがあれば記述し
て下さい。 
 
 
 
 
 
 
※ 学校との連携に関する資料、館の概要のわかるパンフレット等ございますれば、このアンケ
ート票とともに郵送願います。 
 
ありがとうございました。 
 
 
 資料２ 全国の科学館等へのアンケートにおける主な記述回答 
○ 学校と科学館等との打ち合わせについて 
・ 連携し学習を進めていく上で、学校と十分に打ち合わせが必要だが、学校側にその時間
を取る余裕がない。 
・ 学校の教員と博物館の職員が互いに十分な共通理解を図るための機会が不足している。 
・ 当館は教育委員会所管の施設でないため、学校現場との充分なコミュニケーションが図
れず、施設の有効活用の検討をする機会が持てていない。 
・ 学校職員と科学館職員の打合せが大切。電話等でなく直接面談による綿密な打合せの時
間を取ることを前提にして進めていく。 
○ 学校と科学館等との認識の違いについて 
・ 学校側の意識と科学館側の意識の差を埋めるのが難しい。学校側は全て施設にお任せと
いう考えが根強く、科学館は学校利用のためのメニューを充分準備できない。 
・ 学校側（教員方）、生徒、当館の希望が必ずしも一致しないように思われる節もあり、
何を優先すべきかが難しい。「学び」より「楽しみ（アトラクション的なもの）」を希望さ
れる学校側や生徒の希望に沿うべきか、こちらが提案すべきか迷う。また全ての先生方が
必ずしも明確なビジョンをお持ちである訳ではなく、上記の学校ではないが、高校にも同
様の試みをしようと教委を通して働きかけをしているが、学校側からの回答を得られずに
いる。学校ごと先生ごとにお考えも違い、学校と当館の意向についても、コミュニケーシ
ョンの取り方が難しい。 
・ 学校側（教員）がプログラムや生徒の指導等を丸投げしてくる場合がある。そのため博
物館はあくまでも支援組織であることを理解していただく。 
○ 学習のメニューについて 
・ 実験や工作の体験メニューの新たな開発が大変である。 
・ 体験等のプログラムが確立されていないため、その都度学校側とのすり合わせに時間が
かかってしまう。早急に体験プログラムをメニュー化して、館としてどのようなことがで
きるのか学校側に提示する必要がある。 
・ 実施例が少なく、プログラムやレシピの蓄績がない。 
○ 交通手段の問題について 
・ 当館より、遠隔地にある学校は、交通手段の確保が課題である。 
・ 交通費の問題や授業時数確保のため校外学習に出ることが難しい学校が多い。市内の学
校向けに博物館利用の交通費を予算化し、博物館からバスを出せるようにしたい。（希望） 
○ 人的問題について 
・ 専門職員の不足。 
・ 出張授業については、職員数が限られており、実施が難しい。 
・ 職員の不足。 
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○ その他 
・ 継続性をいかに保つかが最大の課題である。学校だけでなく地域ぐるみの活動、学習へ
と広げることで解決できるものと思われ、今後の展開を見守りたい。 
・ 民間企業母体の博物館の為、市教育委員会管轄の公立小中学校への直接コンタクトが取
りづらい。（教育委員会、校長会等への許可が必要となる為） 
・ 学校へは、出前授業を主体として伺っています。サイエンスショーは、環境とエネルギ
ーについての説明が主で会社の PRを行っていないのですが、企業が学校現場に入ること
に抵抗のある学校もあるようです。ショーのパンフは、県・市の教育委員会を通じ各学校
に配布していますが、なかなかご担当の先生に届かないようです。今後は、学校への企業
からの派遣について基準を設け、合致するものについては、国や県の事業として一括して
まとめていただければと思います。一企業の取組みには限界があります。 
・ 学校との日程、プログラム内容の調整等に時間がかかる。また学校からの要望に応じき
れない場合がある。 
・ 見学だけならば案内・説明のみで良いが、ものづくりの体験もさせるとなると（将来実
施する計画あり）、ケガが心配である。保険等について検討する必要があると考えている。 
・ 学校の１時限内では短かい場合がある。（２時限の活用など検討）。 
・ 教材となるような資料等も提供しているが、学校側からの依頼がない。但し、移動水族
館車で学校訪問し、学習の場としての活動は行なっている。 
・ 学校より要望が無い。 
・ 学校側のニーズがわからない。 
・ 科学館ではスペースが小さすぎ受け入れはむずかしい。かといって学校へ足をふみ入れ
るのは、学校側の敷居が高すぎる。また、学校の先生が忙しすぎ、じっくりとプランを練
る時間がとれない。先生への啓発と理解が必要。 
・ 学校に対して積極的にはたらきかける必要があると思うが時間的なゆとりがない。 
 
 
 
 
 
 
注）アンケートに回答された原文のままを転記した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料３ 科学館学習を受けた児童生徒へのアンケート票 
平成 15年 10月 
 
各位 
科学技術政策研究所 
国立教育政策研究所 
 
「科学館で理科学習することが児童･生徒の理科に関する 
意識形成に及ぼす影響に関するアンケート調査」 
ご協力のお願い 
 
皆様には、時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
 私ども、科学技術政策研究所、国立教育政策研究所は、それぞれ文部科学省傘下の国立研究機
関です。 
 
 現在、私どもでは、科学技術理解増進に関する調査研究の一環として、科学系博物館，科学館
等と学校との連携及びその有効性に関する検討を行っております。具体的には、先般、全国の科
学系博物館等を対象に学校との連携に関するアンケート調査を実施して、積極的な取組みをして
いる事例を抽出したところです。そして今回、積極的な取組みをしている、科学館等がある市の
児童･生徒を対象にアンケート調査を実施しようとしているものであります。この調査は、科学館
等での実験学習、展示学習が学校での理科学習とは違った経験を児童･生徒に提供しており、その
結果として児童･生徒の理科(科学)の好き嫌いに何らかの影響を与えているのではないかとの仮説
のもと、実施しようと考えているところです。 
 
今回、貴小学校へ送らしていただきました同封のアンケート票については、既に○○科学館の
方から連絡とご協力の依頼が届いていることと思います。 
本調査は貴小学校の5年生と 6年生の児童全員を対象としており、予備を含めまして合計 
通のアンケート票を同封しております。アンケート票は１ の科学館での学習についてと、２ の
理科についての一般的な意識を問う、2つの部分からなっています。(合計 4ページ)
 
ご多忙中恐縮ではございますが、アンケート調査の趣旨をご理解いただき、アンケート票記入
後、同封の返信用封筒に入れ、学校単位で私どもの方へ11 月 12 日までにご返送頂きますようお
願い申し上げます。 
 
担当 
文部科学省 科学技術政策研究所 
                                                            第２調査研究グループ 
                                                                中村 隆史 
                             〒100-0013  
                         東京都千代田区霞ヶ関 1-3-2 
                                                               Tel:(03)3581-2392 
                                                               Fax:(03)3500-5239 
e-mail:tnaka@nistep.go.jp 
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科学館学習についてのアンケート 
平成 15年 10月 
科学技術政策研究所 
国立教育政策研究所 
 
科学館や理科の学習についてのアンケートにご協力をお願いします。 
次の問いに思ったとおりお答えください。数字はあてはまるものに○印をつけて下さい。 
 
（１） あなたの学年を教えてください。                        年
 
 
 
 
（２） あなたの性別を教えてください。              １．女子 ２．男子 
 
（３） あなたは今年、科学館学習に行きましたか。 １．行った ２．行っていない 
 
 
１ 科学館学習についてお答えください。 
（今年､科学館へ行っていなくても、昨年までに行ったことがあればお答えください） 
 
問１ 科学館学習は、どの程度わかりますか。 
 １．よくわかる         ２．だいたいわかる   
３．わかることとわからないことが半分くらいずつある  
４．わからないことが多い    ５．ほとんどわからない 
 
問２ 科学館学習は、おもしろいですか。 
 １．おもしろかった  ２．どちらかといえばおもしろかった  ３．ふつう 
 ４．どちらかといえばおもしろくなかった  ５．おもしろくなかった 
 
問３ 科学館学習をしたことで、あなたは前より理科をすきになりましたか。 
１．前よりすきになった  ２．変わらない  ３．前よりきらいになった 
 ４．わからない 
 
問４ 科学館学習で、あなたが新たに関心を持ったことがあれば教えてください（いくつで
も）。 
１．生物 ２．天文 ３．気象 ４．環境 ５．医学 ６．コンピュータ ７．ロボット 
８．宇宙・ロケット工学 ９．航空 １０．海洋 １１．その他（           ） 
 
 
問５ 科学館学習をしたことで、あなたが何か影響
えいきょう
を受けたことがあれば教えてください。
（例えば、環境問題に関心をもつようになりテレビや新聞のニュースをみたり読んだ
りするようになった、疑問をもったことについて自分で調べてみるようになった、な
ど）。 
 
 
 
 
問６ 科学館学習をこれまで以上に良いものにするためにはどのようにすればよいと思いま
すか。自由に書いてください（例えば、科学館学習の回数を増やす、科学館の展示品
を増やす、展示品について解説をして欲しい、など）。 
 
 
 
 
問７ あなたは、学校の勉強以外で科学館に行きますか。それは年に何回くらいですか。 
 １．行く（年に    回くらい） ２．行かない 
 
問８ あなたは、科学館で行われる観察会や実験、工作教室、講演会などの行事に参加した
ことがありますか。それは今まで何回くらいですか。 
 １．参加したことがある（これまで   回くらい参加した） ２．参加したことがない 
 
問９ 科学館の展示の中で興味を持ったもの、印象に残ったものについて教えてください。 
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２ 理科の勉強などについてお答えください。 
 
問１ 理科の勉強はすきですか。 
１． そう思う  ２．どちらかといえばそう思う  ３．どちらかといえばそう思わない 
４．そう思わない  ５．わからない 
 
問２ 理科の勉強は大切だと思いますか。 
１．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う  ３．どちらかといえばそう思わない 
４．そう思わない  ５．わからない 
 
問３ 理科を勉強すれば、自分のすきな仕事につくことに役立つと思いますか。 
１．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う  ３．どちらかといえばそう思わない 
４．そう思わない  ５．わからない 
 
問４ 理科を勉強すれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか。 
１．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う  ３．どちらかといえばそう思わない 
４．そう思わない  ５．わからない 
 
問５ 将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか。 
１．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う  ３．どちらかといえばそう思わない 
４．そう思わない  ５．わからない 
 
問６ 理科の授業
じゅぎょう
がどの程度わかりますか。 
 １．よくわかる        ２．だいたいわかる  
 ３．わかることとわからないことが半分くらいずつある 
 ４．わからないことが多い   ５．ほとんどわからない 
 
問７ 理科の勉強で、実験や観察をすることがすきですか。 
 １．すきだ  ２．どちらかといえばすきだ  ３．どちらかといえばすきではない 
 ４．すきではない 
 
 
 
 
 
 
裏面
うらめん
につづく  
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問８ 自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか。 
 １．そうしている  ２．どちらかといえばそうしている 
 ３．どちらかといえばそうしていない  ４．そうしていない 
 
問９ 理科の勉強に関することで、わからないことや興味・関心をもったことについて自分
から調べようとしていますか。 
 １．そうしている  ２．どちらかといえばそうしている 
 ３．どちらかといえばそうしていない  ４．そうしていない 
 
問１０ 科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか。 
１．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う  ３．どちらかといえばそう思わない 
４．そう思わない  ５．わからない 
 
問１１ 博物館や科学館へ行くことがすきですか。 
 １．すきだ  ２．どちらかといえばすきだ  ３．どちらかといえばすきではない 
 ４．すきではない 
 
問１２ 理科の勉強はおもしろいですか。 
 １．おもしろい  ２．どちらかといえばおもしろい  ３．ふつう 
 ４．どちらかといえばおもしろくない  ５．おもしろくない 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました。 
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資料 4-1 ふくしま森の科学体験センター 
 
 
児童生徒 1人当りの
センター学習の回
数と時間 
年に１回。センター学習の内容は、学校ごとに下記プログラムから
自由に選択。このため時間割りも学校ごとに半日～１日となる 
 
 
●サイエンスショー 
テーマ 内     容 
光と音 レーザー光や光ファイバー、ネオン管などを利用し光の性質を紹介。ストロ
ー、フィルムケースなどを用いて音の出るしくみを紹介。 
空 気 空気の気体としての性質を紹介。大気圧や風のちからを体感する実験。 
電気と磁石 電気で情報を伝えるしくみや静電気の性質の実験。電気が光や熱、動力など
に形を変え日常生活で利用されていることを紹介。 
 
 
●実験教室（全 30プログラム） 
プログラム名 対象学年 内     容 
小さな 
生き物しらべ 小 3～小 6 
昆虫など、小さな生き物のからだのつくりを一人一台
の双眼実態顕微鏡や電子顕微鏡、マイクロ CCD スコ
ープで観察する。 
光電池で 
電気をつくろう 小 4～小 6 
光電池でモーター、電子オルゴールを動かしたり発電
量と日光の関係を調べたりする実験を行う。 
水と水蒸気 小 4～小 6 水をどんどん熱して、沸騰する温度や水蒸気の温度、
そして水蒸気が冷えて水になるようすを調べる。 
寒剤でアイスクリ
ームづくり 小 4～中 3 
氷と塩をまぜ合わせて温度が下がるようすを調べな
がら、牛乳・生クリーム・卵黄をかきまぜてアイスク
リームを作る。 
液体窒素で 
－196℃を体験 中 1～中 3 
液体窒素を用いて、超低温でおこる空気の液体、超伝
導現象などさまざまな実験を行う。 
錬金術・銅の七変化 中 1～中 3 ムシテック銅板に亜鉛をメッキして銀色にし、さらに
金色に変化させる実験を行う。 
線香花火つくり 中 1～中 3 
鉄、アルミニウム、マグネシウムなどの金属の粉を線
香花火のようにして燃焼させ、変化のようすを調べ
る。 
静電気実験 中 1～中 3 
静電気が発生したときに起こるさまざまな現象を実
験によって調べる。さらに、静電気の力で回転するモ
ーターを作る。 
燃料電池実験 中 2～中 3 
水素と酸素のガスを燃料電池に送り電流を取り出す
実験を行う。新しいエネルギー源として注目されてい
る燃料電池をモデルによって体験する。 
電磁石と磁界 中 2～中 3 
磁界の性質を調べながら、電流によって発生する磁界
を利用したフレミング左手の法則検証実験や大型モ
ーター模型を使用した実験を行う。 
熱と蒸気の 
エネルギー 中 3 
水を沸騰させて得た蒸気でプロペラを回す実験によ
り発電の原理を観察する。また、熱エネルギーを電気
や運動エネルギーに変換する実験を行う。 
資料４ 科学館学習の内容 
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●工作教室（全 32プログラム） 
プログラム名 対象学年 内     容 
牛乳パック望遠鏡 小 1～小 6 牛乳パックと凸レンズ、・凹レンズを利用して、倍率
が約 3倍のガリレイ式望遠鏡を作る。 
電気ブランコ 小 5～小 6 コイルの電気が流れることによって生じる磁気と永
久磁石の作用によってゆれるブランコを作る。 
化石のレプリカ 小 5～中 3 粘土に化石の型をとり、石膏を流し込んで固め、化石
のレプリカを作る。 
葉脈標本しおり 小 1～中 3 
アルカリ溶液で処理した木の葉から葉肉の部分を洗
い流し、葉脈だけを取り出して、美しい葉脈標本を作
る。 
牛乳パックから 
紙すき 小 3～中 3 
牛乳パックをこまかくちぎってパルプ化し、紙すき用
の枠ですくってハガキを作る。 
電磁石ブザー 中 1～中 3 電磁石が鉄片を引きつける性質を利用してブザーを
作る。 
CD分光器 中 1～中 3 CDを利用して、光のスペクトルが観察できる分光器
を作る。 
 
 
●フィールドワーク（全 12プログラム） 
プログラム名 対象学年 内     容 
森の 
生きものさがし 小 3～小 6 
野原や森に出かけ、昆虫などの小動物をつかまえ観察
するとともに、図鑑を使って名前を調べ、記録する。 
植物地図つくり 中 1～中 3 
フィールドで花をさかせている植物を見つけ、図鑑を
使って名前を調べ、地図に書きこみ、かんたんな植物
分布図を作る。 
水質測定 小 5～中 3 各自準備した水について、パックテストを用いて水質
（水の汚れぐあい）を調べる。 
水生微生物観察 中 1～中 3 
プランクトンネットを用いてビオトープや水たまり
に生息するプランクトンなどの微生物を採取し、顕微
鏡で観察し、記録する。 
 
 
●体験展示（虫の眼体験ツアー） 
展示名 内     容 
蚊は小さなセンサーマシン 
「小さな吸血鬼の秘密」 
蚊の吸血メカニズムをリアルな模型で体感し、それらが医療
技術へのヒントになっていることを知る。 
ジャイロ効果体験 ハエや蚊が飛行中の姿勢を安定させるためのジャイロのしく
みを体験する。 
驚異のスーパー繊維 
「クモの糸」 
伸縮性・強度に優れるクモの糸の強さを体感し、人間が先端
技術で作り出そうとしている糸よりも丈夫な繊維を生命体が
造り出していることを知る。 
小さな精密機械 
「昆虫の飛行技術」 
飛ぶための翅には様々な形や羽ばたきスピードがあることを
知る。また、昆虫の飛行技術の解析が、運動制御・姿勢制御
等の技術開発につながる可能性を知る。 
世界の最先端 
「昆虫ロボットの世界」 
昆虫ロボットを例として、ロボットの世界における最先端の
技術分野には昆虫からヒントを得たものがたくさんあること
を知る。 
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資料 4-2 真岡市科学教育センター 
 
 
児童生徒 1人当りの
センター学習の回
数と時間 
年に２～３回。 
１回当たり３時間（実験学習２時間、プラネタリウム学習１時間） 
 
 
 実験学習 プラネタリウム学習 
1??
 
いろいろな花の花粉 
いろいろな花の花粉を顕微鏡で観察
する。 
天のふしぎ 
＜オート番組＞ 
天文学の歴史や宇宙について、興味や関心
を高める。 
2??
 
てこと上皿てんびん 
上皿てんびんのしくみを理解し、上皿
てんびんを使って物の重さを量る。 
月の形の変化 
月の形は変わるが、動きは太陽と同じであ
ることを理解する。月の満ち欠けの仕組み
を理解する。 
???
5??
 
3??
 
とける量と水の温度 
ミョウバンが水に溶ける量は、水の温
度が上昇すると増すことを調べる。 
主な星座とその見つけ方（１） 
星座早見盤の使い方を学び、活用できるよ
うにして、冬に見られる主な星座を観察す
る。 
1??
 
血液のはたらき 
血液は毛細血管の中をどのように流
れているのか、メダカの尾で観察す
る。また人間の心臓の動きや血液の循
環を大型心臓模型などでの観察体験
をする。 
主な星座とその見つけ方（２） 
星座早見盤を活用して星座を探し、星の特
徴や動きのきまりをとらえる。 ???
6??
 2??
 
大地のつくり 
土地に含まれるものを観察し、層を作
って広がっていることを学習する。 
星の特徴や動き 
星の特徴や動きのきまりをとらえる。 
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 実験学習 プラネタリウム学習 
1??
 
光と反射と屈折 
光の観察・実験を通して光の反射や屈
折には一定の規則性があることを調
べる。 
天体の日周運動 
天体の動きのきまりをとらえる。 
２??
 
物質の状態変化 
・ 水とエタノールの混合物を使っ
て、蒸留でそれぞれの成分に分け
る。 
・ 蒸留で出てきた液体の性質から、
その種類を特定する。 
地球の自転 
天体の日周運動は、地球の自転による見か
けの動きであることを考察する。 
???
1??
 
3??
 
火成岩と鉱物 
噴火の様子や火山の形を VTR 等で観
察するとともに、火山噴火物を観察
し、マグマの性質について考察する。 
地球の公転 
四季の星座の移り変わりや、太陽が星座の
間を西から東へ動くように見えるのは、地
球の公転による見かけの動きであること
を理解する。 
1??
 
回路と電流 
回路を流れる電流の関係を調べる。 
太陽系の天体 
惑星は、太陽を中心として公転しているこ
と、表面の様子や大きさなどに、それぞれ
特徴があることを理解する。 
２??
 
動物の生活と種類 
デンプンに対する消化や呼吸の実験
を行い、動物の体には必要な栄養分を
消化し呼吸する仕組みがあることを
理解する。 
惑星の動きと見え方 
惑星は、太陽を中心として公転しており、
場所により見え方が変わることを理解す
る。 
???
2??
 
3??
 
化学変化と物質の質量 
化学変化に関する物質の質量を測定
し、互いに反応する物質の質量の間に
は、一定の関係があることを調べる。 
銀河のかなたへ 
＜オート番組＞ 
銀河や宇宙の構造について理解する。 
1??
 
生物の成長と細胞 
植物の根の先端部分の細胞を観察し
て、生物が成長するとき細胞がどのよ
うに変化するのか調べる。 
地軸の傾きと季節の変化 
季節の変化は、地軸の傾きと地球の公転に
よることを理解する。 
???
3??
 ２??
 
化学変化とエネルギー 
化学変化で電流が取り出せるしくみ
を実験によって調べ、身近はもので化
学電池を作成し、その原理を理解す
る。 
未来の選択 
＜オート番組＞ 
宇宙誕生から地球の進化、さらに環境問題
について理解を深め、今後の地球のあり方
や生命の大切さを考える。 
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資料 4-3 京都市青少年科学センター 
 
 
児童生徒 1人当りの
センター学習の回
数と時間 
年に１回。 
１回当り２時間（学年により学習内容が決まっている） 
【実験学習（120 分）、展示学習（30 分）、エコ学習（30 分）、プラ
ネタリウム学習（60分）】 
 
 
 テーマ 内     容 
展示学習 
 
展示場に設置した学習カードを利用して児童が自由に回
って学習する自主学習。 
エコ学習 「京エコロジーセンター」を児童が自由に回って、身近
な環境問題の学習を行う。 
???
5??
 
プラネタリウム学習 
「星空への 
ワンステップ」 
プラネタリウムが映しだす満天の星空を楽しみながら、
季節の代表的な星座を見つけたり、星の明るさや動きを
調べる。 
実験： 
「空気と力くらべ」 
 
吸盤を使って空気の力の大きさを調べたり、その大きさ
の違いによって起こる不思議な現象を観察したりして、
普段は感じることのない「空気の力」を体感する。 
実験： 
「せんいのふしぎ」 
 
繊維を化学変化を利用して作ったり、プラスチックから
繊維を再生したりするなど、化学変化の面白さを体験し
ながら、繊維の特質や不思議に迫る。 
実験： 
「グリーン・リサーチ」 
 
植物が二酸化炭素を使って、でんぷんと酸素を作り出す
光合成の作用を実験で確かめる。さらに葉緑体や葉の色
素を観察し、植物の果たす役割を明らかにする。 
???
6??
 
実験： 
「タイムボックス」 
京都盆地やその周辺の山々の地史を知る手がかりになる
岩石や化石などに直接触れたり、観察したりしながら京
都のおいたちをさぐる。 
展示学習 
 
生徒が自分で選んだテーマで主事の指導を受けながら学
習するテーマ別学習。 
エコ学習 「京エコロジーセンター」を児童が自由に回って、身近
な環境問題の学習を行う。 
???
1??
 
プラネタリウム学習 
「星座と惑星」 
季節を代表する星座を見つけ、その変化を観察する中で、
地球の兄弟星「惑星」を探し、その奇妙な動きの原因を
考える。 
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 テーマ 内     容 
実験： 
「見えないけれども 
力持ち」 
吸盤などを用いて大気の存在や重さを体感しながら、大
気圧の大きさやその利用について調べる。 
実験： 
「繊維－細さの秘密－」 
代表的な繊維を調べるとともに化学繊維作りを体験し、
繊維の秘密を探る。 
実験： 
「緑の秘密」 
 
葉にふくまれる色素を抽出してその特徴をブラックライ
トで調べたり、水草に異なる色の光をあてて光合成の様
子を調べたりしながら、植物の緑色の秘密に迫る。 
実験： 
「京都 ジオ・タワー」 
 
長大な年月をかけた大地のつくりを、タワーに隠された
岩石や化石、火山灰などに直接触れたり、観察したりし
ながら、現在から２億年前までたどる。 
???
2??
 
実験： 
「竹笛の製作」 
竹笛を製作する作業を通して、竹の性質や加工工具の使
い方を習得する。また竹笛の鳴る仕組みを考え、よく鳴
るように創意工夫する。 
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資料 4-4 出雲科学館 
 
 
児童生徒 1人当りの
科学館学習の回数
と時間 
年に１～３回。 
１回当り３時間（サイエンスショー１時間、実験学習２時間） 
 
 
 サイエンスショー 実験学習 
2??
 
流れる水のはたらき 
・ 自然災害 
・ 流れる水のパワー 
・ 流れる水の 3つのはたらき 
流れる水のはたらき 
流れる水のはたらきの実験 
東京書籍「新しい理科 5上」 
P.54、55 
???
5??
 
3??
 
ゆれて、動いて、ぶつかって 
＜おもりのはたらき＞ 
・ 振り子の運動 
・ 衝突の実験 
ゆれて、動いて、ぶつかって 
＜おもりのはたらき＞ 
振り子の運動、衝突の実験 
（どちらかを選択） 
東京書籍「新しい理科 5下」 
P.36、37 
1??
 
燃えるってどんなこと 
＜ものの燃えかたと空気＞ 
・ 火のつけ方や炎の観察 
・ 燃えるために必要なもの 
・ 金属の燃焼 
・ 地球の温暖化 
・ 新しいエネルギー 
燃えるってどんなこと 
＜ものの燃えかたと空気＞ 
酸素の発生と燃焼 
東京書籍「新しい理科 6上」 
P.9、10 
 
???
6??
 1??
 
体の不思議を調べよう 
＜動物のからだのはたらき＞ 
・ 消化のはたらき 
・ 呼吸と循環のはたらき 
（リアリティステーション） 
体の不思議を調べよう 
＜動物のからだのはたらき＞ 
メダカの血流観察 
東京書籍「新しい理科 6上」 
P.25、28 
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 サイエンスショー 実験学習 
1??
 
植物の世界 
・ いろいろな植物 
・ 光合成のしくみ 
・ 花のしくみ 
・ 葉や茎の断面 
・ パワーハイスコープ 
・ 電子顕微鏡 
植物の世界 
・ 双眼顕微鏡の使い方 
・ 簡易ミクロトームの使い方 
・ 顕微鏡標本資料の作成 
・ 植物の水の通り道の顕微鏡観察 
・ 水生生物（アオミドロ、ゾウリムシ）
の観察 
２??
 
音と光 
＜身のまわりの現象＞ 
・ 光の３原色 
・ テレビの発色 
・ 光の進み方 
・ 光ファイバー 
・ プリズムとグレーティングシート 
・ 赤外線カメラ 
・ 光通信 
・ ボイスチェンジャー 
・ 音と振動 
・ 真空鈴 
・ 音叉の振動 
・ オシロスコープ 
音と光 
＜身のまわりの現象＞ 
・ 光学台の実験 
東京書籍１分野上 P.11 実験 2 
・ 望遠鏡、カメラの製作 
東京書籍 1分野上 P.13トライ 
物質のすがたと状態変化 
＜身のまわりの物質＞ 
・ 過冷却 
・ 凝固点降下 
・ 水蒸気加熱 
・ ドライアイスロケット 
・ 金属の液体 
物質のすがたと状態変化 
＜身のまわりの物質＞ 
蒸留実験 
東京書籍１分野上 P.79 実験 10 
???
1??
 
3??
 
物質のすがたと状態変化 
・ 液体窒素 
・ 酸素の液体 
 
1??
 
動物の世界 
 
動物の世界 
ふくろうのペリット、アフリカツメガエル
の解剖（学校選択） 
???
2??
 
２??
 
物質どうしの化学変化 
＜化学変化と原子・分子＞ 
・ 水中花火 
・ 燃焼の 3要素 
・ 質量保存の法則 
・ マグネシウムランタン 
・ 水の電気分解 
・ 水の合成 
・ 水素爆鳴器 
物質どうしの化学変化 
＜化学変化と原子・分子＞ 
金属マグネシウムの燃焼 
 東京書籍 1分野下 P.27 実験 6 
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 サイエンスショー 実験学習 
 3??
 
天気 
＜天気とその変化＞ 
・ 結露の秘密 
・ 霧の発生 
・ 減圧による雲発生 
・ 上昇気流 
・ 前線 
・ 雲の移動 
天気 
＜天気とその変化＞ 
・ 人工雪 
・ 気象衛星の雲画像を使って学ぼう 
東京書籍2分野下P.24 科学のとびら 
???
3??
 
２??
 
エネルギー 
＜エネルギー＞ 
・ 火おこし 
・ 蒸気機関車 
・ 火力発電 
・ フランクリンモーター 
・ 光エネルギーと光通信 
・ 運動エネルギーと位置エネルギー 
・ 超伝導物質 
・ 燃料電池車 
エネルギー 
＜エネルギー＞ 
・ 燃料電池の実験 
東京書籍 1分野下 P.69 
・ 火おこし、光通信、フランクリンモー
ター、ループコースター 
（いずれかを選択） 
東京書籍 1分野下 P.56 トライ 
 
 
 
 
 
資料５ 科学館学習についてのアンケート結果 
 ここでは、児童生徒がどの程度、科学館学習が理解できたか、あるいはおもしろかったのか、
また、科学館学習を受けたことにより何か新たなことに興味を持ったのか、学校の科学館学習以
外で科学館等へ行くことはあるのか等、科学館学習に対する児童生徒の感想等を分析した。 
 
 
５－１ 科学館学習は、どの程度分かりますか（１問１）  
 
「科学館学習は、どの程度分かりますか」という設問については、須賀川市で７～８割、真岡
市で９割前後、京都市で７～８割、出雲市で７～９割の児童生徒が、科学館学習が「わかる」と
回答している。 
一方、「わからない」と回答しているのは、真岡市の数％から他の市でも 10％以内である。 
また、学年別では、出雲市の場合でやや学年によるばらつきが見られるが、その他の市では、
全学年でほぼ同じレベルの理解度である。 
 
 
なお、作図に当たっては、「よくわかる」、「だいたいわかる」をひとつにまとめ「わかる」とし、
「わかることとわからないことが半分くらいずつある」は「半々」と表示し、「わからないことが
多い」と「ほとんどわからない」をひとつにまとめ「わからない」として作成した。 
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 須賀川市 
 
図5-1　科学体験センター学習は、どの程度分かりますか＜須賀川市＞
69.8
73.6
75.3
79.9
79.4
15.9
19.1
19.6
15.1
13.3
9.5
6.7
4.5
4.1
6.0
4.8
0.6
0.6
0.9
1.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
わかる 半々 わからない 無回答
わかる 半々
 
 
 
真岡市 
図5-2　科学教育ｾﾝﾀｰ学習は、どの程度分かりますか＜真岡市＞
90.4
86.2
86.7
92.2
90.2
7.1
10.1
10.8
6.9
8.1
1.9
2.8
1.2
0.5
1.2
0.6
0.9
1.2
0.5
0.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
わかる 半々 わからない 無回答
わかる 半々
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 京都市 
図5-3　科学ｾﾝﾀｰ学習は、どの程度分かりますか＜京都市＞
73.6
73.0
82.5
72.5
17.0
18.4
12.8
10.1
8.0
7.3
3.8
2.7 14.7
1.4
1.3
0.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中２
中１
小６
小５
わかる 半々 わからない 無回答
わかる 半々
 
 
 
 
出雲市 
図5-4　科学館学習は、どの程度わかりますか＜出雲市＞
83.4
71.5
85.7
90.1
79.0
10.4
17.8
9.5
6.2
14.4
5.4
9.4
4.4
3.4
4.7 1.8
0.8
1.3
0.4
0.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
わかる 半々 わからない 無回答
わかる 半々
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５－２ 科学館学習は、おもしろいですか（１問２） 
 
 
「科学館学習は、おもしろいですか」という設問に対しては、４市とも６～８割の児童生徒が
「おもしろい」と回答している。 
一方、「おもしろくなかった」と回答した児童生徒は、４市とも数％から 10％以内であった。 
また、学年別で見てみると、学年があがると「おもしろい」と回答する児童生徒がやや少なく
なる傾向がある。 
 
 
なお、作図に当たっては、「おもしろかった」、「どちらかといえばおもしろかった」をひとつに
まとめ「おもしろかった」とし、「どちらかといえばおもしろくなかった」と「おもしろくなかっ
た」をひとつにまとめ「おもしろくなかった」として作成した。 
 
 須賀川市 
図5-5　科学体験ｾﾝﾀｰ学習は、おもしろいですか＜須賀川市＞
62.1
65.5
77.1
82.2
79.1
24.4
27.5
19.5
15.5
18.0
8.6
6.5
3.2
4.9
1.8
1.8
0.6
0.3
0.5
1.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
おもしろかった ふつう おもしろくなかった 無回答
おもしろい ふつう
 
 
 
真岡市 
図5-6　科学教育ｾﾝﾀｰ学習は、おもしろいですか＜真岡市＞
78.4
69.2
75.2
84.8
83.6
17.8
25.5
21.9
14.7
14.8
3.4
5.1
2.1
0.5
1.3
0.3
0.3
0.7
0.3
0.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
おもしろかった ふつう おもしろくなかった 無回答
おもしろい ふつう
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 京都市 
図5-7　科学ｾﾝﾀｰ学習は、おもしろいですか＜京都市＞
63.8
70.7
77.2
74.5
26.6
23.7
18.3
10.2
9.0
5.1
4.1
2.0 13.3
0.7
0.5
0.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中２
中１
小６
小５
おもしろかった ふつう おもしろくなかった 無回答
おもしろい ふつう
 
 
 
出雲市 
図5-8　科学館学習は、おもしろいですか＜出雲市＞
75.1
66.3
74.2
82.4
18.6
25.5
19.8
14.3
17.4
5.6
7.6
5.8
2.8
1.978.9
0.6
0.6
0.2
0.5
1.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
おもしろかった ふつう おもしろくなかった 無回答
おもしろい ふつう
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５―３ 科学館学習をしたことで、あなたは前より理科を好きになりましたか 
（１問３） 
 
 
「科学館学習をしたことで、あなたは前より理科を好きになりましたか」という設問に対して
は、４市とも一番多かったのは「変わらない」と回答した児童生徒で４～７割存在していた。一
方、「前より好きになった」については、学年によりばらつきはあるが、だいたい２～４割の児童
生徒が「好きになった」と回答している。逆に「前より嫌いになった」と回答している児童生徒
は数％だけである。 
 須賀川市 
図5-9　科学体験センター学習をしたことで、あなたは前より理科を
　　　　　好きになりましたか＜須賀川市＞
21.9
14.6
22.4
36.4
37.2
65.3
78.8
70.7
57.0
55.2
2.7 10.2
5.2
6.1
5.8
6.6
1.4
0.9
0.8
1.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
前より好きになった 変わらない 前より嫌いになった わからない,無回答
前より好きになった 変わらない
 
 
真岡市 
図5-10　科学教育ｾﾝﾀｰ学習をしたことで、あなたは前より理科きになりま
　　　　　  したか＜真岡市＞
26.5
22.4
28.1
42.1
50.5
67.1
72.5
65.8
54.5
46.3
2.1
5.3
2.9
5.1
1.1
0.9
0.2
1.0
3.2
2.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
前より好きになった 変わらない 前よりきらいになった わからない、無回答
前より好きになった 変わらない
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 京都市 
図5-11　科学センター学習をしたことで、あなたは前より理科を
            好きになりましたか＜京都市＞
19.7
21.4
29.5
32.1
68.5
67.8
59.5
46.6
3.1
3.2
8.8
7.6
9.6
20.5
1.5
0.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中２
中１
小６
小５
前より好きになった 変わらない 前よりきらいになった わからない、無回答
前より好きになった 変わらない
 
 
 
出雲市 
図5-12　科学館学習をしたことで、あなたは前より理科を好きに
　　　　　  なりましたか＜出雲市＞
22.4
16.1
24.0
34.6
34.8
70.1
71.7
65.2
56.1
54.0
4.1
6.0
8.1
8.8
7.8
9.8
1.5
2.1
1.5
1.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中３
中２
中１
小６
小５
前より好きになった 変わらない 前よりきらいになった 分からない、無回答
前より好きになった 変わらない
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５－４ 科学館学習で、あなたが新たに関心を持ったことがあれば教えてください 
（１問４） 
 
 
科学館学習で、新たに関心を持ったことについての設問では、複数回答で関心を持ったことを
いくつでも選択させた。図 5-13～図 5-16は、これを、学年・分野ごとにまとめたグラフである。
このグラフでは特徴的な部分を円で囲っている。 
 
全体的な傾向として「コンピューター」、「ロボット」、「宇宙・ロケット工学」といった科学館
学習によって影響を受けたというよりは、もともと子ども達が興味を持っていそうなものが多く
選択されている。 
 
一方、科学館学習の影響が出ていると思われるものとしては天文がある。プラネタリウム学習
をプログラムに入れている真岡市では、ほかに比べ、天文に関心を持った児童生徒が多くなって
いる。教員から見ても他市に比べ天文への興味が高いと感じているようで、次のようなコメント
があった。 
 
・ プラネタリウム学習のおかげで、当市の生徒は他市に比べ天体に対する興味が高いようであ
る。理科が苦手な生徒でも、驚くほど星座の名前を知っているし興味をもっている。 
 
同様に、小学校５年生と中学校１年生でプラネタリウム学習がある京都市では、この学年を中
心に関心が高くなっている。 
 
また、須賀川市では、ふくしま森の科学体験センターの愛称が「ムシテックワールド」と言わ
れているとおり、このセンターは子どもたちにとって身近な存在である「ムシ」(昆虫)を導入テー
マに、そこから科学技術を体験的に学ぶことがコンセプトとなっている。これが理由かどうかは
分からないが、須賀川市の児童生徒の生物に対する関心が高くなっている。 
  
 
須賀川市 
 
図5-13　科学体験ｾﾝﾀｰ学習で、新たに関心を持ったこと
　　　　　　＜須賀川市＞
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表5-1　科学体験センター学習で新たに関心をもったこと＜須賀川市＞
選択された回数 421 106 84 248 54 216 216 144 45 73 28
割合（％） 60.4 15.2 12.1 35.6 7.7 31.0 31.0 20.7 6.5 10.5 4.4
選択された回数 359 114 85 228 90 187 157 117 50 51 68
割合（％） 52.5 16.7 12.4 33.3 13.2 27.3 23.0 17.1 7.3 7.5 9.9
選択された回数 315 68 72 153 37 142 124 93 38 48 47
割合（％） 50.8 11.0 11.6 24.7 6.0 22.9 20.0 15.0 6.1 7.7 7.6
選択された回数 257 113 67 111 50 158 160 110 30 40 32
割合（％） 42.1 18.5 11.0 18.2 8.2 25.9 26.2 18.0 4.9 6.6 5.2
選択された回数 264 139 82 140 67 183 128 136 36 49 41
割合（％） 42.6 22.5 13.2 22.6 10.8 29.6 20.7 22.0 5.8 7.9 6.6
注） 複数回答をしているため各項をたしても合計とは一致しない。
同様に、割合をたしても100％にはならない。
中１ 620－
中３ 619－
中２ 610－
小５ 697－
小６ 684－
航空 海洋 その他 １つ以上選択した児童生徒数の合計医学 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ ロボット
宇宙・
ﾛｹｯﾄ工学生物 天文 気象 環境
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真岡市 
 
図5-14　科学教育ｾﾝﾀｰ学習で、新たに関心を持ったこと
           ＜真岡市＞
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表5-2　科学教育センター学習で新たに関心をもったこと＜真岡市＞
選択された回数 269 295 92 153 54 185 135 154 43 106 17
割合（％） 45.9 50.3 15.7 26.1 9.2 31.6 23.0 26.3 7.3 18.1 2.9
選択された回数 315 233 107 158 87 170 121 120 17 35 13
割合（％） 51.9 38.4 17.6 26.0 14.3 28.0 19.9 19.8 2.8 5.8 2.1
選択された回数 191 181 48 82 28 153 97 90 21 42 26
割合（％） 37.5 35.5 9.4 16.1 5.5 30.0 19.0 17.6 4.1 8.2 5.1
選択された回数 257 226 72 66 57 111 83 103 21 36 10
割合（％） 45.6 40.1 12.8 11.7 10.1 19.7 14.7 18.3 3.7 6.4 1.8
選択された回数 216 290 91 86 38 106 76 184 18 29 18
割合（％） 37.2 49.9 15.7 14.8 6.5 18.2 13.1 31.7 3.1 5.0 3.1
注） 複数回答をしているため各項をたしても合計とは一致しない。
同様に、割合をたしても100％にはならない。
生物 天文 気象 環境 医学 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ ロボット 宇宙・ﾛｹｯﾄ工学 航空 海洋 その他
１つ以上選択した
児童生徒数の合計
小５ 586－
小６ 607－
中１ 510－
中３ 581－
中２ 563－
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京都市 
 
図5-15　科学センター学習で、新たに関心を持ったこと＜京都市＞
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表5-3　科学センター学習で新たに関心をもったこと＜京都市＞
選択された回数 401 283 136 262 96 171 221 199 41 113 57
割合（％） 50.5 35.6 17.1 33.0 12.1 21.5 27.8 25.1 5.2 14.2 7.2
選択された回数 450 288 144 283 110 288 300 243 43 98 126
割合（％） 43.0 27.5 13.8 27.1 10.5 27.5 28.7 23.2 4.1 9.4 12.0
選択された回数 325 314 139 169 69 217 235 236 49 101 80
割合（％） 38.6 37.3 16.5 20.1 8.2 25.8 27.9 28.0 5.8 12.0 9.5
選択された回数 315 283 114 142 93 181 223 197 52 83 54
割合（％） 36.2 32.6 13.1 16.3 10.7 20.8 25.7 22.7 6.0 9.6 6.2
注） 複数回答をしているため各項をたしても合計とは一致しない。
同様に、割合をたしても100％にはならない。
－
869
－
航空 海洋 その他
842
１つ以上選択した
児童生徒数の合計
794
－
1,046
－
生物 天文 気象 環境 医学 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ ロボット 宇宙・ﾛｹｯﾄ工学
小５
小６
中１
中２
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出雲市 
 
 
図5-16　科学館学習で、新たに関心を持ったこと
             ＜出雲市＞
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表5-4　科学館学習で新たに関心をもったこと＜出雲市＞
選択された回数 205 227 103 152 41 166 251 255 21 34 34
割合（％） 28.5 31.6 14.3 21.1 5.7 23.1 34.9 35.5 2.9 4.7 4.7
選択された回数 372 109 85 297 89 182 224 169 32 46 22
割合（％） 47.6 14.0 10.9 38.0 11.4 23.3 28.7 21.6 4.1 5.9 2.8
選択された回数 214 108 93 129 57 175 203 163 53 54 49
割合（％） 34.3 17.3 14.9 20.7 9.1 28.0 32.5 26.1 8.5 8.7 7.9
選択された回数 256 86 67 79 65 186 160 111 35 54 43
割合（％） 41.3 13.9 10.8 12.7 10.5 30.0 25.8 17.9 5.6 8.7 6.9
選択された回数 136 110 205 84 61 143 145 104 40 37 49
割合（％） 22.3 18.0 33.6 13.8 10.0 23.4 23.8 17.0 6.6 6.1 8.0
注） 複数回答をしているため各項をたしても合計とは一致しない。
同様に、割合をたしても100％にはならない。
生物 天文 気象 環境 医学 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ ロボット 宇宙・ﾛｹｯﾄ工学 航空 海洋 その他
１つ以上選択した
児童生徒数の合計
小５ 719－
小６ 781－
中１ 624－
中３ 610－
中２ 620－
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５－５ あなたは、学校の勉強以外で科学館等に行きますか（１問７） 
  
 
 
「あなたは、学校の勉強以外で科学館等に行きますか。それは年に何回ぐらいですか」の設問
に対しては図 5-17～図 5-20のような結果になった。 
 
科学館等へ行った回数については、アンケートの回答の中で「行く（年に   回くらい）」の
ように、回数を記入するようになっている。平均訪問回数を出すに当たって、アンケートの結果
を見てみると、20 回以上は例外的であったのでこれを除外し、訪問回数 20 回までの平均を出す
こととした。 
 
なお、この設問では、いつからいつまでの間に科学館等に行ったのか期間が明記されておらず、
今まで行ったことがあるのか、あるいは今年行ったのか判断することが難しいと思われる。また、
１ 問８は科学館等で行われる観察会や実験、工作教室への参加の有無についての設問であり、１
問７がこれと混同される可能性がある。このため、アンケート結果は、これらのことを留意して
検討する必要がある。 
 
 
 
 
 
須賀川市 
 須賀川市の場合、小学校５、６年生では５割前後の児童が学校の勉強以外で科学体験センター
に行くと回答しているが、この割合は中学１年生で３割となり、中学３年生では１割の生徒が学
校の勉強以外で科学体験センターに行くと回答するのみとなる。このように、須賀川市では学年
があがるとともに学校の勉強以外で科学体験センターに行く割合が少なくなってきているが、こ
のことについて、センターの担当者や中学校の教員からのインタビュー調査では次のようなコメ
ントが寄せられた。 
 
・ 科学体験センターが市中心部から離れた場所にあるため、自家用車での来園しか方法はなく、
親子でしか訪問できない。このため、小学生までは親子で出歩くこともあるだろうが、中学
生になると親と出歩くことを嫌うようになるため、中学生ではセンターへ行く機会が少なく
なるのではないか。逆に親子で楽しんでもらうようなメニューの充実を図っていきたい。（こ
のため、メニューの対象年齢が低い方に拡大する傾向にある。） 
・ 須賀川市内の中学校では、部活動への全員参加の学校がほとんどであるため、センターへ行
く時間がないのではないか。 
 
 また、科学体験センターに行った児童生徒で、その回数を尋ねると、平均で小学校５年生は年
に 3.0回、６年生で 3.1回、中学 1年生で 2.1回、２年生で 1.8回、３年生で 1.6回となっている。 
 
 
 
図5-17　あなたは、学校の勉強以外で科学体験センターに行きますか
            ＜須賀川市＞
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真岡市 
 真岡市の場合、学校の勉強以外で科学教育センターに行く回数が非常に少なくなっている。こ
れは、科学教育センターが、もともと一般開放を想定しておらず、学校の理科の実験を行う場所
として設立されたことから、展示物も最先端の科学技術を展示するのではなく教科書の内容を補
足するような展示物となっているためである。 
 
 
 
 
図5-18　あなたは、学校の勉強以外で科学教育センターに行きますか
　　　　　　＜真岡市＞
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京都市 
 京都市の場合は、学校の勉強以外で青少年科学センターに行く児童生徒の割合が、小学校５年
生で 43.5％いたのに対し、中学校２年生では 24.6％となっている。学年があがるに従い青少年科
学センターに行った割合は少なくなっているが、急激な減少は見られない。このことについて、
センターの担当者や現場の教員からのインタビュー調査では次のようなコメントが寄せられた。 
 
・ 京都市内の小・中・高校生に対しては土日の入館料が無料となっている。 
・ 児童生徒がセンター学習に来館しても一般展示をすべて見きれないため、再び来館して展示
コーナーで遊びたいのではないか。 
・ 子供たちにとっては、展示物をもう一度見に行きたくなるようである。 
・ センターの立地条件としては中心部から離れており、便利がいいとは言えないが、公共機関
を使い来館できる。 
 
また、青少年科学センターに行った児童生徒で、その回数を尋ねると、小学校５年生は年に 2.5
回、６年生で 2.2回、中学１年生で 2.3回、２年生で 1.8回となっている。 
 
 
 
 
図5-19　あなたは、学校の勉強以外で青少年科学センターに行きますか
            ＜京都市＞
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出雲市 
出雲市の場合は、学校の勉強以外で科学館に行く児童生徒の割合が、小学校５年生で 75.0％、
6年生で 68.9％、中学 1年生で 51.5％、2年生で 34.9％、3年生で 22.1％いた。学年があがるに
従い科学館に行った割合は少なくなっているが、ほかに比べ科学館に行っている児童生徒の割合
はすべての学年で上回っている。このことについて、科学館の担当者や現場の教員からのインタ
ビュー調査では次のようなコメントが寄せられた。 
 
・ ソフト事業に力を入れており、相当数の教室を開催している。このため、学校の勉強以外
で来館する割合が、他の館よりかなり高い割合である点を評価している。 
・ 学年とともに減少していくのは、ある程度やむをえないと考えている。学年があがるにつ
れ、部活動やスポーツ・文化団体活動に参加する割合が増加する。特に中学生の場合、試
験・受験勉強や塾通いなどによる自由時間の減少や、思春期に入り嗜好が多様化すること
も関係すると考えている。 
・ 常設の展示はいずれ飽きられるものであり、科学館としては補助的なものとして位置づけ
ている。むしろソフト事業（実験、観察、工作教室、企画展、イベント）を重要視してい
る。 
 
また、科学館に行った児童生徒で、その回数を尋ねると、小学校５年生で年に 4.9 回、6 年生
で 4.5回、中学 1年生で 3.8回、2年生で 3.2回、3年生で 2.0回と学年とともに回数は少なくな
っているが、全体的に訪問回数は多い。 
 
 
 
図5-20　あなたは、学校の勉強以外で科学館に行きますか＜出雲市＞
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５－６ あなたは、科学館等で行われる観察会や実験、工作教室、講演会などの行事
に参加したことがありますか（１問８） 
 
 
 
「あなたは、科学館等で行われる観察会や実験、工作教室、講演会などの行事に参加したこと
がありますか。それは今までに何回ぐらいですか」の設問に対しては図 5-21～図 5-24 のような
結果になった。 
 
また、科学館等の観察会等に参加した回数については、アンケートの回答の中で「参加したこ
とがある（これまでに   回くらい参加した）」のように、回数を記入するようになっている。
平均訪問回数を出すに当たって、アンケートの結果を見てみると、20回以上は例外的であったの
でこれを除外し、訪問回数 20回までの平均を出すこととした。 
 
なお、この設問では、今までに何回ぐらい参加したことがあるか過去にさかのぼって尋ねてい
る。このため、開館して間もない「ふくしま森の科学体験センター」、「出雲科学館」は、過去 1
年ないし 2年までしか、さかのぼることができないことを留意する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
須賀川市 
須賀川市の場合、全学年で５～６割の児童生徒が科学体験センターで開催された観察会や実験
教室等に参加したことがあると回答している。 
センターの一般開放では、展示コーナーよりも実験や観察教室など体験型のプログラムを重視
しており、平成 15年度は、サイエンスショーが 9テーマ、夏休みや春休みなどの特別企画として
25 テーマ、51 種類の自由参加プログラム、定員制のプログラムは実験が 17 コース、工作が 20
コース、フィールドワークが 16コース、外部講師企画が 11コース、と多くのプログラムを設定
し実施した。また、家庭でもう一度理科のことを話題にしてもらうために、センターで実施する
工作教室等では、なるべく作ったものをお土産として、家庭に持って帰ってもらえるようにして
いる。 
センターの一般開放については、センターの担当者や中学校の教員からのインタビュー調査で
次のようなコメントが寄せられた。 
 
・ 当センターの特徴として、展示物は何回も来て楽しむというつくりになっていない。この
ため、観察会や実験、工作教室等の体験型のプログラムを中心に考えている。 
・ 日程表を一人一人に配っているため、家庭でもセンターで今何をやっているかすぐわかる
ため、参加率が高いのではないか。 
 
また、科学体験センターで行われる観察会や実験教室に参加したことがある児童生徒で、これ
までに何回参加したことがあるか、その回数を尋ねると、小学校５年生で 4.2回、6年生で 4.0回、
中学 1年生で 3.1回、2年生で 2.7回、3年生で 2.4回となっている。なお、当センターは平成 13
年 12月に開館しているので、今後この回数は増えていくものと思われる。 
 
 
図5-21　あなたは、科学体験センターで行われる観察会や実験、
　　　　　  工作教室などの行事に参加したことがありますか＜須賀川市＞
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真岡市 
真岡市の場合、科学教育センターで行われる観察会等に参加した回数が非常に少なくなってい
る。これはもともと科学教育センターが、一般開放を想定しておらず、学校の理科の実験を行う
場所として設立されたことが関係している。最近になり実験、工作教室等を開催するようになっ
たが、その回数もまだ少ないためと考えられる。平成 15年度はプラネタリウム投影をはじめ、「親
子の楽しい実験教室」を 2日、「市民の科学体験教室」を 10日、「科学の広場」を 6日開催した。 
 
 
 
 
図5-22　あなたは、科学教育センターで行われる観察会や実験、
            工作教室などの行事に参加したことがありますか＜真岡市＞
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京都市 
京都市の場合、全学年で３割程度の児童生徒が青少年科学センターで開催された観察会や実験
教室等に参加したことがあると回答している。 
一般開放の市民科学講座として、小学校 4 年生以上の市民を対象とした市民サイエンス教室を
12回開催した。また、小学生以上を対象にした市民天体観望会を 11回開催した。この他には、「青
少年のための科学の祭典」京都大会を 2日間開催した。 
家庭での理科に関する会話のきっかけになるように、実験などでできたものを、家にお土産と
して持ち帰れるようにしている。 
 
また、青少年科学センターで行われる観察会や実験教室に参加したことがある児童生徒で、こ
れまでに何回参加したことがあるか、その回数を尋ねると、小学校５年生で 2.5回、6年生で 2.2
回、中学 1年生で 2.3回、2年生で 1.8回となっている。 
 
 
 
 
図5-23　あなたは、青少年科学センターで行なわれる観察会や実験、
            工作教室などの行事に参加したことがありますか＜京都市＞
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出雲市 
出雲市の場合は、科学館で開催された観察会や実験教室等に参加したことがあると回答してい
る児童生徒の割合が、小学校５年生で 59.7％、6年生で 43.6％、中学 1年生で 31.6％、2年生で
23.9％、3 年生で 12.5％いた。学年があがるに従い科学館に行った割合は少なくなっているが、
当センターは平成 14年７月に開館しているので、今後この回数は増えていくものと思われる。平
成 15 年度の一般開放のメニューとしては、サイエンスショーが 18 種類、科学・実験教室が 47
種類、ものづくり教室が 65 種類、自然・環境教室が 20 種類、工作教室が 32 種類等あり、他に
講演会が 5回、企画展が 11回開催された。 
センターの一般開放については、センターの担当者や現場の教員からのインタビュー調査で次
のようなコメントが寄せられた。 
 
・ 来館者の中で最も割合が高いのは小学生である。中高生向けの教室も開催しているが、参加
率の高い層を意識した教室が多くなる傾向にある。 
・ 今回のアンケート時点で開館後１年４ヶ月程度であり、今後「参加したことがある」の割合
が年々高まり、やがて小学生も中学生も同程度になり、かつ水準も高くなると考えている。 
・ 実験・工作教室等の日程については児童生徒一人一人に配布している。このことが参加率を
高くするのに役立つと考えられる。 
 
また、科学館で行われる観察会や実験教室に参加したことがある児童生徒で、これまでに何回
参加したことがあるか、その回数を尋ねると、小学校５年生で 3.5 回、6 年生で 2.8 回、中学 1
年生で 3.0回、2年生で 2.2回、3年生で 2.4回となっている。 
 
図5-24　あなたは、科学館で行なわれる観察会や実験、教室などに
            参加したことがありますか＜出雲市＞
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そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 242 283 94 45 55 9 728
学年 の % 33.2 38.9 12.9 6.2 7.6 1.2 100.0
度数 241 306 92 43 55 3 740
学年 の % 32.6 41.4 12.4 5.8 7.4 0.4 100.0
度数 182 288 110 51 59 3 693
学年 の % 26.3 41.6 15.9 7.4 8.5 0.4 100.0
度数 174 236 150 60 84 9 713
学年 の % 24.4 33.1 21.0 8.4 11.8 1.3 100.0
度数 202 301 132 66 65 12 778
学年 の % 26.0 38.7 17.0 8.5 8.4 1.5 100.0
度数 1,041 1,414 578 265 318 36 3,652
全体 の % 28.5 38.7 15.8 7.3 8.7 1.0 100.0
中３
合計
表6-1　理科の勉強は好きですか＜須賀川市＞(本文の図２）
小５
小６
中１
中２
 
表6-2　理科の勉強が好きですか＜真岡市＞（本文の図３）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 不明 合計
度数 264 257 35 15 31 0 602
学年 の % 43.9 42.7 5.8 2.5 5.1 0.0 100.0
度数 212 281 69 25 36 4 627
学年 の % 33.8 44.8 11.0 4.0 5.7 0.6 100.0
度数 143 225 92 49 50 6 565
学年 の % 25.3 39.8 16.3 8.7 8.8 1.1 100.0
度数 175 257 98 50 63 9 652
学年 の % 26.8 39.4 15.0 7.7 9.7 1.4 100.0
度数 162 262 91 56 72 2 645
学年 の % 25.1 40.6 14.1 8.7 11.2 0.3 100.0
度数 956 1,282 385 195 252 21 3,091
全体 の % 30.9 41.5 12.5 6.3 8.2 0.7 100.0
中２
合計
中３
小５
小６
中１
 
表6-3　理科の勉強は好きですか＜京都市＞（本文の図４）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 299 332 108 80 104 5 928
学年 の % 32.2 35.8 11.6 8.6 11.2 0.5 100.0
度数 309 395 183 114 123 6 1,130
学年 の % 27.3 35.0 16.2 10.1 10.9 0.5 100.0
度数 182 319 179 172 113 10 975
学年 の % 18.7 32.7 18.4 17.6 11.6 1.0 100.0
度数 235 373 153 100 123 32 1,016
学年 の % 23.1 36.7 15.1 9.8 12.1 3.1 100.0
度数 1,025 1,419 623 466 463 53 4,049
全体 の % 25.3 35.0 15.4 11.5 11.4 1.3 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-4　理科の勉強は好きですか＜出雲市＞（本文の図５）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 234 333 102 47 104 4 824
学年 の % 28.4 40.4 12.4 5.7 12.6 0.5 100.0
度数 217 379 135 76 66 14 887
学年 の % 24.5 42.7 15.2 8.6 7.4 1.6 100.0
度数 146 254 167 125 106 12 810
学年 の % 18.0 31.4 20.6 15.4 13.1 1.5 100.0
度数 136 259 164 126 130 13 828
学年 の % 16.4 31.3 19.8 15.2 15.7 1.6 100.0
度数 205 350 125 67 106 16 869
学年 の % 23.6 40.3 14.4 7.7 12.2 1.8 100.0
度数 938 1,575 693 441 512 59 4,218
全体 の % 22.2 37.3 16.4 10.5 12.1 1.4 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
資料６ 理科に関する意識の設問、学年別の集計 
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表6-5　理科の勉強は大切だと思いますか＜須賀川市＞(本文の図６）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 313 292 29 23 58 13 728
学年 の % 43.0 40.1 4.0 3.2 8.0 1.8 100.0
度数 341 273 43 18 61 4 740
学年 の % 46.1 36.9 5.8 2.4 8.2 0.5 100.0
度数 193 304 80 28 85 3 693
学年 の % 27.8 43.9 11.5 4.0 12.3 0.4 100.0
度数 186 296 82 41 102 6 713
学年 の % 26.1 41.5 11.5 5.8 14.3 0.8 100.0
度数 235 342 63 43 83 12 778
学年 の % 30.2 44.0 8.1 5.5 10.7 1.5 100.0
度数 1,268 1,507 297 153 389 38 3,652
全体 の % 34.7 41.3 8.1 4.2 10.7 1.0 100.0
中３
合計
小５
小６
中１
中２
 
表6-6　理科の勉強は大切だと思いますか＜真岡市＞（本文の図７）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 286 241 14 7 47 7 602
学年 の % 47.5 40.0 2.3 1.2 7.8 1.2 100.0
度数 275 272 22 12 39 7 627
学年 の % 43.9 43.4 3.5 1.9 6.2 1.1 100.0
度数 160 248 44 19 87 7 565
学年 の % 28.3 43.9 7.8 3.4 15.4 1.2 100.0
度数 157 292 67 38 88 10 652
学年 の % 24.1 44.8 10.3 5.8 13.5 1.5 100.0
度数 155 303 59 35 90 3 645
学年 の % 24.0 47.0 9.1 5.4 14.0 0.5 100.0
度数 1,033 1,356 206 111 351 34 3,091
全体 の % 33.4 43.9 6.7 3.6 11.4 1.1 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
表6-7　理科の勉強は大切だと思いますか＜京都市＞（本文の図８）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 424 339 37 33 83 12 928
学年 の % 45.7 36.5 4.0 3.6 8.9 1.3 100.0
度数 423 428 77 50 139 13 1,130
学年 の % 37.4 37.9 6.8 4.4 12.3 1.2 100.0
度数 234 354 111 96 171 9 975
学年 の % 24.0 36.3 11.4 9.8 17.5 0.9 100.0
度数 231 385 126 74 169 31 1,016
学年 の % 22.7 37.9 12.4 7.3 16.6 3.1 100.0
度数 1,312 1,506 351 253 562 65 4,049
全体 の % 32.4 37.2 8.7 6.2 13.9 1.6 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
 
表6-8　理科の勉強は大切だと思いますか＜出雲市＞（本文の図９）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 342 323 36 12 101 10 824
学年 の % 41.5 39.2 4.4 1.5 12.3 1.2 100.0
度数 327 375 59 29 87 10 887
学年 の % 36.9 42.3 6.7 3.3 9.8 1.1 100.0
度数 176 301 102 66 154 11 810
学年 の % 21.7 37.2 12.6 8.1 19.0 1.4 100.0
度数 156 264 129 112 154 13 828
学年 の % 18.8 31.9 15.6 13.5 18.6 1.6 100.0
度数 221 323 109 55 144 17 869
学年 の % 25.4 37.2 12.5 6.3 16.6 2.0 100.0
度数 1,222 1,586 435 274 640 61 4,218
全体 の % 29.0 37.6 10.3 6.5 15.2 1.4 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 169 206 100 82 158 13 728
学年 の % 23.2 28.3 13.7 11.3 21.7 1.8 100.0
度数 153 208 110 109 150 10 740
学年 の % 20.7 28.1 14.9 14.7 20.3 1.4 100.0
度数 94 158 142 90 200 9 693
学年 の % 13.6 22.8 20.5 13.0 28.9 1.3 100.0
度数 86 139 138 145 199 6 713
学年 の % 12.1 19.5 19.4 20.3 27.9 0.8 100.0
度数 122 181 142 140 179 14 778
学年 の % 15.7 23.3 18.3 18.0 23.0 1.8 100.0
度数 624 892 632 566 886 52 3,652
全体 の % 17.1 24.4 17.3 15.5 24.3 1.4 100.0
表6-9　理科を勉強すれば、自分の好きな仕事につくときに役立つと思いますか＜須賀川市＞（本文の図10）
中３
合計
小５
小６
中１
中２
 
 
表6-10　理科を勉強すれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか＜真岡市＞（本文の図11）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 164 198 49 50 135 6 602
学年 の % 27.2 32.9 8.1 8.3 22.4 1.0 100.0
度数 124 210 102 76 106 9 627
学年 の % 19.8 33.5 16.3 12.1 16.9 1.4 100.0
度数 66 145 96 79 170 9 565
学年 の % 11.7 25.7 17.0 14.0 30.1 1.6 100.0
度数 72 105 112 160 192 11 652
学年 の % 11.0 16.1 17.2 24.5 29.4 1.7 100.0
度数 83 132 125 146 157 2 645
学年 の % 12.9 20.5 19.4 22.6 24.3 0.3 100.0
度数 509 790 484 511 760 37 3,091
全体 の % 16.5 25.6 15.7 16.5 24.6 1.2 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-11　理科を勉強すれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか＜京都市＞（本文の図12）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 189 248 118 139 216 18 928
学年 の % 20.4 26.7 12.7 15.0 23.3 1.9 100.0
度数 201 268 160 191 295 15 1,130
学年 の % 17.8 23.7 14.2 16.9 26.1 1.3 100.0
度数 108 166 176 232 281 12 975
学年 の % 11.1 17.0 18.1 23.8 28.8 1.2 100.0
度数 124 200 195 211 255 31 1,016
学年 の % 12.2 19.7 19.2 20.8 25.1 3.1 100.0
度数 622 882 649 773 1,047 76 4,049
全体 の % 15.4 21.8 16.0 19.1 25.9 1.9 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-12　理科を勉強すれば、自分のすきな仕事につくことに役立つと思いますか＜出雲市＞（本文の図13）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 158 226 116 85 226 13 824
学年 の % 19.2 27.4 14.1 10.3 27.4 1.6 100.0
度数 147 231 98 137 263 11 887
学年 の % 16.6 26.0 11.0 15.4 29.7 1.2 100.0
度数 108 143 135 161 248 15 810
学年 の % 13.3 17.7 16.7 19.9 30.6 1.9 100.0
度数 70 133 149 209 251 16 828
学年 の % 8.5 16.1 18.0 25.2 30.3 1.9 100.0
度数 129 159 147 177 239 18 869
学年 の % 14.8 18.3 16.9 20.4 27.5 2.1 100.0
度数 612 892 645 769 1,227 73 4,218
全体 の % 14.5 21.1 15.3 18.2 29.1 1.7 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
表6-13　理科を勉強すれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか＜須賀川市＞（本文の図14）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 283 249 47 30 106 13 728
学年 の % 38.9 34.2 6.5 4.1 14.6 1.8 100.0
度数 235 302 58 39 103 3 740
学年 の % 31.8 40.8 7.8 5.3 13.9 0.4 100.0
度数 143 269 90 45 142 4 693
学年 の % 20.6 38.8 13.0 6.5 20.5 0.6 100.0
度数 127 265 103 60 150 8 713
学年 の % 17.8 37.2 14.4 8.4 21.0 1.1 100.0
度数 143 293 102 81 145 14 778
学年 の % 18.4 37.7 13.1 10.4 18.6 1.8 100.0
度数 931 1,378 400 255 646 42 3,652
全体 の % 25.5 37.7 11.0 7.0 17.7 1.2 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-14　勉強をすれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか＜真岡市＞（本文の図15）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 225 231 39 23 81 3 602
学年 の % 37.4 38.4 6.5 3.8 13.5 0.5 100.0
度数 235 252 43 18 74 5 627
学年 の % 37.5 40.2 6.9 2.9 11.8 0.8 100.0
度数 107 221 66 42 122 7 565
学年 の % 18.9 39.1 11.7 7.4 21.6 1.2 100.0
度数 112 222 80 75 150 13 652
学年 の % 17.2 34.0 12.3 11.5 23.0 2.0 100.0
度数 104 261 86 66 126 2 645
学年 の % 16.1 40.5 13.3 10.2 19.5 0.3 100.0
度数 783 1,187 314 224 553 30 3,091
全体 の % 25.3 38.4 10.2 7.2 17.9 1.0 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-15　理科を勉強すれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか＜京都市＞（本文の図16）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 315 337 66 48 154 8 928
学年 の % 33.9 36.3 7.1 5.2 16.6 0.9 100.0
度数 336 416 112 76 177 13 1,130
学年 の % 29.7 36.8 9.9 6.7 15.7 1.2 100.0
度数 156 333 138 109 224 15 975
学年 の % 16.0 34.2 14.2 11.2 23.0 1.5 100.0
度数 187 351 135 108 200 35 1,016
学年 の % 18.4 34.5 13.3 10.6 19.7 3.4 100.0
度数 994 1,437 451 341 755 71 4,049
全体 の % 24.5 35.5 11.1 8.4 18.6 1.8 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-16　理科を勉強すれば、自分のすきな仕事につくことに役立つと思いますか＜出雲市＞（本文の図17）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 272 296 61 27 156 12 824
学年 の % 33.0 35.9 7.4 3.3 18.9 1.5 100.0
度数 262 331 79 39 164 12 887
学年 の % 29.5 37.3 8.9 4.4 18.5 1.4 100.0
度数 155 242 93 98 207 15 810
学年 の % 19.1 29.9 11.5 12.1 25.6 1.9 100.0
度数 98 218 154 132 208 18 828
学年 の % 11.8 26.3 18.6 15.9 25.1 2.2 100.0
度数 130 272 126 116 206 19 869
学年 の % 15.0 31.3 14.5 13.3 23.7 2.2 100.0
度数 917 1,359 513 412 941 76 4,218
全体 の % 21.7 32.2 12.2 9.8 22.3 1.8 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
表6-17　将来､理科の勉強を生かした仕事をしたいですか＜須賀川市＞（本文の図18）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 90 115 129 210 171 13 728
学年 の % 12.4 15.8 17.7 28.8 23.5 1.8 100.0
度数 95 102 147 235 155 6 740
学年 の % 12.8 13.8 19.9 31.8 20.9 0.8 100.0
度数 54 75 125 231 203 5 693
学年 の % 7.8 10.8 18.0 33.3 29.3 0.7 100.0
度数 60 72 135 243 195 8 713
学年 の % 8.4 10.1 18.9 34.1 27.3 1.1 100.0
度数 82 103 125 266 191 11 778
学年 の % 10.5 13.2 16.1 34.2 24.6 1.4 100.0
度数 381 467 661 1,185 915 43 3,652
全体 の % 10.4 12.8 18.1 32.4 25.1 1.2 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-18　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜真岡市＞（本文の図19）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 85 114 108 142 150 3 602
学年 の % 14.1 18.9 17.9 23.6 24.9 0.5 100.0
度数 60 108 136 184 134 5 627
学年 の % 9.6 17.2 21.7 29.3 21.4 0.8 100.0
度数 47 50 125 169 170 4 565
学年 の % 8.3 8.8 22.1 29.9 30.1 0.7 100.0
度数 57 67 115 255 149 9 652
学年 の % 8.7 10.3 17.6 39.1 22.9 1.4 100.0
度数 62 78 117 211 175 2 645
学年 の % 9.6 12.1 18.1 32.7 27.1 0.3 100.0
度数 311 417 601 961 778 23 3,091
全体 の % 10.1 13.5 19.4 31.1 25.2 0.7 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-19　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜京都市＞（本文の図20）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 105 107 146 333 226 11 928
学年 の % 11.3 11.5 15.7 35.9 24.4 1.2 100.0
度数 119 121 178 406 295 11 1,130
学年 の % 10.5 10.7 15.8 35.9 26.1 1.0 100.0
度数 66 78 162 406 251 12 975
学年 の % 6.8 8.0 16.6 41.6 25.7 1.2 100.0
度数 82 108 164 373 253 36 1,016
学年 の % 8.1 10.6 16.1 36.7 24.9 3.5 100.0
度数 372 414 650 1,518 1,025 70 4,049
全体 の % 9.2 10.2 16.1 37.5 25.3 1.7 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-20　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜出雲市＞（本文の図21）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 78 105 138 238 258 7 824
学年 の % 9.5 12.7 16.7 28.9 31.3 0.8 100.0
度数 78 120 158 274 246 11 887
学年 の % 8.8 13.5 17.8 30.9 27.7 1.2 100.0
度数 60 85 138 321 196 10 810
学年 の % 7.4 10.5 17.0 39.6 24.2 1.2 100.0
度数 49 88 114 365 197 15 828
学年 の % 5.9 10.6 13.8 44.1 23.8 1.8 100.0
度数 83 105 134 305 222 20 869
学年 の % 9.6 12.1 15.4 35.1 25.5 2.3 100.0
度数 348 503 682 1,503 1,119 63 4,218
全体 の % 8.3 11.9 16.2 35.6 26.5 1.5 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
表6-21　理科の授業がどの程度わかりますか＜須賀川市＞（本文の図22）
よく分かる だいたい分かる
分かることと
分からない
ことが半分
分からない
ことが多い
ほとんど分
からない 無回答 合計
度数 176 392 124 20 6 10 728
学年 の % 24.2 53.8 17.0 2.7 0.8 1.4 100.0
度数 175 389 141 20 12 3 740
学年 の % 23.6 52.6 19.1 2.7 1.6 0.4 100.0
度数 92 345 204 34 11 7 693
学年 の % 13.3 49.8 29.4 4.9 1.6 1.0 100.0
度数 84 335 214 60 14 6 713
学年 の % 11.8 47.0 30.0 8.4 2.0 0.8 100.0
度数 110 316 242 65 34 11 778
学年 の % 14.1 40.6 31.1 8.4 4.4 1.4 100.0
度数 637 1,777 925 199 77 37 3,652
全体 の % 17.4 48.7 25.3 5.4 2.1 1.0 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-22　理科の授業がどの程度わかりますか＜真岡市＞（本文の図23）
よくわかる 大体わかる 半々 わからないことが多い
ほとんどわ
からない 無回答 合計
度数 213 313 62 7 6 1 602
学年 の % 35.4 52.0 10.3 1.2 1.0 0.2 100.0
度数 152 358 100 9 2 6 627
学年 の % 24.2 57.1 15.9 1.4 0.3 1.0 100.0
度数 91 295 135 25 12 7 565
学年 の % 16.1 52.2 23.9 4.4 2.1 1.2 100.0
度数 112 320 154 37 18 11 652
学年 の % 17.2 49.1 23.6 5.7 2.8 1.7 100.0
度数 108 297 186 40 12 2 645
学年 の % 16.7 46.0 28.8 6.2 1.9 0.3 100.0
度数 676 1,583 637 118 50 27 3,091
全体 の % 21.9 51.2 20.6 3.8 1.6 0.9 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-23　理科の授業がどの程度わかりますか＜京都市＞（本文の図24）
よく分かる だいたい分かる 半々
分からない
ことが多い
ほとんど分
からない 無回答 合計
度数 271 464 149 21 18 5 928
学年 の % 29.2 50.0 16.1 2.3 1.9 0.5 100.0
度数 289 601 184 32 16 8 1,130
学年 の % 25.6 53.2 16.3 2.8 1.4 0.7 100.0
度数 120 437 269 96 42 11 975
学年 の % 12.3 44.8 27.6 9.8 4.3 1.1 100.0
度数 143 451 236 100 51 35 1,016
学年 の % 14.1 44.4 23.2 9.8 5.0 3.4 100.0
度数 823 1,953 838 249 127 59 4,049
全体 の % 20.3 48.2 20.7 6.1 3.1 1.5 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-24　理科の授業がどの程度わかりますか＜出雲市＞（本文の図25）
よく分かる だいたい分かる 半々
わからない
ことが多い
ほとんど分
からない 無回答 合計
度数 178 440 167 25 9 5 824
学年 の % 21.6 53.4 20.3 3.0 1.1 0.6 100.0
度数 169 505 168 23 13 9 887
学年 の % 19.1 56.9 18.9 2.6 1.5 1.0 100.0
度数 107 333 226 80 49 15 810
学年 の % 13.2 41.1 27.9 9.9 6.0 1.9 100.0
度数 80 308 225 103 96 16 828
学年 の % 9.7 37.2 27.2 12.4 11.6 1.9 100.0
度数 137 403 214 65 33 17 869
学年 の % 15.8 46.4 24.6 7.5 3.8 2.0 100.0
度数 671 1,989 1,000 296 200 62 4,218
全体 の % 15.9 47.2 23.7 7.0 4.7 1.5 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
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表6-25　理科の勉強で､実験や観察をすることが好きですか＜須賀川市＞（本文の図26）
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
度数 374 257 61 27 9 728
学年 の % 51.4 35.3 8.4 3.7 1.2 100.0
度数 364 270 70 34 2 740
学年 の % 49.2 36.5 9.5 4.6 0.3 100.0
度数 329 285 54 22 3 693
学年 の % 47.5 41.1 7.8 3.2 0.4 100.0
度数 291 287 93 36 6 713
学年 の % 40.8 40.3 13.0 5.0 0.8 100.0
度数 308 324 81 53 12 778
学年 の % 39.6 41.6 10.4 6.8 1.5 100.0
度数 1,666 1,423 359 172 32 3,652
全体 の % 45.6 39.0 9.8 4.7 0.9 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-26　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜真岡市＞（本文の図27）
すきだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
でない
すきでない 無回答 合計
度数 370 185 34 12 1 602
学年 の % 61.5 30.7 5.6 2.0 0.2 100.0
度数 375 194 42 12 4 627
学年 の % 59.8 30.9 6.7 1.9 0.6 100.0
度数 242 234 55 28 6 565
学年 の % 42.8 41.4 9.7 5.0 1.1 100.0
度数 292 245 54 52 9 652
学年 の % 44.8 37.6 8.3 8.0 1.4 100.0
度数 278 263 66 35 3 645
学年 の % 43.1 40.8 10.2 5.4 0.5 100.0
度数 1,557 1,121 251 139 23 3,091
全体 の % 50.4 36.3 8.1 4.5 0.7 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-27　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜京都市＞(本文の図28）
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
でない
好きではな
い 無回答 合計
度数 492 304 76 50 6 928
学年 の % 53.0 32.8 8.2 5.4 0.6 100.0
度数 537 428 100 59 6 1,130
学年 の % 47.5 37.9 8.8 5.2 0.5 100.0
度数 384 372 128 82 9 975
学年 の % 39.4 38.2 13.1 8.4 0.9 100.0
度数 370 403 121 87 35 1,016
学年 の % 36.4 39.7 11.9 8.6 3.4 100.0
度数 1,783 1,507 425 278 56 4,049
全体 の % 44.0 37.2 10.5 6.9 1.4 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-28　理科の勉強で、実験や観察をすることはすきですか＜出雲市＞（本文の図29）
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
度数 373 321 93 31 6 824
学年 の % 45.3 39.0 11.3 3.8 0.7 100.0
度数 408 326 92 50 11 887
学年 の % 46.0 36.8 10.4 5.6 1.2 100.0
度数 270 302 125 99 14 810
学年 の % 33.3 37.3 15.4 12.2 1.7 100.0
度数 209 336 148 118 17 828
学年 の % 25.2 40.6 17.9 14.3 2.1 100.0
度数 241 390 145 66 27 869
学年 の % 27.7 44.9 16.7 7.6 3.1 100.0
度数 1,501 1,675 603 364 75 4,218
全体 の % 35.6 39.7 14.3 8.6 1.8 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
表6-29　自分の考えで､予想をして実験や観察をしていますか＜須賀川市＞（本文の図30）
そうしている
どちららとい
えばそうして
いる
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 192 309 131 84 12 728
学年 の % 26.4 42.4 18.0 11.5 1.6 100.0
度数 210 328 140 62 0 740
学年 の % 28.4 44.3 18.9 8.4 0.0 100.0
度数 123 340 146 71 13 693
学年 の % 17.7 49.1 21.1 10.2 1.9 100.0
度数 104 331 198 72 8 713
学年 の % 14.6 46.4 27.8 10.1 1.1 100.0
度数 135 333 169 121 20 778
学年 の % 17.4 42.8 21.7 15.6 2.6 100.0
度数 764 1,641 784 410 53 3,652
全体 の % 20.9 44.9 21.5 11.2 1.5 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-30　自分の考えで、予想して実験や観察をしていますか＜真岡市＞（本文の図31）
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 208 292 63 34 5 602
学年 の % 34.6 48.5 10.5 5.6 0.8 100.0
度数 202 306 82 33 4 627
学年 の % 32.2 48.8 13.1 5.3 0.6 100.0
度数 105 264 114 68 14 565
学年 の % 18.6 46.7 20.2 12.0 2.5 100.0
度数 125 294 137 88 8 652
学年 の % 19.2 45.1 21.0 13.5 1.2 100.0
度数 74 308 175 78 10 645
学年 の % 11.5 47.8 27.1 12.1 1.6 100.0
度数 714 1,464 571 301 41 3,091
全体 の % 23.1 47.4 18.5 9.7 1.3 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-31　自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか＜京都市＞（本文の図32）
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 339 373 124 85 7 928
学年 の % 36.5 40.2 13.4 9.2 0.8 100.0
度数 384 449 172 112 13 1,130
学年 の % 34.0 39.7 15.2 9.9 1.2 100.0
度数 157 389 237 178 14 975
学年 の % 16.1 39.9 24.3 18.3 1.4 100.0
度数 139 367 287 201 22 1,016
学年 の % 13.7 36.1 28.2 19.8 2.2 100.0
度数 1,019 1,578 820 576 56 4,049
全体 の % 25.2 39.0 20.3 14.2 1.4 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-32　自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか＜出雲市＞（本文の図33）
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 159 376 193 91 5 824
学年 の % 19.3 45.6 23.4 11.0 0.6 100.0
度数 199 406 175 96 11 887
学年 の % 22.4 45.8 19.7 10.8 1.2 100.0
度数 126 310 205 146 23 810
学年 の % 15.6 38.3 25.3 18.0 2.8 100.0
度数 89 310 198 208 23 828
学年 の % 10.7 37.4 23.9 25.1 2.8 100.0
度数 149 326 218 155 21 869
学年 の % 17.1 37.5 25.1 17.8 2.4 100.0
度数 722 1,728 989 696 83 4,218
全体 の % 17.1 41.0 23.4 16.5 2.0 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
表6-33　わからないことや興味・関心をもったことについて自分から調べようとしていますか＜須賀川市＞（本文の図34）
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 97 282 219 119 11 728
学年 の % 13.3 38.7 30.1 16.3 1.5 100.0
度数 75 286 255 124 0 740
学年 の % 10.1 38.6 34.5 16.8 0.0 100.0
度数 54 255 252 116 16 693
学年 の % 7.8 36.8 36.4 16.7 2.3 100.0
度数 60 225 276 142 10 713
学年 の % 8.4 31.6 38.7 19.9 1.4 100.0
度数 105 280 234 141 18 778
学年 の % 13.5 36.0 30.1 18.1 2.3 100.0
度数 391 1,328 1,236 642 55 3,652
全体 の % 10.7 36.4 33.8 17.6 1.5 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-34　わからないことや興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか＜真岡市＞（本文の図35）
そうしている
そちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 96 270 161 71 4 602
学年 の % 15.9 44.9 26.7 11.8 0.7 100.0
度数 74 256 201 89 7 627
学年 の % 11.8 40.8 32.1 14.2 1.1 100.0
度数 58 203 198 94 12 565
学年 の % 10.3 35.9 35.0 16.6 2.1 100.0
度数 61 209 212 159 11 652
学年 の % 9.4 32.1 32.5 24.4 1.7 100.0
度数 61 212 216 145 11 645
学年 の % 9.5 32.9 33.5 22.5 1.7 100.0
度数 350 1,150 988 558 45 3,091
全体 の % 11.3 37.2 32.0 18.1 1.5 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-35　分からないことや興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか＜京都市＞（本文の図36）
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 140 358 270 149 11 928
学年 の % 15.1 38.6 29.1 16.1 1.2 100.0
度数 140 421 351 201 17 1,130
学年 の % 12.4 37.3 31.1 17.8 1.5 100.0
度数 76 259 358 266 16 975
学年 の % 7.8 26.6 36.7 27.3 1.6 100.0
度数 100 274 326 295 21 1,016
学年 の % 9.8 27.0 32.1 29.0 2.1 100.0
度数 456 1,312 1,305 911 65 4,049
全体 の % 11.3 32.4 32.2 22.5 1.6 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-36　わからないことや興味・関心をもったことについて自分から調べようとしていますか＜出雲市＞（本文の図37）
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 96 327 246 145 10 824
学年 の % 11.7 39.7 29.9 17.6 1.2 100.0
度数 82 315 268 211 11 887
学年 の % 9.2 35.5 30.2 23.8 1.2 100.0
度数 71 251 243 219 26 810
学年 の % 8.8 31.0 30.0 27.0 3.2 100.0
度数 63 237 240 264 24 828
学年 の % 7.6 28.6 29.0 31.9 2.9 100.0
度数 89 268 285 203 24 869
学年 の % 10.2 30.8 32.8 23.4 2.8 100.0
度数 401 1,398 1,282 1,042 95 4,218
全体 の % 9.5 33.1 30.4 24.7 2.3 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
表6-37　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜須賀川市＞（本文の図38）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 311 201 34 18 155 9 728
学年 の % 42.7 27.6 4.7 2.5 21.3 1.2 100.0
度数 356 216 22 25 118 3 740
学年 の % 48.1 29.2 3.0 3.4 15.9 0.4 100.0
度数 253 225 43 24 132 16 693
学年 の % 36.5 32.5 6.2 3.5 19.0 2.3 100.0
度数 270 198 46 31 158 10 713
学年 の % 37.9 27.8 6.5 4.3 22.2 1.4 100.0
度数 326 227 40 39 127 19 778
学年 の % 41.9 29.2 5.1 5.0 16.3 2.4 100.0
度数 1,516 1,067 185 137 690 57 3,652
全体 の % 41.5 29.2 5.1 3.8 18.9 1.6 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-38　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜真岡市＞（本文の図39）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
度数 295 177 21 10 94 5 602
学年 の % 49.0 29.4 3.5 1.7 15.6 0.8 100.0
度数 305 197 24 10 85 6 627
学年 の % 48.6 31.4 3.8 1.6 13.6 1.0 100.0
度数 201 206 29 15 103 11 565
学年 の % 35.6 36.5 5.1 2.7 18.2 1.9 100.0
度数 227 212 28 36 138 11 652
学年 の % 34.8 32.5 4.3 5.5 21.2 1.7 100.0
度数 302 190 27 23 93 10 645
学年 の % 46.8 29.5 4.2 3.6 14.4 1.6 100.0
度数 1,330 982 129 94 513 43 3,091
全体 の % 43.0 31.8 4.2 3.0 16.6 1.4 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-39　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜京都市＞（本文の図40）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 436 265 33 28 156 10 928
学年 の % 47.0 28.6 3.6 3.0 16.8 1.1 100.0
度数 486 293 51 57 224 19 1,130
学年 の % 43.0 25.9 4.5 5.0 19.8 1.7 100.0
度数 384 268 50 49 209 15 975
学年 の % 39.4 27.5 5.1 5.0 21.4 1.5 100.0
度数 385 270 72 49 216 24 1,016
学年 の % 37.9 26.6 7.1 4.8 21.3 2.4 100.0
度数 1,691 1,096 206 183 805 68 4,049
全体 の % 41.8 27.1 5.1 4.5 19.9 1.7 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-40　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜出雲市＞（本文の図41）
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 330 226 34 14 208 12 824
学年 の % 40.0 27.4 4.1 1.7 25.2 1.5 100.0
度数 374 252 36 21 192 12 887
学年 の % 42.2 28.4 4.1 2.4 21.6 1.4 100.0
度数 255 233 47 49 202 24 810
学年 の % 31.5 28.8 5.8 6.0 24.9 3.0 100.0
度数 248 246 45 58 204 27 828
学年 の % 30.0 29.7 5.4 7.0 24.6 3.3 100.0
度数 344 240 47 31 187 20 869
学年 の % 39.6 27.6 5.4 3.6 21.5 2.3 100.0
度数 1,551 1,197 209 173 993 95 4,218
全体 の % 36.8 28.4 5.0 4.1 23.5 2.3 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
表6-41　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜須賀川市＞（本文の図42）
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
度数 314 247 97 60 10 728
学年 の % 43.1 33.9 13.3 8.2 1.4 100.0
度数 267 293 111 64 5 740
学年 の % 36.1 39.6 15.0 8.6 0.7 100.0
度数 126 279 163 109 16 693
学年 の % 18.2 40.3 23.5 15.7 2.3 100.0
度数 85 283 188 147 10 713
学年 の % 11.9 39.7 26.4 20.6 1.4 100.0
度数 93 265 220 182 18 778
学年 の % 12.0 34.1 28.3 23.4 2.3 100.0
度数 885 1,367 779 562 59 3,652
全体 の % 24.2 37.4 21.3 15.4 1.6 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-42　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜真岡市＞（本文の図43）
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
度数 284 213 69 28 8 602
学年 の % 47.2 35.4 11.5 4.7 1.3 100.0
度数 252 245 87 39 4 627
学年 の % 40.2 39.1 13.9 6.2 0.6 100.0
度数 131 216 114 88 16 565
学年 の % 23.2 38.2 20.2 15.6 2.8 100.0
度数 112 249 132 149 10 652
学年 の % 17.2 38.2 20.2 22.9 1.5 100.0
度数 92 242 163 137 11 645
学年 の % 14.3 37.5 25.3 21.2 1.7 100.0
度数 871 1,165 565 441 49 3,091
全体 の % 28.2 37.7 18.3 14.3 1.6 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
表6-43　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜京都市＞（本文の図44）
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
度数 424 283 126 84 11 928
学年 の % 45.7 30.5 13.6 9.1 1.2 100.0
度数 375 401 215 125 14 1,130
学年 の % 33.2 35.5 19.0 11.1 1.2 100.0
度数 224 335 206 192 18 975
学年 の % 23.0 34.4 21.1 19.7 1.8 100.0
度数 160 326 272 238 20 1,016
学年 の % 15.7 32.1 26.8 23.4 2.0 100.0
度数 1,183 1,345 819 639 63 4,049
全体 の % 29.2 33.2 20.2 15.8 1.6 100.0
中２
合計
小５
小６
中１
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表6-44　博物館や科学館へ行くことはすきですか＜出雲市＞（本文の図45）
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
度数 380 328 79 26 11 824
学年 の % 46.1 39.8 9.6 3.2 1.3 100.0
度数 302 384 133 54 14 887
学年 の % 34.0 43.3 15.0 6.1 1.6 100.0
度数 196 316 158 111 29 810
学年 の % 24.2 39.0 19.5 13.7 3.6 100.0
度数 130 320 187 164 27 828
学年 の % 15.7 38.6 22.6 19.8 3.3 100.0
度数 135 346 236 127 25 869
学年 の % 15.5 39.8 27.2 14.6 2.9 100.0
度数 1,143 1,694 793 482 106 4,218
全体 の % 27.1 40.2 18.8 11.4 2.5 100.0
中２
中３
合計
小５
小６
中１
 
 
資料７ 理科の授業の理解と科学館学習の理解とおもしろさ、そして理科に 
関する意識についての集計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　(
問４
分から
い
分から
い
分かる
分から
い
分かる
分から
い
分かる
理科の
業が
分かる
分かる
分から
い
分かる
分から
い
分かる
分から
い
分かる
分から
い
設問
番号
問１
問２
問３
( 127
人数 ％ 合計 人数 ％ 合計 人数 ％ 合計 人数 ％ 合計
理科が好き 1,600 88.3 1,662 91.7 1,707 86.4 1,362 86.8
嫌い 211 11.7 151 8.3 269 13.6 207 13.2
理科が好き 350 80.3 244 75.3 295 65.6 184 63.0
嫌い 86 19.7 80 24.7 155 34.4 108 37.0
理科が好き 347 53.1 247 57.0 268 43.8 304 45.4
嫌い 306 46.9 186 43.0 344 56.2 366 54.6
理科が好き 127 36.5 77 32.4 88 24.0 82 21.9
嫌い 221 63.5 161 67.6 278 76.0 292 78.1
理科が好き 1,677 87.5 1,834 89.6 1,757 83.8 1,440 84.0
嫌い 239 12.5 212 10.4 340 16.2 275 16.0
理科が好き 268 81.7 66 79.5 234 73.8 101 70.6
嫌い 60 18.3 17 20.5 83 26.2 42 29.4
理科が好き 319 51.2 262 52.5 259 41.6 304 40.7
嫌い 304 48.8 237 47.5 363 58.4 443 59.3
理科が好き 154 40.8 60 35.7 94 27.1 82 27.6
嫌い 223 59.2 108 64.3 253 72.9 215 72.4
理科は大切だ 1,669 93.2 1,640 93.9 1,785 91.6 1,329 88.7
大切ではない 121 6.8 107 6.1 164 8.4 169 11.3
理科は大切だ 342 82.2 271 87.7 314 75.7 193 69.9
大切ではない 74 17.8 38 12.3 101 24.3 83 30.1
理科は大切だ 501 79.0 346 82.8 431 72.6 460 70.4
大切ではない 133 21.0 72 17.2 163 27.4 193 29.6
理科は大切だ 319 74.2 123 55.7 184 54.3 147 41.4
大切ではない 111 25.8 98 44.3 155 45.7 208 58.6
理科は大切だ 1,728 92.0 1,843 93.4 1,831 90.3 1,420 87.1
大切ではない 151 8.0 131 6.6 197 9.7 211 12.9
理科は大切だ 277 86.3 60 81.1 255 79.2 101 70.6
大切ではない 44 13.7 14 18.9 67 20.8 42 29.4
理科は大切だ 482 78.1 368 78.1 414 70.5 486 66.9
大切ではない 135 21.9 103 21.9 173 29.5 241 33.1
理科は大切だ 242 68.8 101 60.8 194 57.6 121 43.1
大切ではない 110 31.3 65 39.2 143 42.4 160 56.9
仕事につくことに役立つ 991 65.7 967 66.1 1,002 62.8 764 63.6
役立たない 518 34.3 495 33.9 594 37.2 438 36.4
仕事につくことに役立つ 187 52.7 122 46.4 161 40.5 93 38.8
役立たない 168 47.3 141 53.6 237 59.5 147 61.3
仕事につくことに役立つ 224 44.1 149 41.2 200 38.5 198 36.7
役立たない 284 55.9 213 58.8 320 61.5 341 63.3
仕事につくことに役立つ 91 30.8 54 27.3 80 25.6 59 17.9
役立たない 204 69.2 144 72.7 232 74.4 271 82.1
仕事につくことに役立つ 1,030 64.7 1,042 63.4 1,040 60.6 799 60.6
役立たない 562 35.3 602 36.6 677 39.4 520 39.4
仕事につくことに役立つ 146 54.1 42 57.5 116 43.9 56 45.2
役立たない 124 45.9 31 42.5 148 56.1 68 54.8
仕事につくことに役立つ 211 42.7 155 37.8 194 37.0 208 34.5
役立たない 283 57.3 255 62.2 330 63.0 395 65.5
仕事につくことに役立つ 102 33.2 49 32.7 84 28.2 50 19.0
役立たない 205 66.8 101 67.3 214 71.8 213 81.0
生活や社会で役立つ 1,447 86.1 1,413 86.8 1,554 84.7 1,069 79.2
役立たない 234 13.9 215 13.2 280 15.3 280 20.8
生活や社会で役立つ 267 71.2 200 70.2 269 67.1 152 60.8
役立たない 108 28.8 85 29.8 132 32.9 98 39.2
生活や社会で役立つ 406 71.9 254 67.0 368 65.9 361 61.0
役立たない 159 28.1 125 33.0 190 34.1 231 39.0
生活や社会で役立つ 158 53.4 94 46.1 152 47.8 114 34.0
役立たない 138 46.6 110 53.9 166 52.2 221 66.0
生活や社会で役立つ 1,488 84.8 1,551 84.8 1,604 83.2 1,141 77.6
役立たない 267 15.2 277 15.2 323 16.8 330 22.4
生活や社会で役立つ 222 74.7 54 71.1 209 70.8 78 61.4
役立たない 75 25.3 22 28.9 86 29.2 49 38.6
生活や社会で役立つ 383 70.8 268 63.2 352 63.3 387 57.9
役立たない 158 29.2 156 36.8 204 36.7 281 42.1
生活や社会で役立つ 179 56.1 78 49.4 163 52.4 88 34.0
役立たない 140 43.9 80 50.6 148 47.6 171 66.0
本文の図46～図53・その他）
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授
科学館学習が 設問
355
1,631
143
727
297
1,498
276
653
322
587
339
2,028
337
1,569
292
670
374
1,715
143
747
415
594
166
1,976
450
612
366
2,097
317
622
347
1,949
221
1,974
74
471
168
1,747
309
418
321
617
352
1,813
324
433
238
2,046
83
499
416
634
430
1,879
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46～図 49・その他) 
 設問
人数 ％ 合計 人数 ％ 合計 人数 ％ 合計 人数 ％ 合計
理科の仕事がしたい 585 40.4 575 41.2 596 37.9 495 40.8
したくない 864 59.6 820 58.8 977 62.1 719 59.2
理科の仕事がしたい 107 32.0 74 25.9 60 15.1 49 19.7
したくない 227 68.0 212 74.1 337 84.9 200 80.3
理科の仕事がしたい 99 18.5 56 15.0 78 14.7 92 15.3
したくない 436 81.5 317 85.0 452 85.3 508 84.7
理科の仕事がしたい 45 13.5 19 8.4 28 8.0 29 7.4
したくない 289 86.5 206 91.6 323 92.0 363 92.6
理科の仕事がしたい 615 40.8 627 39.3 595 35.4 496 37.3
したくない 894 59.2 970 60.7 1,084 64.6 832 62.7
理科の仕事がしたい 73 26.6 20 26.3 56 20.3 34 27.4
したくない 201 73.4 56 73.7 220 79.7 90 72.6
理科の仕事がしたい 94 17.6 57 13.0 71 13.2 93 13.6
したくない 439 82.4 382 87.0 467 86.8 590 86.4
理科の仕事がしたい 49 14.6 17 10.7 35 10.5 29 9.4
したくない 286 85.4 142 89.3 298 89.5 279 90.6
実験や観察が好き 1,781 93.7 1,795 95.1 1,988 93.2 1,493 89.0
嫌い 119 6.3 92 4.9 144 6.8 185 11.0
実験や観察が好き 401 83.2 287 78.8 405 75.3 217 63.6
嫌い 81 16.8 77 21.2 133 24.7 124 36.4
実験や観察が好き 594 79.7 423 83.8 564 77.8 572 71.5
嫌い 151 20.3 82 16.2 161 22.2 228 28.5
実験や観察が好き 265 60.8 162 54.9 217 48.3 188 39.0
嫌い 171 39.2 133 45.1 232 51.7 294 61.0
実験や観察が好き 1,856 92.3 2,000 92.9 2,077 90.8 1,588 85.7
嫌い 155 7.7 152 7.1 211 9.2 265 14.3
実験や観察が好き 323 88.3 75 83.3 301 82.2 121 72.9
嫌い 43 11.7 15 16.7 65 17.8 45 27.1
実験や観察が好き 550 75.7 446 77.2 521 71.1 584 65.0
嫌い 177 24.3 132 22.8 212 28.9 315 35.0
実験や観察が好き 308 67.8 137 62.6 251 58.5 176 46.2
嫌い 146 32.2 82 37.4 178 41.5 205 53.8
自分で予想して実験をする 1,489 79.0 1,544 82.6 1,634 77.1 1,217 73.2
しない 396 21.0 325 17.4 485 22.9 445 26.8
自分で予想して実験をする 299 62.9 239 66.6 317 59.3 162 48.5
しない 176 37.1 120 33.4 218 40.7 172 51.5
自分で予想して実験をする 408 55.2 269 53.8 384 53.4 372 47.2
しない 331 44.8 231 46.2 335 46.6 416 52.8
自分で予想して実験をする 165 38.4 105 36.1 139 31.2 137 28.6
しない 265 61.6 186 63.9 307 68.8 342 71.4
自分で予想して実験をする 1,545 77.5 1,714 80.4 1,708 75.1 1,293 70.5
しない 448 22.5 418 19.6 565 24.9 540 29.5
自分で予想して実験をする 237 65.5 62 71.3 231 63.1 84 51.5
しない 125 34.5 25 28.7 135 36.9 79 48.5
自分で予想して実験をする 389 54.1 302 53.0 367 50.7 415 46.7
しない 330 45.9 268 47.0 357 49.3 473 53.3
自分で予想して実験をする 183 40.7 70 32.3 147 34.4 94 24.9
しない 267 59.3 147 67.7 280 65.6 283 75.1
分からない事を自分から調べる 1,156 61.3 1,131 60.7 1,192 56.4 900 54.2
調べない 729 38.7 732 39.3 922 43.6 760 45.8
分からない事を自分から調べる 203 42.7 146 40.6 197 37.0 117 34.9
調べない 272 57.3 214 59.4 336 63.0 218 65.1
分からない事を自分から調べる 249 33.7 150 30.1 228 31.8 252 32.1
調べない 489 66.3 349 69.9 490 68.2 532 67.9
分からない事を自分から調べる 80 18.6 56 19.2 69 15.5 83 17.4
調べない 349 81.4 236 80.8 376 84.5 395 82.6
分からない事を自分から調べる 1,186 59.5 1,230 57.8 1,241 54.8 947 51.7
調べない 807 40.5 899 42.2 1,024 45.2 884 48.3
分からない事を自分から調べる 172 47.5 43 50.6 136 37.0 67 41.1
調べない 190 52.5 42 49.4 232 63.0 96 58.9
分からない事を自分から調べる 232 32.4 161 28.2 224 31.0 265 29.9
調べない 485 67.6 410 71.8 499 69.0 622 70.1
分からない事を自分から調べる 96 21.3 43 19.9 70 16.4 69 18.5
調べない 354 78.7 173 80.1 357 83.6 304 81.5
出雲市京都市
450 216 427
須賀川市
723
1,993 2,129 2,265
738 499
設問
真岡市
 
番号
 
 
 
 
 
 
問５
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 問７
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 問８
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 問９
 
 
 
 
 
373
717 571 887
362 85 368 163
1,831
429 292 445 478
718 784
475 360 533 335
1,885 1,863 2,114 1,660
450 217 427 377
719 570 724 888
362 87 366 163
1,993 2,132 2,273 1,833
430 291 446 479
739 500 719 788
475 359 535 334
1,885 1,869 2,119 1,662
454 219 429 381
727 578 733 899
366 90 366 166
2,011 2,152 2,288 1,853
436 295 449 482
745 505 725 800
482 364 538 341
1,900 1,887 2,132 1,678
335 159 333 308
533 439 538 683
274 76 276 124
1,509 1,597 1,679 1,328
334 225 351 392
535 373 530 600
334 286 397 249
1,449 1,395 1,573 1,214
分からな
い
分かった
分からなかった
分からな
い
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分かる
分かった
分からなかった
分からな
い
分かった
分からなかった
分かる
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分からな
い
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分かる
分かった
分からなかった
分からな
い
分かった
分からなかった
分かる
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分からな
い
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分かる
分かった
分からなかった
分からな
い
分かった
分からなかった
分かる
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分からな
い
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分かる
分かった
分からなかった
分かる
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
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人数 ％ 合計 人数 ％ 合計 人数 ％ 合計 人数 ％ 合計
国の発展にとって重要だ 1,515 93.4 1,543 94.5 1,691 93.7 1,281 93.6
重要ではない 107 6.6 89 5.5 113 6.3 87 6.4
国の発展にとって重要だ 312 86.2 262 89.1 323 81.6 197 84.5
重要ではない 50 13.8 32 10.9 73 18.4 36 15.5
国の発展にとって重要だ 492 87.4 339 86.3 467 84.8 482 82.4
重要ではない 71 12.6 54 13.7 84 15.2 103 17.6
国の発展にとって重要だ 219 72.8 145 75.9 193 66.3 199 66.6
重要ではない 82 27.2 46 24.1 98 33.7 100 33.4
国の発展にとって重要だ 1,570 92.7 1,738 94.2 1,761 92.6 1,361 92.2
重要ではない 124 7.3 107 5.8 141 7.4 115 7.8
国の発展にとって重要だ 253 88.5 59 80.8 241 84.6 117 92.9
重要ではない 33 11.5 14 19.2 44 15.4 9 7.1
国の発展にとって重要だ 476 86.2 378 85.9 448 83.4 537 82.4
重要ではない 76 13.8 62 14.1 89 16.6 115 17.6
国の発展にとって重要だ 236 75.4 105 73.4 206 70.1 144 62.3
重要ではない 77 24.6 38 26.6 88 29.9 87 37.7
科学館へ行くことが好き 1,424 75.6 1,411 75.7 1,624 76.8 1,303 78.4
嫌い 459 24.4 453 24.3 491 23.2 359 21.6
科学館へ行くことが好き 211 44.6 199 55.4 235 44.0 128 38.3
嫌い 262 55.4 160 44.6 299 56.0 206 61.7
科学館へ行くことが好き 458 62.0 292 58.8 436 60.8 529 67.9
嫌い 281 38.0 205 41.2 281 39.2 250 32.1
科学館へ行くことが好き 125 29.2 111 38.1 129 28.9 140 29.7
嫌い 303 70.8 180 61.9 318 71.1 332 70.3
科学館へ行くことが好き 1,435 72.1 1,550 72.9 1,653 72.9 1,346 73.5
嫌い 555 27.9 577 27.1 614 27.1 486 26.5
科学館へ行くことが好き 194 53.7 55 63.2 196 53.4 82 50.3
嫌い 167 46.3 32 36.8 171 46.6 81 49.7
科学館へ行くことが好き 402 56.1 299 52.5 395 54.6 535 60.7
嫌い 315 43.9 270 47.5 328 45.4 346 39.3
科学館へ行くことが好き 183 40.7 99 46.0 161 37.7 133 36.0
嫌い 267 59.3 116 54.0 266 62.3 236 64.0
注） 各設問では「わからない」と回答した児童生徒と無回答であった児童生徒を除いて集計した。
なお、各設問と”理科の授業が分かる、分からない”および”科学館学習がおもしろかった、おもしろくなかった、分かった、分からなかった”
それぞれの回答のくくり方は、本文および、資料５に準じる。
須賀川市 真岡市 京都市 出雲市設問
番号
理科の授
業が
科学館学習が 設問
問10
問11
450
739
1,883
313
286
301
362
361 87
428
2,127
367 163
291
1,990
427 369
717 569 723 881
215
2,267 1,832
447 472
497 717 779
534 334
1,864 2,115 1,662
473 359
143 294 231
552 440 537 652
73 285 126
1,694 1,845 1,902 1,476
191 291 299
563 393 551 585
294 396 233
1,622 1,632 1,804 1,368
分からな
い
分かった
分からなかった
分からな
い
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分かる
分かった
分からなかった
分からな
い
分かった
分からなかった
分かる
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分からな
い
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
分かる
分かった
分からなかった
分かる
おもしろかった
おもしろくなかっ
た
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 資料８ 出雲市における科学館学習の前と後のアンケートの集計 
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451
問1 理科の勉強は好きですか(出雲市）
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかとい
えばそう思
わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 120 174 58 29 58 3 442
％ 27.1 39.4 13.1 6.6 13.1 0.7 100.0
度数 121 200 63 14 52 1 451
％ 26.8 44.3 14.0 3.1 11.5 0.2 100.0
問2 理科の勉強は大切だと思いますか(出雲市）
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかとい
えばそう思
わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 166 178 26 5 63 4 442
％ 37.6 40.3 5.9 1.1 14.3 0.9 100.0
度数 175 192 24 6 54 451
％ 38.8 42.6 5.3 1.3 12.0 100.0
問3 理科を勉強すれば、自分のすきな仕事につくことに役立つと思いますか(出雲市）
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかとい
えばそう思
わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 69 117 74 52 123 7 442
％ 15.6 26.5 16.7 11.8 27.8 1.6 100.0
度数 65 118 72 59 134 3 451
％ 14.4 26.2 16.0 13.1 29.7 0.7 100.0
問4 理科を勉強すれば、自分の普段の生活や社会に出て役立つと思いますか(出雲市）
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかとい
えばそう思
わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 122 175 40 15 86 4 442
％ 27.6 39.6 9.0 3.4 19.5 0.9 100.0
度数 113 175 44 18 100 1 451
％ 25.1 38.8 9.8 4.0 22.2 0.2 100.0
問5 将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか(出雲市）
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかとい
えばそう思
わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 122 175 40 15 86 4 442
％ 27.6 39.6 9.0 3.4 19.5 0.9 100.0
度数 113 175 44 18 100 1 451
％ 25.1 38.8 9.8 4.0 22.2 0.2 100.0
問6 理科の授業がどの程度わかりますか(出雲市）
よく分かる だいたい分かる 半々
わからない
ことが多い
ほとんど分
からない 無回答 合計
度数 85 245 89 15 4 4 442
％ 19.2 55.4 20.1 3.4 0.9 0.9 100.0
度数 105 247 90 6 1 2
％ 23.3 54.8 20.0 1.3 0.2 0.4 100.0
表8－１　出雲市における科学館学習の前と後のアンケートの集計
科学館学習の前
科学館学習の後
科学館学習の後
科学館学習の前
科学館学習の後
科学館学習の前
科学館学習の後
科学館学習の前
科学館学習の後
科学館学習の前
科学館学習の前
科学館学習の後
 
 問7 理科の勉強で、実験や観察をすることはすきですか(出雲市）
好きだ どちらかといえば好きだ
どちらかとい
えば好きで
はない
好きではな
い 無回答 合計
度数 177 183 59 18 5 442
％ 40.0 41.4 13.3 4.1 1.1 100.0
度数 206 202 33 9 1 451
％ 45.7 44.8 7.3 2.0 0.2 100.0
問8 自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか(出雲市）
そうしている
どちらかとい
えばそうして
いる
どちらかとい
えばそうして
いない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 79 193 123 44 3 442
％ 17.9 43.7 27.8 10.0 0.7 100.0
度数 86 216 106 38 5 451
％ 19.1 47.9 23.5 8.4 1.1 100.0
問9 わからないことや興味・関心をもったことについて自分から調べようとしていますか（出雲市）
そうしている
どちらかとい
えばそうして
いる
どちらかとい
えばそうして
いない
そうしていな
い 無回答 合計
度数 46 157 153 81 5 442
％ 10.4 35.5 34.6 18.3 1.1 100.0
度数 28 146 173 99 5 451
％ 6.2 32.4 38.4 22.0 1.1 100.0
問10 科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか(出雲市）
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかとい
えばそう思
わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
度数 153 117 21 9 138 4 442
％ 34.6 26.5 4.8 2.0 31.2 0.9 100.0
度数 164 151 18 6 104 8 451
％ 36.4 33.5 4.0 1.3 23.1 1.8 100.0
問11 博物館や科学館へ行くことはすきですか(出雲市）
好きだ どちらかといえば好きだ
どちらかとい
えば好きで
はない
好きではな
い 無回答 合計
度数 166 203 52 15 6 442
％ 37.6 45.9 11.8 3.4 1.4 100.0
度数 152 212 62 16 9 451
％ 33.7 47.0 13.7 3.5 2.0 100.0
問12 理科の勉強はおもしろいですか（出雲市）
おもしろい
どちらかとい
えばおもしろ
い
ふつう
どちらかとい
えばおもしろ
くない
おもしろくな
い 無回答 合計
度数 141 93 174 14 15 5 442
％ 31.9 21.0 39.4 3.2 3.4 1.1 100.0
度数 152 212 62 16 9 451
％ 33.7 47.0 13.7 3.5 2.0 100.0
科学館学習の前
科学館学習の後
科学館学習の後
科学館学習の前
科学館学習の後
科学館学習の前
科学館学習の前
科学館学習の後
科学館学習の前
科学館学習の後
科学館学習の後
科学館学習の前
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表８－２ 科学館学習の後で、科学館学習が分かったか、おもしろかったかで分類し集計 
<出雲市> 
科学館学習が分かっ
た、おもしろかった 
 
（n＝336人） 
科学館学習が分か
らなかった、おもし
ろかった 
（n＝33人） 
科学館学習が分かっ
た、おもしろくなか
った 
（n＝55人） 
分からなかった、お
もしろくなかった 
 
（n＝27人） 
 
度数 (度数)/n×100(％) 度数 (度数)/n×100(％) 度数 (度数)/n×100（％） 度数 (度数)/n×100(％） 
理科が好き 265 78.9 22 66.7 23 41.8 5 18.5 
理科は大切だ 287 85.4 24 72.7 35 63.6 15 55.6 
仕事につくこと
に役立つ 
141 42.0 11 33.3 19 34.5 8 29.6 
生活や社会に出
て役立つ 
231 68.8 18 54.5 30 54.5 6 22.2 
理科を生かした
仕事がしたい 
76 22.6 5 15.2 8 14.5 3 11.1 
理科の授業が分
かる 
285 84.8 17 51.5 38 69.1 6 22.2 
実験や観察が 
好き 
316 94.0 32 97.0 37 67.3 16 59.3 
自分で予想して
実験をする 
246 73.2 24 72.7 23 41.8 4 14.8 
分からない事を
自分で調べる 
147 43.8 10 30.3 14 25.5 1 3.7 
科学は国の発展
に重要だ 
250 74.4 22 66.7 29 52.7 10 37.0 
博物館、科学館へ
行くことが好き 
292 86.9 24 72.7 29 52.7 14 51.9 
理科の勉強は 
おもしろい 
236 70.2 15 45.5 15 27.3 3 11.1 
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資料９ アンケートの男女別の集計 
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 96 149 55 19 23 1 343
学年 の % 28.0 43.4 16.0 5.5 6.7 0.3 100.0 71.4
度数 95 143 49 18 27 2 334
学年 の % 28.4 42.8 14.7 5.4 8.1 0.6 100.0 71.3
度数 60 129 72 34 37 1 333
学年 の % 18.0 38.7 21.6 10.2 11.1 0.3 100.0 56.8
度数 79 103 108 38 41 2 371
学年 の % 21.3 27.8 29.1 10.2 11.1 0.5 100.0 49.1
度数 69 136 82 38 30 5 360
学年 の % 19.2 37.8 22.8 10.6 8.3 1.4 100.0 56.9
度数 399 660 366 147 158 11 1,741
全体 の % 22.9 37.9 21.0 8.4 9.1 0.6 100.0 60.8
男子 度数 145 134 37 26 32 8 382
学年 の % 38.0 35.1 9.7 6.8 8.4 2.1 100.0 73.0
度数 146 163 43 25 28 1 406
学年 の % 36.0 40.1 10.6 6.2 6.9 0.2 100.0 76.1
度数 122 158 38 17 22 2 359
学年 の % 34.0 44.0 10.6 4.7 6.1 0.6 100.0 78.0
度数 95 133 42 22 43 7 342
学年 の % 27.8 38.9 12.3 6.4 12.6 2.0 100.0 66.7
度数 132 165 50 28 35 7 417
学年 の % 31.7 39.6 12.0 6.7 8.4 1.7 100.0 71.2
度数 640 753 210 118 160 25 1,906
全体 の % 33.6 39.5 11.0 6.2 8.4 1.3 100.0 73.1
無回答 度数 1 0 2 3
学年 の % 33.3 0.0 66.7 100.0 33.3
度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 1 2 5
全体 の % 40.0 20.0 40.0 100.0 60.0
表９－１　理科の勉強は好きですか＜須賀川市＞
小５
小６
中１
中２
中３
合計
小５
小６
中１
中２
中３
合計
合計
小５
中１
中３
 
表９－２　理科の勉強が好きですか＜真岡市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 不明 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 111 141 21 7 12 0 292
学年 の % 38.0 48.3 7.2 2.4 4.1 0.0 100.0 86.3
度数 77 133 50 17 17 1 295
学年 の % 26.1 45.1 16.9 5.8 5.8 0.3 100.0 71.2
度数 43 105 58 26 30 4 266
学年 の % 16.2 39.5 21.8 9.8 11.3 1.5 100.0 55.6
度数 65 106 62 33 39 4 309
学年 の % 21.0 34.3 20.1 10.7 12.6 1.3 100.0 55.3
度数 53 122 58 38 36 1 308
学年 の % 17.2 39.6 18.8 12.3 11.7 0.3 100.0 56.8
度数 349 607 249 121 134 10 1,470
全体 の % 23.7 41.3 16.9 8.2 9.1 0.7 100.0 65.0
男子 度数 153 116 14 8 19 0 310
学年 の % 49.4 37.4 4.5 2.6 6.1 0.0 100.0 86.8
度数 135 147 19 8 19 3 331
学年 の % 40.8 44.4 5.7 2.4 5.7 0.9 100.0 85.2
度数 99 119 34 23 20 2 297
学年 の % 33.3 40.1 11.4 7.7 6.7 0.7 100.0 73.4
度数 110 151 35 17 24 5 342
学年 の % 32.2 44.2 10.2 5.0 7.0 1.5 100.0 76.3
度数 108 140 33 18 36 1 336
学年 の % 32.1 41.7 9.8 5.4 10.7 0.3 100.0 73.8
度数 605 673 135 74 118 11 1,616
全体 の % 37.4 41.6 8.4 4.6 7.3 0.7 100.0 79.1
無回答 度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 1 0 2
学年 の % 50.0 50.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 2 1 5
全体 の % 40.0 40.0 20.0 100.0 80.0
中３
合計
小６
中１
中２
中１
中２
中３
合計
中３
合計
小５
小６
小５
小６
中１
中２
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表９－３　理科の勉強は好きですか＜京都市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 117 165 67 45 49 2 445
学年 の % 26.3 37.1 15.1 10.1 11.0 0.4 100.0 63.4
度数 112 202 116 59 76 2 567
学年 の % 19.8 35.6 20.5 10.4 13.4 0.4 100.0 55.4
度数 51 122 111 104 60 6 454
学年 の % 11.2 26.9 24.4 22.9 13.2 1.3 100.0 38.1
度数 76 174 86 64 62 14 476
学年 の % 16.0 36.6 18.1 13.4 13.0 2.9 100.0 52.5
度数 356 663 380 272 247 24 1,942
全体 の % 18.3 34.1 19.6 14.0 12.7 1.2 100.0 52.5
男子 度数 181 166 40 34 55 3 479
学年 の % 37.8 34.7 8.4 7.1 11.5 0.6 100.0 72.4
度数 197 193 67 55 47 4 563
学年 の % 35.0 34.3 11.9 9.8 8.3 0.7 100.0 69.3
度数 130 196 68 68 53 3 518
学年 の % 25.1 37.8 13.1 13.1 10.2 0.6 100.0 62.9
度数 158 199 66 35 60 17 535
学年 の % 29.5 37.2 12.3 6.5 11.2 3.2 100.0 66.7
度数 666 754 241 192 215 27 2,095
全体 の % 31.8 36.0 11.5 9.2 10.3 1.3 100.0 67.8
無回答 度数 1 1 1 1 0 0 4
学年 の % 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 1 1 0 0 0 1 3
学年 の % 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 100.0 66.7
度数 1 0 1 1 1 1 5
学年 の % 20.0 0.0 20.0 20.0 20.0 20.0 100.0 20.0
度数 3 2 2 2 1 2 12
全体 の % 25.0 16.7 16.7 16.7 8.3 16.7 100.0 41.7
合計
中１
中２
小５
小６
中１
中２
中２
中１
合計
合計
小５
小５
小６
 
 
表９－４　理科の勉強は好きですか＜出雲市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 99 165 67 30 59 3 423
学年 の % 23.4 39.0 15.8 7.1 13.9 0.7 100.0 62.4
度数 78 185 79 38 36 5 421
学年 の % 18.5 43.9 18.8 9.0 8.6 1.2 100.0 62.5
度数 36 96 103 87 52 2 376
学年 の % 9.6 25.5 27.4 23.1 13.8 0.5 100.0 35.1
度数 44 109 91 81 67 4 396
学年 の % 11.1 27.5 23.0 20.5 16.9 1.0 100.0 38.6
度数 74 180 86 48 63 7 458
学年 の % 16.2 39.3 18.8 10.5 13.8 1.5 100.0 55.5
度数 331 735 426 284 277 21 2,074
全体 の % 16.0 35.4 20.5 13.7 13.4 1.0 100.0 51.4
男子 度数 133 168 34 16 45 1 397
学年 の % 33.5 42.3 8.6 4.0 11.3 0.3 100.0 75.8
度数 139 193 56 38 30 9 465
学年 の % 29.9 41.5 12.0 8.2 6.5 1.9 100.0 71.4
度数 110 157 63 37 53 10 430
学年 の % 25.6 36.5 14.7 8.6 12.3 2.3 100.0 62.1
度数 92 149 72 43 61 8 425
学年 の % 21.6 35.1 16.9 10.1 14.4 1.9 100.0 56.7
度数 131 169 38 19 43 9 409
学年 の % 32.0 41.3 9.3 4.6 10.5 2.2 100.0 73.3
度数 605 836 263 153 232 37 2,126
全体 の % 28.5 39.3 12.4 7.2 10.9 1.7 100.0 67.8
無回答 度数 2 0 1 1 0 0 4
学年 の % 50.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 0 1 0 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 1 1 1 1 0 4
学年 の % 0.0 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 100.0 25.0
度数 0 1 1 2 2 1 7
学年 の % 0.0 14.3 14.3 28.6 28.6 14.3 100.0 14.3
度数 0 1 1 0 0 0 2
学年 の % 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 2 4 4 4 3 1 18
全体 の % 11.1 22.2 22.2 22.2 16.7 5.6 100.0 33.3
小６
中１
中２
合計
中３
中３
小５
中２
合計
小５
中３
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
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表９－５　理科の勉強は大切だと思いますか＜須賀川市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 148 140 13 12 28 2 343
学年 の % 43.1 40.8 3.8 3.5 8.2 0.6 100.0 84.0
度数 149 131 16 6 29 3 334
学年 の % 44.6 39.2 4.8 1.8 8.7 0.9 100.0 83.8
度数 79 150 42 13 48 1 333
学年 の % 23.7 45.0 12.6 3.9 14.4 0.3 100.0 68.8
度数 79 163 50 22 56 1 371
学年 の % 21.3 43.9 13.5 5.9 15.1 0.3 100.0 65.2
度数 98 172 25 15 46 4 360
学年 の % 27.2 47.8 6.9 4.2 12.8 1.1 100.0 75.0
度数 553 756 146 68 207 11 1,741
全体 の % 31.8 43.4 8.4 3.9 11.9 0.6 100.0 75.2
男子 度数 163 151 16 11 30 11 382
学年 の % 42.7 39.5 4.2 2.9 7.9 2.9 100.0 82.2
度数 192 142 27 12 32 1 406
学年 の % 47.3 35.0 6.7 3.0 7.9 0.2 100.0 82.3
度数 114 154 37 15 37 2 359
学年 の % 31.8 42.9 10.3 4.2 10.3 0.6 100.0 74.7
度数 107 133 32 19 46 5 342
学年 の % 31.3 38.9 9.4 5.6 13.5 1.5 100.0 70.2
度数 136 170 38 28 37 8 417
学年 の % 32.6 40.8 9.1 6.7 8.9 1.9 100.0 73.4
度数 712 750 150 85 182 27 1,906
全体 の % 37.4 39.3 7.9 4.5 9.5 1.4 100.0 76.7
無回答 度数 2 1 0 3
学年 の % 66.7 33.3 0.0 100.0 100.0
度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 3 1 1 5
全体 の % 60.0 20.0 20.0 100.0 80.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
 
表９－６　理科の勉強は大切だと思いますか＜真岡市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 141 114 8 1 24 4 292
学年 の % 48.3 39.0 2.7 0.3 8.2 1.4 100.0 87.3
度数 117 141 10 3 22 2 295
学年 の % 39.7 47.8 3.4 1.0 7.5 0.7 100.0 87.5
度数 67 114 30 9 43 3 266
学年 の % 25.2 42.9 11.3 3.4 16.2 1.1 100.0 68.0
度数 63 143 40 17 42 4 309
学年 の % 20.4 46.3 12.9 5.5 13.6 1.3 100.0 66.7
度数 60 145 34 13 54 2 308
学年 の % 19.5 47.1 11.0 4.2 17.5 0.6 100.0 66.6
度数 448 657 122 43 185 15 1,470
全体 の % 30.5 44.7 8.3 2.9 12.6 1.0 100.0 75.2
男子 度数 145 127 6 6 23 3 310
学年 の % 46.8 41.0 1.9 1.9 7.4 1.0 100.0 87.7
度数 157 131 12 9 17 5 331
学年 の % 47.4 39.6 3.6 2.7 5.1 1.5 100.0 87.0
度数 91 134 14 10 44 4 297
学年 の % 30.6 45.1 4.7 3.4 14.8 1.3 100.0 75.8
度数 93 149 27 21 46 6 342
学年 の % 27.2 43.6 7.9 6.1 13.5 1.8 100.0 70.8
度数 94 158 25 22 36 1 336
学年 の % 28.0 47.0 7.4 6.5 10.7 0.3 100.0 75.0
度数 580 699 84 68 166 19 1,616
全体 の % 35.9 43.3 5.2 4.2 10.3 1.2 100.0 79.1
無回答 度数 1 1
学年 の % 100.0 100.0 100.0
度数 2 2
学年 の % 100.0 100.0 100.0
度数 1 1
学年 の % 100.0 100.0 100.0
度数 1 1
学年 の % 100.0 100.0 100.0
度数 5 5
全体 の % 100.0 100.0 100.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
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表９－７　理科の勉強は大切だと思いますか＜京都市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 185 179 21 14 42 4 445
学年 の % 41.6 40.2 4.7 3.1 9.4 0.9 100.0 81.8
度数 195 233 39 21 74 5 567
学年 の % 34.4 41.1 6.9 3.7 13.1 0.9 100.0 75.5
度数 89 155 68 48 90 4 454
学年 の % 19.6 34.1 15.0 10.6 19.8 0.9 100.0 53.7
度数 73 187 72 43 87 14 476
学年 の % 15.3 39.3 15.1 9.0 18.3 2.9 100.0 54.6
度数 542 754 200 126 293 27 1,942
全体 の % 27.9 38.8 10.3 6.5 15.1 1.4 100.0 66.7
男子 度数 237 159 16 19 40 8 479
学年 の % 49.5 33.2 3.3 4.0 8.4 1.7 100.0 82.7
度数 228 195 38 29 65 8 563
学年 の % 40.5 34.6 6.7 5.2 11.5 1.4 100.0 75.1
度数 144 198 43 48 81 4 518
学年 の % 27.8 38.2 8.3 9.3 15.6 0.8 100.0 66.0
度数 157 198 54 30 80 16 535
学年 の % 29.3 37.0 10.1 5.6 15.0 3.0 100.0 66.4
度数 766 750 151 126 266 36 2,095
全体 の % 36.6 35.8 7.2 6.0 12.7 1.7 100.0 72.4
無回答 度数 2 1 0 1 0 4
学年 の % 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 100.0 75.0
度数 1 1 0 0 1 3
学年 の % 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 100.0 66.7
度数 1 0 1 2 1 5
学年 の % 20.0 0.0 20.0 40.0 20.0 100.0 20.0
度数 4 2 1 3 2 12
全体 の % 33.3 16.7 8.3 25.0 16.7 100.0 50.0
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
中１
中２
合計
小５
 
 
表９－８　理科の勉強は大切だと思いますか＜出雲市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 159 186 17 4 52 5 423
学年 の % 37.6 44.0 4.0 0.9 12.3 1.2 100.0 81.6
度数 140 195 29 6 47 4 421
学年 の % 33.3 46.3 6.9 1.4 11.2 1.0 100.0 79.6
度数 51 139 57 33 94 2 376
学年 の % 13.6 37.0 15.2 8.8 25.0 0.5 100.0 50.5
度数 46 129 76 60 82 3 396
学年 の % 11.6 32.6 19.2 15.2 20.7 0.8 100.0 44.2
度数 88 172 67 33 91 7 458
学年 の % 19.2 37.6 14.6 7.2 19.9 1.5 100.0 56.8
度数 484 821 246 136 366 21 2,074
全体 の % 23.3 39.6 11.9 6.6 17.6 1.0 100.0 62.9
男子 度数 181 137 18 8 48 5 397
学年 の % 45.6 34.5 4.5 2.0 12.1 1.3 100.0 80.1
度数 187 179 30 23 40 6 465
学年 の % 40.2 38.5 6.5 4.9 8.6 1.3 100.0 78.7
度数 124 160 44 33 60 9 430
学年 の % 28.8 37.2 10.2 7.7 14.0 2.1 100.0 66.0
度数 110 132 53 50 71 9 425
学年 の % 25.9 31.1 12.5 11.8 16.7 2.1 100.0 56.9
度数 133 149 42 22 53 10 409
学年 の % 32.5 36.4 10.3 5.4 13.0 2.4 100.0 68.9
度数 735 757 187 136 272 39 2,126
全体 の % 34.6 35.6 8.8 6.4 12.8 1.8 100.0 70.2
無回答 度数 2 0 1 0 1 0 4
学年 の % 50.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 100.0 50.0
度数 0 1 0 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 2 1 0 0 0 4
学年 の % 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 100.0 75.0
度数 0 3 0 2 1 1 7
学年 の % 0.0 42.9 0.0 28.6 14.3 14.3 100.0 42.9
度数 0 2 0 0 0 0 2
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 3 8 2 2 2 1 18
全体 の % 16.7 44.4 11.1 11.1 11.1 5.6 100.0 61.1
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
小５
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
小６
中１
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そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 70 104 49 42 76 2 343
学年 の % 20.4 30.3 14.3 12.2 22.2 0.6 100.0 50.7
度数 75 105 47 38 68 1 334
学年 の % 22.5 31.4 14.1 11.4 20.4 0.3 100.0 53.9
度数 36 64 66 49 114 4 333
学年 の % 10.8 19.2 19.8 14.7 34.2 1.2 100.0 30.0
度数 40 64 68 104 93 2 371
学年 の % 10.8 17.3 18.3 28.0 25.1 0.5 100.0 28.0
度数 51 70 70 72 92 5 360
学年 の % 14.2 19.4 19.4 20.0 25.6 1.4 100.0 33.6
度数 272 407 300 305 443 14 1,741
全体 の % 15.6 23.4 17.2 17.5 25.4 0.8 100.0 39.0
男子 度数 98 102 50 40 81 11 382
学年 の % 25.7 26.7 13.1 10.5 21.2 2.9 100.0 52.4
度数 78 103 63 71 82 9 406
学年 の % 19.2 25.4 15.5 17.5 20.2 2.2 100.0 44.6
度数 58 94 75 41 86 5 359
学年 の % 16.2 26.2 20.9 11.4 24.0 1.4 100.0 42.3
度数 46 75 70 41 106 4 342
学年 の % 13.5 21.9 20.5 12.0 31.0 1.2 100.0 35.4
度数 70 111 72 68 87 9 417
学年 の % 16.8 26.6 17.3 16.3 20.9 2.2 100.0 43.4
度数 350 485 330 261 442 38 1,906
全体 の % 18.4 25.4 17.3 13.7 23.2 2.0 100.0 43.8
無回答 度数 1 1 1 3
学年 の % 33.3 33.3 33.3 100.0 33.3
度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 2 1 5
全体 の % 40.0 40.0 20.0 100.0 40.0
中３
合計
表９－９　理科を勉強すれば、自分の好きな仕事につくときに役立つと思いますか＜須賀川市＞
中３
合計
小５
中１
小５
小６
小５
小６
中１
中２
中１
中２
中３
合計
 
表９－10　理科を勉強すれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか＜真岡市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 75 102 24 21 68 2 292
学年 の % 25.7 34.9 8.2 7.2 23.3 0.7 100.0 60.6
度数 55 81 58 38 58 5 295
学年 の % 18.6 27.5 19.7 12.9 19.7 1.7 100.0 46.1
度数 19 64 56 44 77 6 266
学年 の % 7.1 24.1 21.1 16.5 28.9 2.3 100.0 31.2
度数 23 45 58 91 88 4 309
学年 の % 7.4 14.6 18.8 29.4 28.5 1.3 100.0 22.0
度数 23 48 67 86 83 1 308
学年 の % 7.5 15.6 21.8 27.9 26.9 0.3 100.0 23.1
度数 195 340 263 280 374 18 1,470
全体 の % 13.3 23.1 17.9 19.0 25.4 1.2 100.0 36.4
男子 度数 89 96 25 29 67 4 310
学年 の % 28.7 31.0 8.1 9.4 21.6 1.3 100.0 59.7
度数 69 129 43 38 48 4 331
学年 の % 20.8 39.0 13.0 11.5 14.5 1.2 100.0 59.8
度数 46 81 40 35 92 3 297
学年 の % 15.5 27.3 13.5 11.8 31.0 1.0 100.0 42.8
度数 49 60 54 69 103 7 342
学年 の % 14.3 17.5 15.8 20.2 30.1 2.0 100.0 31.9
度数 59 84 58 60 74 1 336
学年 の % 17.6 25.0 17.3 17.9 22.0 0.3 100.0 42.6
度数 312 450 220 231 384 19 1,616
全体 の % 19.3 27.8 13.6 14.3 23.8 1.2 100.0 47.2
無回答 度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0
度数 1 0 1 2
学年 の % 50.0 0.0 50.0 100.0 50.0
度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 1 2 5
全体 の % 40.0 20.0 40.0 100.0 40.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
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表９－11　理科を勉強すれば、自分の好きな仕事につくことに役立つと思いますか＜京都市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 89 113 62 66 109 6 445
学年 の % 20.0 25.4 13.9 14.8 24.5 1.3 100.0 45.4
度数 100 126 91 90 152 8 567
学年 の % 17.6 22.2 16.0 15.9 26.8 1.4 100.0 39.9
度数 41 65 95 123 127 3 454
学年 の % 9.0 14.3 20.9 27.1 28.0 0.7 100.0 23.3
度数 32 83 107 119 121 14 476
学年 の % 6.7 17.4 22.5 25.0 25.4 2.9 100.0 24.2
度数 262 387 355 398 509 31 1,942
全体 の % 13.5 19.9 18.3 20.5 26.2 1.6 100.0 33.4
男子 度数 99 134 55 72 107 12 479
学年 の % 20.7 28.0 11.5 15.0 22.3 2.5 100.0 48.6
度数 101 142 69 101 143 7 563
学年 の % 17.9 25.2 12.3 17.9 25.4 1.2 100.0 43.2
度数 66 100 81 109 154 8 518
学年 の % 12.7 19.3 15.6 21.0 29.7 1.5 100.0 32.0
度数 91 117 88 90 133 16 535
学年 の % 17.0 21.9 16.4 16.8 24.9 3.0 100.0 38.9
度数 357 493 293 372 537 43 2,095
全体 の % 17.0 23.5 14.0 17.8 25.6 2.1 100.0 40.6
無回答 度数 1 1 1 1 0 0 4
学年 の % 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 1 1 0 0 0 1 3
学年 の % 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 100.0 66.7
度数 1 0 0 2 1 1 5
学年 の % 20.0 0.0 0.0 40.0 20.0 20.0 100.0 20.0
度数 3 2 1 3 1 2 12
全体 の % 25.0 16.7 8.3 25.0 8.3 16.7 100.0 41.7
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
中１
中２
合計
小５
 
 
表９－12　理科を勉強すれば、自分のすきな仕事につくことに役立つと思いますか＜出雲市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 65 118 72 40 123 5 423
学年 の % 15.4 27.9 17.0 9.5 29.1 1.2 100.0 43.3
度数 65 111 56 59 125 5 421
学年 の % 15.4 26.4 13.3 14.0 29.7 1.2 100.0 41.8
度数 39 61 68 87 119 2 376
学年 の % 10.4 16.2 18.1 23.1 31.6 0.5 100.0 26.6
度数 27 41 82 118 124 4 396
学年 の % 6.8 10.4 20.7 29.8 31.3 1.0 100.0 17.2
度数 54 57 86 126 128 7 458
学年 の % 11.8 12.4 18.8 27.5 27.9 1.5 100.0 24.2
度数 250 388 364 430 619 23 2,074
全体 の % 12.1 18.7 17.6 20.7 29.8 1.1 100.0 30.8
男子 度数 92 107 44 44 102 8 397
学年 の % 23.2 27.0 11.1 11.1 25.7 2.0 100.0 50.1
度数 82 119 42 78 138 6 465
学年 の % 17.6 25.6 9.0 16.8 29.7 1.3 100.0 43.2
度数 69 80 66 74 128 13 430
学年 の % 16.0 18.6 15.3 17.2 29.8 3.0 100.0 34.7
度数 43 91 66 89 125 11 425
学年 の % 10.1 21.4 15.5 20.9 29.4 2.6 100.0 31.5
度数 75 101 61 51 110 11 409
学年 の % 18.3 24.7 14.9 12.5 26.9 2.7 100.0 43.0
度数 361 498 279 336 603 49 2,126
全体 の % 17.0 23.4 13.1 15.8 28.4 2.3 100.0 40.4
無回答 度数 1 1 0 1 1 0 4
学年 の % 25.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 100.0 50.0
度数 0 1 0 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 2 1 0 1 0 4
学年 の % 0.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 100.0 50.0
度数 0 1 1 2 2 1 7
学年 の % 0.0 14.3 14.3 28.6 28.6 14.3 100.0 14.3
度数 0 1 0 0 1 0 2
学年 の % 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 50.0
度数 1 6 2 3 5 1 18
全体 の % 5.6 33.3 11.1 16.7 27.8 5.6 100.0 38.9
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
小５
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
小６
中１
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表９－13　理科を勉強すれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか＜須賀川市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 144 122 22 9 43 3 343
学年 の % 42.0 35.6 6.4 2.6 12.5 0.9 100.0 77.6
度数 108 138 24 12 49 3 334
学年 の % 32.3 41.3 7.2 3.6 14.7 0.9 100.0 73.7
度数 66 126 43 23 73 2 333
学年 の % 19.8 37.8 12.9 6.9 21.9 0.6 100.0 57.7
度数 56 145 58 33 77 2 371
学年 の % 15.1 39.1 15.6 8.9 20.8 0.5 100.0 54.2
度数 61 137 51 31 76 4 360
学年 の % 16.9 38.1 14.2 8.6 21.1 1.1 100.0 55.0
度数 435 668 198 108 318 14 1,741
全体 の % 25.0 38.4 11.4 6.2 18.3 0.8 100.0 63.4
男子 度数 138 125 25 21 63 10 382
学年 の % 36.1 32.7 6.5 5.5 16.5 2.6 100.0 68.8
度数 127 164 34 27 54 0 406
学年 の % 31.3 40.4 8.4 6.7 13.3 0.0 100.0 71.7
度数 77 142 47 22 69 2 359
学年 の % 21.4 39.6 13.1 6.1 19.2 0.6 100.0 61.0
度数 71 120 45 27 73 6 342
学年 の % 20.8 35.1 13.2 7.9 21.3 1.8 100.0 55.8
度数 81 156 51 50 69 10 417
学年 の % 19.4 37.4 12.2 12.0 16.5 2.4 100.0 56.8
度数 494 707 202 147 328 28 1,906
全体 の % 25.9 37.1 10.6 7.7 17.2 1.5 100.0 63.0
無回答 度数 1 2 3
学年 の % 33.3 66.7 100.0 100.0
度数 0 1 1
学年 の % 0.0 100.0 100.0 100.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 3 5
全体 の % 40.0 60.0 100.0 100.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
 
表９－14　理科を勉強すれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか＜真岡市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 112 112 17 6 44 1 292
学年 の % 38.4 38.4 5.8 2.1 15.1 0.3 100.0 76.7
度数 100 123 23 3 44 2 295
学年 の % 33.9 41.7 7.8 1.0 14.9 0.7 100.0 75.6
度数 42 106 43 18 52 5 266
学年 の % 15.8 39.8 16.2 6.8 19.5 1.9 100.0 55.6
度数 41 110 40 39 74 5 309
学年 の % 13.3 35.6 12.9 12.6 23.9 1.6 100.0 48.9
度数 34 122 36 42 73 1 308
学年 の % 11.0 39.6 11.7 13.6 23.7 0.3 100.0 50.6
度数 329 573 159 108 287 14 1,470
全体 の % 22.4 39.0 10.8 7.3 19.5 1.0 100.0 61.4
男子 度数 113 119 22 17 37 2 310
学年 の % 36.5 38.4 7.1 5.5 11.9 0.6 100.0 74.8
度数 135 129 20 15 29 3 331
学年 の % 40.8 39.0 6.0 4.5 8.8 0.9 100.0 79.8
度数 64 114 23 24 70 2 297
学年 の % 21.5 38.4 7.7 8.1 23.6 0.7 100.0 59.9
度数 71 112 40 36 75 8 342
学年 の % 20.8 32.7 11.7 10.5 21.9 2.3 100.0 53.5
度数 69 139 50 24 53 1 336
学年 の % 20.5 41.4 14.9 7.1 15.8 0.3 100.0 61.9
度数 452 613 155 116 264 16 1,616
全体 の % 28.0 37.9 9.6 7.2 16.3 1.0 100.0 65.9
無回答 度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 1 0 2
学年 の % 50.0 50.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 1 2 5
全体 の % 40.0 20.0 40.0 100.0 60.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
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表９－15　理科を勉強すれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか＜京都市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 143 173 35 23 67 4 445
学年 の % 32.1 38.9 7.9 5.2 15.1 0.9 100.0 71.0
度数 159 224 53 32 96 3 567
学年 の % 28.0 39.5 9.3 5.6 16.9 0.5 100.0 67.5
度数 62 153 73 53 107 6 454
学年 の % 13.7 33.7 16.1 11.7 23.6 1.3 100.0 47.4
度数 60 174 77 58 90 17 476
学年 の % 12.6 36.6 16.2 12.2 18.9 3.6 100.0 49.2
度数 424 724 238 166 360 30 1,942
全体 の % 21.8 37.3 12.3 8.5 18.5 1.5 100.0 59.1
男子 度数 171 162 31 25 86 4 479
学年 の % 35.7 33.8 6.5 5.2 18.0 0.8 100.0 69.5
度数 177 192 59 44 81 10 563
学年 の % 31.4 34.1 10.5 7.8 14.4 1.8 100.0 65.5
度数 93 179 65 56 117 8 518
学年 の % 18.0 34.6 12.5 10.8 22.6 1.5 100.0 52.5
度数 126 177 58 48 109 17 535
学年 の % 23.6 33.1 10.8 9.0 20.4 3.2 100.0 56.6
度数 567 710 213 173 393 39 2,095
全体 の % 27.1 33.9 10.2 8.3 18.8 1.9 100.0 61.0
無回答 度数 1 2 0 1 0 4
学年 の % 25.0 50.0 0.0 25.0 0.0 100.0 75.0
度数 1 1 0 0 1 3
学年 の % 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 100.0 66.7
度数 1 0 2 1 1 5
学年 の % 20.0 0.0 40.0 20.0 20.0 100.0 20.0
度数 3 3 2 2 2 12
全体 の % 25.0 25.0 16.7 16.7 16.7 100.0 50.0
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
中１
中２
合計
小５
 
 
表９－16　理科を勉強すれば、自分の普段の生活や社会に出て役立つと思いますか＜出雲市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 132 158 32 14 82 5 423
学年 の % 31.2 37.4 7.6 3.3 19.4 1.2 100.0 68.6
度数 107 182 38 9 78 7 421
学年 の % 25.4 43.2 9.0 2.1 18.5 1.7 100.0 68.6
度数 55 110 51 47 111 2 376
学年 の % 14.6 29.3 13.6 12.5 29.5 0.5 100.0 43.9
度数 29 105 79 74 104 5 396
学年 の % 7.3 26.5 19.9 18.7 26.3 1.3 100.0 33.8
度数 53 136 72 68 121 8 458
学年 の % 11.6 29.7 15.7 14.8 26.4 1.7 100.0 41.3
度数 376 691 272 212 496 27 2074
全体 の % 18.1 33.3 13.1 10.2 23.9 1.3 100.0 51.4
男子 度数 139 138 28 13 72 7 397
学年 の % 35.0 34.8 7.1 3.3 18.1 1.8 100.0 69.8
度数 155 148 41 30 86 5 465
学年 の % 33.3 31.8 8.8 6.5 18.5 1.1 100.0 65.2
度数 99 131 41 51 95 13 430
学年 の % 23.0 30.5 9.5 11.9 22.1 3.0 100.0 53.5
度数 69 112 74 56 104 10 425
学年 の % 16.2 26.4 17.4 13.2 24.5 2.4 100.0 42.6
度数 77 135 54 48 84 11 409
学年 の % 18.8 33.0 13.2 11.7 20.5 2.7 100.0 51.8
度数 539 664 238 198 441 46 2,126
全体 の % 25.4 31.2 11.2 9.3 20.7 2.2 100.0 56.6
無回答 度数 1 0 1 0 2 0 4
学年 の % 25.0 0.0 25.0 0.0 50.0 0.0 100.0 25.0
度数 0 1 0 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 1 1 0 1 0 4
学年 の % 25.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 100.0 50.0
度数 0 1 1 2 0 3 7
学年 の % 0.0 14.3 14.3 28.6 0.0 42.9 100.0 14.3
度数 0 1 0 0 1 0 2
学年 の % 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 50.0
度数 2 4 3 2 4 3 18
全体 の % 11.1 22.2 16.7 11.1 22.2 16.7 100.0 33.3
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
小５
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
小６
中１
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表９－17　将来､理科の勉強を生かした仕事をしたいですか＜須賀川市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 34 61 69 97 79 3 343
学年 の % 9.9 17.8 20.1 28.3 23.0 0.9 100.0 27.7
度数 37 53 65 105 69 5 334
学年 の % 11.1 15.9 19.5 31.4 20.7 1.5 100.0 26.9
度数 18 37 53 125 98 2 333
学年 の % 5.4 11.1 15.9 37.5 29.4 0.6 100.0 16.5
度数 30 30 71 162 75 3 371
学年 の % 8.1 8.1 19.1 43.7 20.2 0.8 100.0 16.2
度数 24 30 62 149 92 3 360
学年 の % 6.7 8.3 17.2 41.4 25.6 0.8 100.0 15.0
度数 143 211 320 638 413 16 1,741
全体 の % 8.2 12.1 18.4 36.6 23.7 0.9 100.0 20.3
男子 度数 56 54 60 112 90 10 382
学年 の % 14.7 14.1 15.7 29.3 23.6 2.6 100.0 28.8
度数 58 49 82 130 86 1 406
学年 の % 14.3 12.1 20.2 32.0 21.2 0.2 100.0 26.4
度数 36 38 72 105 105 3 359
学年 の % 10.0 10.6 20.1 29.2 29.2 0.8 100.0 20.6
度数 30 42 64 81 120 5 342
学年 の % 8.8 12.3 18.7 23.7 35.1 1.5 100.0 21.1
度数 58 73 63 116 99 8 417
学年 の % 13.9 17.5 15.1 27.8 23.7 1.9 100.0 31.4
度数 238 256 341 544 500 27 1,906
全体 の % 12.5 13.4 17.9 28.5 26.2 1.4 100.0 25.9
無回答 度数 1 2 3
学年 の % 33.3 66.7 100.0 0.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 0.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 0.0
度数 3 2 5
全体 の % 60.0 40.0 100.0 0.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
 
表９－18　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜真岡市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 34 56 61 61 78 2 292
学年 の % 11.6 19.2 20.9 20.9 26.7 0.7 100.0 30.8
度数 21 39 77 93 63 2 295
学年 の % 7.1 13.2 26.1 31.5 21.4 0.7 100.0 20.3
度数 7 16 71 100 70 2 266
学年 の % 2.6 6.0 26.7 37.6 26.3 0.8 100.0 8.6
度数 18 21 54 147 65 4 309
学年 の % 5.8 6.8 17.5 47.6 21.0 1.3 100.0 12.6
度数 17 22 51 136 81 1 308
学年 の % 5.5 7.1 16.6 44.2 26.3 0.3 100.0 12.7
度数 97 154 314 537 357 11 1,470
全体 の % 6.6 10.5 21.4 36.5 24.3 0.7 100.0 17.1
男子 度数 51 58 47 81 72 1 310
学年 の % 16.5 18.7 15.2 26.1 23.2 0.3 100.0 35.2
度数 39 69 59 91 70 3 331
学年 の % 11.8 20.8 17.8 27.5 21.1 0.9 100.0 32.6
度数 39 34 54 69 99 2 297
学年 の % 13.1 11.4 18.2 23.2 33.3 0.7 100.0 24.6
度数 39 46 61 108 83 5 342
学年 の % 11.4 13.5 17.8 31.6 24.3 1.5 100.0 24.9
度数 44 56 66 75 94 1 336
学年 の % 13.1 16.7 19.6 22.3 28.0 0.3 100.0 29.8
度数 212 263 287 424 418 12 1,616
全体 の % 13.1 16.3 17.8 26.2 25.9 0.7 100.0 29.4
無回答 度数 0 1 1
学年 の % 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 1 2
学年 の % 50.0 50.0 100.0 50.0
度数 0 1 1
学年 の % 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 3 5
全体 の % 40.0 60.0 100.0 40.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
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表９－19　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜京都市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 42 47 85 169 97 5 445
学年 の % 9.4 10.6 19.1 38.0 21.8 1.1 100.0 20.0
度数 46 56 101 210 150 4 567
学年 の % 8.1 9.9 17.8 37.0 26.5 0.7 100.0 18.0
度数 26 24 77 218 106 3 454
学年 の % 5.7 5.3 17.0 48.0 23.3 0.7 100.0 11.0
度数 19 41 79 211 109 17 476
学年 の % 4.0 8.6 16.6 44.3 22.9 3.6 100.0 12.6
度数 133 168 342 808 462 29 1,942
全体 の % 6.8 8.7 17.6 41.6 23.8 1.5 100.0 15.5
男子 度数 62 60 61 162 129 5 479
学年 の % 12.9 12.5 12.7 33.8 26.9 1.0 100.0 25.5
度数 73 65 77 196 145 7 563
学年 の % 13.0 11.5 13.7 34.8 25.8 1.2 100.0 24.5
度数 39 54 84 188 145 8 518
学年 の % 7.5 10.4 16.2 36.3 28.0 1.5 100.0 18.0
度数 62 67 85 160 143 18 535
学年 の % 11.6 12.5 15.9 29.9 26.7 3.4 100.0 24.1
度数 236 246 307 706 562 38 2,095
全体 の % 11.3 11.7 14.7 33.7 26.8 1.8 100.0 23.0
無回答 度数 1 0 2 0 1 4
学年 の % 25.0 0.0 50.0 0.0 25.0 100.0 25.0
度数 1 1 0 0 1 3
学年 の % 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 100.0 33.3
度数 1 0 2 1 1 5
学年 の % 20.0 0.0 40.0 20.0 20.0 100.0 20.0
度数 3 1 4 1 3 12
全体 の % 25.0 8.3 33.3 8.3 25.0 100.0 25.0
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
中１
中２
合計
小５
 
 
表９－20　将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか＜出雲市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 28 45 76 134 138 2 423
学年 の % 6.6 10.6 18.0 31.7 32.6 0.5 100.0 17.3
度数 27 57 82 128 122 5 421
学年 の % 6.4 13.5 19.5 30.4 29.0 1.2 100.0 20.0
度数 19 26 59 187 84 1 376
学年 の % 5.1 6.9 15.7 49.7 22.3 0.3 100.0 12.0
度数 8 29 54 211 90 4 396
学年 の % 2.0 7.3 13.6 53.3 22.7 1.0 100.0 9.3
度数 35 37 66 207 102 11 458
学年 の % 7.6 8.1 14.4 45.2 22.3 2.4 100.0 15.7
度数 117 194 337 867 536 23 2074
全体 の % 5.6 9.4 16.2 41.8 25.8 1.1 100.0 15.0
男子 度数 50 60 62 103 117 5 397
学年 の % 12.6 15.1 15.6 25.9 29.5 1.3 100.0 27.7
度数 51 62 76 146 124 6 465
学年 の % 11.0 13.3 16.3 31.4 26.7 1.3 100.0 24.3
度数 41 59 77 133 112 8 430
学年 の % 9.5 13.7 17.9 30.9 26.0 1.9 100.0 23.3
度数 41 57 60 151 107 9 425
学年 の % 9.6 13.4 14.1 35.5 25.2 2.1 100.0 23.1
度数 48 68 67 97 120 9 409
学年 の % 11.7 16.6 16.4 23.7 29.3 2.2 100.0 28.4
度数 231 306 342 630 580 37 2,126
全体 の % 10.9 14.4 16.1 29.6 27.3 1.7 100.0 25.3
無回答 度数 0 0 1 3 0 4
学年 の % 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0 100.0 0.0
度数 1 0 0 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 2 1 0 1 4
学年 の % 0.0 50.0 25.0 0.0 25.0 100.0 0.0
度数 2 0 3 0 2 7
学年 の % 28.6 0.0 42.9 0.0 28.6 100.0 28.6
度数 0 1 1 0 0 2
学年 の % 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 100.0 0.0
度数 3 3 6 3 3 18
全体 の % 16.7 16.7 33.3 16.7 16.7 100.0 16.7
小５
小６
中１
中２
中３
合計
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
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表９－21　理科の授業がどの程度わかりますか＜須賀川市＞
よく分かる だいたい分かる
分かることと
分からない
ことが半分
ぐらいずつ
分からない
ことが多い
ほとんど分
からない 無回答 合計
よく分かる＋だいた
い分かる
女子 度数 75 199 59 7 2 1 343
学年 の % 21.9 58.0 17.2 2.0 0.6 0.3 100.0 79.9
度数 70 175 75 7 5 2 334
学年 の % 21.0 52.4 22.5 2.1 1.5 0.6 100.0 73.4
度数 30 160 118 16 5 4 333
学年 の % 9.0 48.0 35.4 4.8 1.5 1.2 100.0 57.1
度数 30 166 127 40 7 1 371
学年 の % 8.1 44.7 34.2 10.8 1.9 0.3 100.0 52.8
度数 26 135 140 43 13 3 360
学年 の % 7.2 37.5 38.9 11.9 3.6 0.8 100.0 44.7
度数 231 835 519 113 32 11 1,741
全体 の % 13.3 48.0 29.8 6.5 1.8 0.6 100.0 61.2
男子 度数 100 192 64 13 4 9 382
学年 の % 26.2 50.3 16.8 3.4 1.0 2.4 100.0 76.4
度数 105 214 66 13 7 1 406
学年 の % 25.9 52.7 16.3 3.2 1.7 0.2 100.0 78.6
度数 62 184 86 18 6 3 359
学年 の % 17.3 51.3 24.0 5.0 1.7 0.8 100.0 68.5
度数 54 169 87 20 7 5 342
学年 の % 15.8 49.4 25.4 5.8 2.0 1.5 100.0 65.2
度数 83 181 102 22 21 8 417
学年 の % 19.9 43.4 24.5 5.3 5.0 1.9 100.0 63.3
度数 404 940 405 86 45 26 1,906
全体 の % 21.2 49.3 21.2 4.5 2.4 1.4 100.0 70.5
無回答 度数 1 1 1 3
学年 の % 33.3 33.3 33.3 100.0 66.7
度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 2 1 5
全体 の % 40.0 40.0 20.0 100.0 80.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
 
表９－22　理科の授業がどの程度わかりますか＜真岡市＞
よくわかる だいたい分かる 半々
わからない
ことが多い
ほとんどわ
からない 無回答 合計
よく分かる＋だいた
い分かる
女子 度数 99 153 35 3 1 1 292
学年 の % 33.9 52.4 12.0 1.0 0.3 0.3 100.0 86.3
度数 58 173 57 6 0 1 295
学年 の % 19.7 58.6 19.3 2.0 0.0 0.3 100.0 78.3
度数 25 130 91 14 4 2 266
学年 の % 9.4 48.9 34.2 5.3 1.5 0.8 100.0 58.3
度数 39 131 104 25 6 4 309
学年 の % 12.6 42.4 33.7 8.1 1.9 1.3 100.0 55.0
度数 31 140 105 25 6 1 308
学年 の % 10.1 45.5 34.1 8.1 1.9 0.3 100.0 55.5
度数 252 727 392 73 17 9 1,470
全体 の % 17.1 49.5 26.7 5.0 1.2 0.6 100.0 66.6
男子 度数 114 160 27 4 5 0 310
学年 の % 36.8 51.6 8.7 1.3 1.6 0.0 100.0 88.4
度数 94 184 43 3 2 5 331
学年 の % 28.4 55.6 13.0 0.9 0.6 1.5 100.0 84.0
度数 65 164 44 11 8 5 297
学年 の % 21.9 55.2 14.8 3.7 2.7 1.7 100.0 77.1
度数 73 189 50 12 12 6 342
学年 の % 21.3 55.3 14.6 3.5 3.5 1.8 100.0 76.6
度数 76 157 81 15 6 1 336
学年 の % 22.6 46.7 24.1 4.5 1.8 0.3 100.0 69.3
度数 422 854 245 45 33 17 1,616
全体 の % 26.1 52.8 15.2 2.8 2.0 1.1 100.0 79.0
無回答 度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 1 0 2
学年 の % 50.0 50.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 2 1 5
全体 の % 40.0 40.0 20.0 100.0 80.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
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表９－23　理科の授業がどの程度わかりますか＜京都市＞
よく分かる だいたい分かる
分かることと
分からない
ことが半分
ぐらいずつ
分からない
ことが多い
ほとんど分
からない 無回答 合計
よく分かる＋だいた
い分かる
女子 度数 124 222 82 12 3 2 445
学年 の % 27.9 49.9 18.4 2.7 0.7 0.4 100.0 77.8
度数 108 313 120 16 8 2 567
学年 の % 19.0 55.2 21.2 2.8 1.4 0.4 100.0 74.3
度数 29 183 156 63 19 4 454
学年 の % 6.4 40.3 34.4 13.9 4.2 0.9 100.0 46.7
度数 33 210 130 63 22 18 476
学年 の % 6.9 44.1 27.3 13.2 4.6 3.8 100.0 51.1
度数 294 928 488 154 52 26 1,942
全体 の % 15.1 47.8 25.1 7.9 2.7 1.3 100.0 62.9
男子 度数 146 241 66 8 15 3 479
学年 の % 30.5 50.3 13.8 1.7 3.1 0.6 100.0 80.8
度数 181 288 64 16 8 6 563
学年 の % 32.1 51.2 11.4 2.8 1.4 1.1 100.0 83.3
度数 90 253 113 33 23 6 518
学年 の % 17.4 48.8 21.8 6.4 4.4 1.2 100.0 66.2
度数 108 241 106 36 28 16 535
学年 の % 20.2 45.0 19.8 6.7 5.2 3.0 100.0 65.2
度数 525 1023 349 93 74 31 2,095
全体 の % 25.1 48.8 16.7 4.4 3.5 1.5 100.0 73.9
無回答 度数 1 1 1 1 0 0 4
学年 の % 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 1 1 0 0 0 1 3
学年 の % 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 100.0 66.7
度数 2 0 0 1 1 1 5
学年 の % 40.0 0.0 0.0 20.0 20.0 20.0 100.0 40.0
度数 4 2 1 2 1 2 12
全体 の % 33.3 16.7 8.3 16.7 8.3 16.7 100.0 50.0
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
中１
中２
合計
小５
 
 
表９－24　理科の授業がどの程度わかりますか＜出雲市＞
よく分かる だいたい分かる 半々
わからない
ことが多い
ほとんど分
からない 無回答 合計
よく分かる＋だいた
い分かる
女子 度数 78 243 83 16 1 2 423
学年 の % 18.4 57.4 19.6 3.8 0.2 0.5 100.0 75.9
度数 51 255 95 10 4 6 421
学年 の % 12.1 60.6 22.6 2.4 1.0 1.4 100.0 72.7
度数 22 148 129 47 28 2 376
学年 の % 5.9 39.4 34.3 12.5 7.4 0.5 100.0 45.2
度数 15 138 123 63 52 5 396
学年 の % 3.8 34.8 31.1 15.9 13.1 1.3 100.0 38.6
度数 44 203 136 50 17 8 458
学年 の % 9.6 44.3 29.7 10.9 3.7 1.7 100.0 53.9
度数 210 987 566 186 102 23 2,074
全体 の % 10.1 47.6 27.3 9.0 4.9 1.1 100.0 57.7
男子 度数 99 195 83 9 8 3 397
学年 の % 24.9 49.1 20.9 2.3 2.0 0.8 100.0 74.1
度数 118 249 73 13 9 3 465
学年 の % 25.4 53.5 15.7 2.8 1.9 0.6 100.0 78.9
度数 85 183 97 33 20 12 430
学年 の % 19.8 42.6 22.6 7.7 4.7 2.8 100.0 62.3
度数 65 168 102 40 42 8 425
学年 の % 15.3 39.5 24.0 9.4 9.9 1.9 100.0 54.8
度数 93 200 78 14 15 9 409
学年 の % 22.7 48.9 19.1 3.4 3.7 2.2 100.0 71.6
度数 460 995 433 109 94 35 2,126
全体 の % 21.6 46.8 20.4 5.1 4.4 1.6 100.0 68.4
無回答 度数 1 2 1 0 0 0 4
学年 の % 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 100.0 75.0
度数 0 1 0 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 2 0 0 1 1 4
学年 の % 0.0 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 100.0 50.0
度数 0 2 0 0 2 3 7
学年 の % 0.0 28.6 0.0 0.0 28.6 42.9 100.0 28.6
度数 0 0 0 1 1 0 2
学年 の % 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0 0.0
度数 1 7 1 1 4 4 18
全体 の % 5.6 38.9 5.6 5.6 22.2 22.2 100.0 44.4
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
小５
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
小６
中１
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表９－25　理科の勉強で､実験や観察をすることが好きですか＜須賀川市＞
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
好きだ＋どちらかと
いえば好きだ
女子 度数 168 125 31 18 1 343
学年 の % 49.0 36.4 9.0 5.2 0.3 100.0 85.4
度数 151 131 31 20 1 334
学年 の % 45.2 39.2 9.3 6.0 0.3 100.0 84.4
度数 131 157 31 13 1 333
学年 の % 39.3 47.1 9.3 3.9 0.3 100.0 86.5
度数 131 159 58 21 2 371
学年 の % 35.3 42.9 15.6 5.7 0.5 100.0 78.2
度数 122 156 50 29 3 360
学年 の % 33.9 43.3 13.9 8.1 0.8 100.0 77.2
度数 703 728 201 101 8 1,741
全体 の % 40.4 41.8 11.5 5.8 0.5 100.0 82.2
男子 度数 204 131 30 9 8 382
学年 の % 53.4 34.3 7.9 2.4 2.1 100.0 87.7
度数 213 139 39 14 1 406
学年 の % 52.5 34.2 9.6 3.4 0.2 100.0 86.7
度数 197 128 23 9 2 359
学年 の % 54.9 35.7 6.4 2.5 0.6 100.0 90.5
度数 160 128 35 15 4 342
学年 の % 46.8 37.4 10.2 4.4 1.2 100.0 84.2
度数 185 168 31 24 9 417
学年 の % 44.4 40.3 7.4 5.8 2.2 100.0 84.7
度数 959 694 158 71 24 1,906
全体 の % 50.3 36.4 8.3 3.7 1.3 100.0 86.7
無回答 度数 2 1 3
学年 の % 66.7 33.3 100.0 100.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 4 1 5
全体 の % 80.0 20.0 100.0 100.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
 
表９－26　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜真岡市＞
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
でない
すきでない 無回答 合計 好きだ＋どちらかといえば好きだ
女子 度数 167 107 15 3 0 292
学年 の % 57.2 36.6 5.1 1.0 0.0 100.0 93.8
度数 158 106 25 5 1 295
学年 の % 53.6 35.9 8.5 1.7 0.3 100.0 89.5
度数 84 134 33 11 4 266
学年 の % 31.6 50.4 12.4 4.1 1.5 100.0 82.0
度数 122 123 32 28 4 309
学年 の % 39.5 39.8 10.4 9.1 1.3 100.0 79.3
度数 100 135 45 27 1 308
学年 の % 32.5 43.8 14.6 8.8 0.3 100.0 76.3
度数 631 605 150 74 10 1,470
全体 の % 42.9 41.2 10.2 5.0 0.7 100.0 84.1
男子 度数 203 78 19 9 1 310
学年 の % 65.5 25.2 6.1 2.9 0.3 100.0 90.6
度数 216 88 17 7 3 331
学年 の % 65.3 26.6 5.1 2.1 0.9 100.0 91.8
度数 156 100 22 17 2 297
学年 の % 52.5 33.7 7.4 5.7 0.7 100.0 86.2
度数 170 122 22 23 5 342
学年 の % 49.7 35.7 6.4 6.7 1.5 100.0 85.4
度数 178 128 21 8 1 336
学年 の % 53.0 38.1 6.3 2.4 0.3 100.0 91.1
度数 923 516 101 64 12 1,616
全体 の % 57.1 31.9 6.3 4.0 0.7 100.0 89.0
無回答 度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 0 0 2
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0
度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 3 1 1 5
全体 の % 60.0 20.0 20.0 100.0 60.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
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表９－27　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜京都市＞
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
でない
好きではな
い 無回答 合計
好きだ＋どちらかと
いえば好きだ
女子 度数 213 161 52 16 3 445
学年 の % 47.9 36.2 11.7 3.6 0.7 100.0 84.0
度数 239 238 58 31 1 567
学年 の % 42.2 42.0 10.2 5.5 0.2 100.0 84.1
度数 121 194 90 45 4 454
学年 の % 26.7 42.7 19.8 9.9 0.9 100.0 69.4
度数 134 201 78 46 17 476
学年 の % 28.2 42.2 16.4 9.7 3.6 100.0 70.4
度数 707 794 278 138 25 1,942
全体 の % 36.4 40.9 14.3 7.1 1.3 100.0 77.3
男子 度数 277 142 24 33 3 479
学年 の % 57.8 29.6 5.0 6.9 0.6 100.0 87.5
度数 298 190 42 28 5 563
学年 の % 52.9 33.7 7.5 5.0 0.9 100.0 86.7
度数 262 177 38 37 4 518
学年 の % 50.6 34.2 7.3 7.1 0.8 100.0 84.7
度数 234 202 42 40 17 535
学年 の % 43.7 37.8 7.9 7.5 3.2 100.0 81.5
度数 1071 711 146 138 29 2,095
全体 の % 51.1 33.9 7.0 6.6 1.4 100.0 85.1
無回答 度数 2 1 0 1 0 4
学年 の % 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 100.0 75.0
度数 1 1 0 0 1 3
学年 の % 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 100.0 66.7
度数 2 0 1 1 1 5
学年 の % 40.0 0.0 20.0 20.0 20.0 100.0 40.0
度数 5 2 1 2 2 12
全体 の % 41.7 16.7 8.3 16.7 16.7 100.0 58.3
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
合計
小５
中１
中２
 
表９－28　理科の勉強で、実験や観察をすることはすきですか＜出雲市＞
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
好きだ＋どちらかと
いえば好きだ
女子 度数 160 182 64 13 4 423
学年 の % 37.8 43.0 15.1 3.1 0.9 100.0 80.9
度数 174 171 50 21 5 421
学年 の % 41.3 40.6 11.9 5.0 1.2 100.0 81.9
度数 85 156 72 60 3 376
学年 の % 22.6 41.5 19.1 16.0 0.8 100.0 64.1
度数 76 155 100 60 5 396
学年 の % 19.2 39.1 25.3 15.2 1.3 100.0 58.3
度数 94 215 92 45 12 458
学年 の % 20.5 46.9 20.1 9.8 2.6 100.0 67.5
度数 589 879 378 199 29 2,074
全体 の % 28.4 42.4 18.2 9.6 1.4 100.0 70.8
男子 度数 211 139 27 18 2 397
学年 の % 53.1 35.0 6.8 4.5 0.5 100.0 88.2
度数 234 154 42 29 6 465
学年 の % 50.3 33.1 9.0 6.2 1.3 100.0 83.4
度数 184 146 51 38 11 430
学年 の % 42.8 34.0 11.9 8.8 2.6 100.0 76.7
度数 133 178 48 56 10 425
学年 の % 31.3 41.9 11.3 13.2 2.4 100.0 73.2
度数 147 174 52 21 15 409
学年 の % 35.9 42.5 12.7 5.1 3.7 100.0 78.5
度数 909 791 220 162 44 2,126
全体 の % 42.8 37.2 10.3 7.6 2.1 100.0 80.0
無回答 度数 2 0 2 0 0 4
学年 の % 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 0 1 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 2 1 0 4
学年 の % 25.0 0.0 50.0 25.0 0.0 100.0 25.0
度数 0 3 0 2 2 7
学年 の % 0.0 42.9 0.0 28.6 28.6 100.0 42.9
度数 0 1 1 0 0 2
学年 の % 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 3 5 5 3 2 18
全体 の % 16.7 27.8 27.8 16.7 11.1 100.0 44.4
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
小５
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
小６
中１
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表９－29　自分の考えで､予想をして実験や観察をしていますか＜須賀川市＞
そうしている
どちららとい
えばそうして
いる
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
そうしている＋どちら
かといえばそうして
いる
女子 度数 95 149 64 31 4 343
学年 の % 27.7 43.4 18.7 9.0 1.2 100.0 71.1
度数 97 157 60 20 0 334
学年 の % 29.0 47.0 18.0 6.0 0.0 100.0 76.0
度数 51 170 73 33 6 333
学年 の % 15.3 51.1 21.9 9.9 1.8 100.0 66.4
度数 48 186 103 28 6 371
学年 の % 12.9 50.1 27.8 7.5 1.6 100.0 63.1
度数 53 153 95 52 7 360
学年 の % 14.7 42.5 26.4 14.4 1.9 100.0 57.2
度数 344 815 395 164 23 1,741
全体 の % 19.8 46.8 22.7 9.4 1.3 100.0 66.6
男子 度数 97 157 67 53 8 382
学年 の % 25.4 41.1 17.5 13.9 2.1 100.0 66.5
度数 113 171 80 42 0 406
学年 の % 27.8 42.1 19.7 10.3 0.0 100.0 70.0
度数 71 170 73 38 7 359
学年 の % 19.8 47.4 20.3 10.6 1.9 100.0 67.1
度数 56 145 95 44 2 342
学年 の % 16.4 42.4 27.8 12.9 0.6 100.0 58.8
度数 82 180 74 68 13 417
学年 の % 19.7 43.2 17.7 16.3 3.1 100.0 62.8
度数 419 823 389 245 30 1,906
全体 の % 22.0 43.2 20.4 12.9 1.6 100.0 65.2
無回答 度数 0 3 0 3
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 3 1 5
全体 の % 20.0 60.0 20.0 100.0 80.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
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表９－30　自分の考えで、予想して実験や観察をしていますか＜真岡市＞
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
そうしている＋どちら
かといえばそうして
いる
女子 度数 109 138 29 15 1 292
学年 の % 37.3 47.3 9.9 5.1 0.3 100.0 84.6
度数 86 155 39 14 1 295
学年 の % 29.2 52.5 13.2 4.7 0.3 100.0 81.7
度数 39 127 65 29 6 266
学年 の % 14.7 47.7 24.4 10.9 2.3 100.0 62.4
度数 48 139 81 38 3 309
学年 の % 15.5 45.0 26.2 12.3 1.0 100.0 60.5
度数 19 137 101 46 5 308
学年 の % 6.2 44.5 32.8 14.9 1.6 100.0 50.6
度数 301 696 315 142 16 1,470
全体 の % 20.5 47.3 21.4 9.7 1.1 100.0 67.8
男子 度数 99 154 34 19 4 310
学年 の % 31.9 49.7 11.0 6.1 1.3 100.0 81.6
度数 116 150 43 19 3 331
学年 の % 35.0 45.3 13.0 5.7 0.9 100.0 80.4
度数 65 136 49 39 8 297
学年 の % 21.9 45.8 16.5 13.1 2.7 100.0 67.7
度数 76 155 56 50 5 342
学年 の % 22.2 45.3 16.4 14.6 1.5 100.0 67.5
度数 54 171 74 32 5 336
学年 の % 16.1 50.9 22.0 9.5 1.5 100.0 67.0
度数 410 766 256 159 25 1,616
全体 の % 25.4 47.4 15.8 9.8 1.5 100.0 72.8
無回答 度数 0 1 1
学年 の % 0.0 100.0 100.0 100.0
度数 1 1 2
学年 の % 50.0 50.0 100.0 100.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 3 2 5
全体 の % 60.0 40.0 100.0 100.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
 
表９－31　自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか＜京都市＞
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
そうしている＋どちら
かといえばそうして
いる
女子 度数 158 195 49 38 5 445
学年 の % 35.5 43.8 11.0 8.5 1.1 100.0 79.3
度数 181 250 83 49 4 567
学年 の % 31.9 44.1 14.6 8.6 0.7 100.0 76.0
度数 49 176 137 89 3 454
学年 の % 10.8 38.8 30.2 19.6 0.7 100.0 49.6
度数 42 169 158 94 13 476
学年 の % 8.8 35.5 33.2 19.7 2.7 100.0 44.3
度数 430 790 427 270 25 1,942
全体 の % 22.1 40.7 22.0 13.9 1.3 100.0 62.8
男子 度数 179 176 75 47 2 479
学年 の % 37.4 36.7 15.7 9.8 0.4 100.0 74.1
度数 203 199 89 63 9 563
学年 の % 36.1 35.3 15.8 11.2 1.6 100.0 71.4
度数 108 213 99 88 10 518
学年 の % 20.8 41.1 19.1 17.0 1.9 100.0 62.0
度数 96 198 129 104 8 535
学年 の % 17.9 37.0 24.1 19.4 1.5 100.0 55.0
度数 586 786 392 302 29 2,095
全体 の % 28.0 37.5 18.7 14.4 1.4 100.0 65.5
無回答 度数 2 2 0 0 0 4
学年 の % 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 0 1 1 1 3
学年 の % 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 100.0 0.0
度数 1 0 0 3 1 5
学年 の % 20.0 0.0 0.0 60.0 20.0 100.0 20.0
度数 3 2 1 4 2 12
全体 の % 25.0 16.7 8.3 33.3 16.7 100.0 41.7
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
合計
小５
中１
中２
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表９－32　自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか＜出雲市＞
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
そうしている＋どちら
かといえばそうして
いる
女子 度数 76 204 93 48 2 423
学年 の % 18.0 48.2 22.0 11.3 0.5 100.0 66.2
度数 76 207 97 35 6 421
学年 の % 18.1 49.2 23.0 8.3 1.4 100.0 67.2
度数 36 132 125 74 9 376
学年 の % 9.6 35.1 33.2 19.7 2.4 100.0 44.7
度数 27 127 125 109 8 396
学年 の % 6.8 32.1 31.6 27.5 2.0 100.0 38.9
度数 55 172 128 91 12 458
学年 の % 12.0 37.6 27.9 19.9 2.6 100.0 49.6
度数 270 842 568 357 37 2,074
全体 の % 13.0 40.6 27.4 17.2 1.8 100.0 53.6
男子 度数 82 171 98 43 3 397
学年 の % 20.7 43.1 24.7 10.8 0.8 100.0 63.7
度数 123 198 78 61 5 465
学年 の % 26.5 42.6 16.8 13.1 1.1 100.0 69.0
度数 90 175 80 71 14 430
学年 の % 20.9 40.7 18.6 16.5 3.3 100.0 61.6
度数 61 183 73 97 11 425
学年 の % 14.4 43.1 17.2 22.8 2.6 100.0 57.4
度数 94 153 89 64 9 409
学年 の % 23.0 37.4 21.8 15.6 2.2 100.0 60.4
度数 450 880 418 336 42 2,126
全体 の % 21.2 41.4 19.7 15.8 2.0 100.0 62.6
無回答 度数 1 1 2 0 0 4
学年 の % 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 0 1 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 3 0 1 0 4
学年 の % 0.0 75.0 0.0 25.0 0.0 100.0 75.0
度数 1 0 0 2 4 7
学年 の % 14.3 0.0 0.0 28.6 57.1 100.0 14.3
度数 0 1 1 0 0 2
学年 の % 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 100.0 50.0
度数 2 6 3 3 4 18
全体 の % 11.1 33.3 16.7 16.7 22.2 100.0 44.4
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
小５
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
小６
中１
 
表９－33　わからないことや興味・関心をもったことについて自分から調べようとしていますか＜須賀川市＞
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
そうしている＋どちら
かといえばそうして
いる
女子 度数 41 145 106 47 4 343
学年 の % 12.0 42.3 30.9 13.7 1.2 100.0 54.2
度数 38 139 108 49 0 334
学年 の % 11.4 41.6 32.3 14.7 0.0 100.0 53.0
度数 22 111 133 59 8 333
学年 の % 6.6 33.3 39.9 17.7 2.4 100.0 39.9
度数 26 109 157 72 7 371
学年 の % 7.0 29.4 42.3 19.4 1.9 100.0 36.4
度数 38 126 129 62 5 360
学年 の % 10.6 35.0 35.8 17.2 1.4 100.0 45.6
度数 165 630 633 289 24 1,741
全体 の % 9.5 36.2 36.4 16.6 1.4 100.0 45.7
男子 度数 56 137 111 71 7 382
学年 の % 14.7 35.9 29.1 18.6 1.8 100.0 50.5
度数 37 147 147 75 0 406
学年 の % 9.1 36.2 36.2 18.5 0.0 100.0 45.3
度数 32 143 119 57 8 359
学年 の % 8.9 39.8 33.1 15.9 2.2 100.0 48.7
度数 34 116 119 70 3 342
学年 の % 9.9 33.9 34.8 20.5 0.9 100.0 43.9
度数 66 154 105 79 13 417
学年 の % 15.8 36.9 25.2 18.9 3.1 100.0 52.8
度数 225 697 601 352 31 1,906
全体 の % 11.8 36.6 31.5 18.5 1.6 100.0 48.4
無回答 度数 0 0 2 1 3
学年 の % 0.0 0.0 66.7 33.3 100.0 0.0
度数 0 1 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 1 2 1 5
全体 の % 20.0 20.0 40.0 20.0 100.0 40.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
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表９－34　わからないことや興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか＜真岡市＞
そうしている
そちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
そうしている＋どちら
かといえばそうして
いる
女子 度数 44 140 75 32 1 292
学年 の % 15.1 47.9 25.7 11.0 0.3 100.0 63.0
度数 35 107 105 46 2 295
学年 の % 11.9 36.3 35.6 15.6 0.7 100.0 48.1
度数 16 70 127 48 5 266
学年 の % 6.0 26.3 47.7 18.0 1.9 100.0 32.3
度数 21 96 113 75 4 309
学年 の % 6.8 31.1 36.6 24.3 1.3 100.0 37.9
度数 22 84 113 85 4 308
学年 の % 7.1 27.3 36.7 27.6 1.3 100.0 34.4
度数 138 497 533 286 16 1,470
全体 の % 9.4 33.8 36.3 19.5 1.1 100.0 43.2
男子 度数 52 130 86 39 3 310
学年 の % 16.8 41.9 27.7 12.6 1.0 100.0 58.7
度数 39 149 95 43 5 331
学年 の % 11.8 45.0 28.7 13.0 1.5 100.0 56.8
度数 41 133 71 46 6 297
学年 の % 13.8 44.8 23.9 15.5 2.0 100.0 58.6
度数 39 113 99 84 7 342
学年 の % 11.4 33.0 28.9 24.6 2.0 100.0 44.4
度数 38 128 103 60 7 336
学年 の % 11.3 38.1 30.7 17.9 2.1 100.0 49.4
度数 209 653 454 272 28 1,616
全体 の % 12.9 40.4 28.1 16.8 1.7 100.0 53.3
無回答 度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0
度数 1 0 1 2
学年 の % 50.0 0.0 50.0 100.0 50.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 3 1 1 5
全体 の % 60.0 20.0 20.0 100.0 60.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
 
表９－35　分からないことや興味・関心を持ったことについて自分から調べようとしていますか＜京都市＞
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
そうしている＋どちら
かといえばそうして
いる
女子 度数 59 177 146 57 6 445
学年 の % 13.3 39.8 32.8 12.8 1.3 100.0 53.0
度数 66 214 190 90 7 567
学年 の % 11.6 37.7 33.5 15.9 1.2 100.0 49.4
度数 23 122 174 131 4 454
学年 の % 5.1 26.9 38.3 28.9 0.9 100.0 31.9
度数 30 115 177 146 8 476
学年 の % 6.3 24.2 37.2 30.7 1.7 100.0 30.5
度数 178 628 687 424 25 1,942
全体 の % 9.2 32.3 35.4 21.8 1.3 100.0 41.5
男子 度数 80 180 123 91 5 479
学年 の % 16.7 37.6 25.7 19.0 1.0 100.0 54.3
度数 74 207 161 111 10 563
学年 の % 13.1 36.8 28.6 19.7 1.8 100.0 49.9
度数 52 137 183 135 11 518
学年 の % 10.0 26.4 35.3 26.1 2.1 100.0 36.5
度数 69 159 149 146 12 535
学年 の % 12.9 29.7 27.9 27.3 2.2 100.0 42.6
度数 275 683 616 483 38 2,095
全体 の % 13.1 32.6 29.4 23.1 1.8 100.0 45.7
無回答 度数 1 1 1 1 0 4
学年 の % 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 100.0 50.0
度数 1 0 1 0 1 3
学年 の % 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 100.0 33.3
度数 1 0 0 3 1 5
学年 の % 20.0 0.0 0.0 60.0 20.0 100.0 20.0
度数 3 1 2 4 2 12
全体 の % 25.0 8.3 16.7 33.3 16.7 100.0 33.3
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
中１
中２
合計
小５
 
表９－36　わからないことや興味・関心をもったことについて自分から調べようとしていますか＜出雲市＞
そうしている
どちらかと
いえばそうし
ている
どちらかと
いえばそうし
ていない
そうしていな
い 無回答 合計
そうしている＋どちら
かといえばそうして
いる
女子 度数 35 176 140 69 3 423
学年 の % 8.3 41.6 33.1 16.3 0.7 100.0 49.9
度数 25 157 144 90 5 421
学年 の % 5.9 37.3 34.2 21.4 1.2 100.0 43.2
度数 18 99 133 117 9 376
学年 の % 4.8 26.3 35.4 31.1 2.4 100.0 31.1
度数 16 88 131 150 11 396
学年 の % 4.0 22.2 33.1 37.9 2.8 100.0 26.3
度数 25 122 170 127 14 458
学年 の % 5.5 26.6 37.1 27.7 3.1 100.0 32.1
度数 119 642 718 553 42 2,074
全体 の % 5.7 31.0 34.6 26.7 2.0 100.0 36.7
男子 度数 60 151 105 74 7 397
学年 の % 15.1 38.0 26.4 18.6 1.8 100.0 53.1
度数 57 157 124 121 6 465
学年 の % 12.3 33.8 26.7 26.0 1.3 100.0 46.0
度数 52 151 109 101 17 430
学年 の % 12.1 35.1 25.3 23.5 4.0 100.0 47.2
度数 45 149 109 112 10 425
学年 の % 10.6 35.1 25.6 26.4 2.4 100.0 45.6
度数 64 145 115 75 10 409
学年 の % 15.6 35.5 28.1 18.3 2.4 100.0 51.1
度数 278 753 562 483 50 2,126
全体 の % 13.1 35.4 26.4 22.7 2.4 100.0 48.5
無回答 度数 1 0 1 2 0 4
学年 の % 25.0 0.0 25.0 50.0 0.0 100.0 25.0
度数 0 1 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 1 1 1 0 4
学年 の % 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 100.0 50.0
度数 2 0 0 2 3 7
学年 の % 28.6 0.0 0.0 28.6 42.9 100.0 28.6
度数 0 1 0 1 0 2
学年 の % 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 100.0 50.0
度数 4 3 2 6 3 18
全体 の % 22.2 16.7 11.1 33.3 16.7 100.0 38.9
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
小５
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
小６
中１
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表９－37　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜須賀川市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 130 103 22 6 79 3 343
学年 の % 37.9 30.0 6.4 1.7 23.0 0.9 100.0 67.9
度数 152 116 5 4 55 2 334
学年 の % 45.5 34.7 1.5 1.2 16.5 0.6 100.0 80.2
度数 104 112 23 12 75 7 333
学年 の % 31.2 33.6 6.9 3.6 22.5 2.1 100.0 64.9
度数 120 113 26 15 91 6 371
学年 の % 32.3 30.5 7.0 4.0 24.5 1.6 100.0 62.8
度数 127 118 19 19 72 5 360
学年 の % 35.3 32.8 5.3 5.3 20.0 1.4 100.0 68.1
度数 633 562 95 56 372 23 1,741
全体 の % 36.4 32.3 5.5 3.2 21.4 1.3 100.0 68.6
男子 度数 181 96 11 12 76 6 382
学年 の % 47.4 25.1 2.9 3.1 19.9 1.6 100.0 72.5
度数 204 100 17 21 63 1 406
学年 の % 50.2 24.6 4.2 5.2 15.5 0.2 100.0 74.9
度数 149 113 19 12 57 9 359
学年 の % 41.5 31.5 5.3 3.3 15.9 2.5 100.0 73.0
度数 150 85 20 16 67 4 342
学年 の % 43.9 24.9 5.8 4.7 19.6 1.2 100.0 68.7
度数 198 109 21 20 55 14 417
学年 の % 47.5 26.1 5.0 4.8 13.2 3.4 100.0 73.6
度数 882 503 88 81 318 34 1,906
全体 の % 46.3 26.4 4.6 4.2 16.7 1.8 100.0 72.7
無回答 度数 0 2 1 3
学年 の % 0.0 66.7 33.3 100.0 66.7
度数 0 0 1 1
学年 の % 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 2 2 5
全体 の % 20.0 40.0 40.0 100.0 60.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
 
表９－38　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜真岡市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い わからない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 135 89 12 3 52 1 292
学年 の % 46.2 30.5 4.1 1.0 17.8 0.3 100.0 76.7
度数 136 99 10 0 48 2 295
学年 の % 46.1 33.6 3.4 0.0 16.3 0.7 100.0 79.7
度数 75 113 17 6 50 5 266
学年 の % 28.2 42.5 6.4 2.3 18.8 1.9 100.0 70.7
度数 86 108 15 12 84 4 309
学年 の % 27.8 35.0 4.9 3.9 27.2 1.3 100.0 62.8
度数 115 104 14 10 61 4 308
学年 の % 37.3 33.8 4.5 3.2 19.8 1.3 100.0 71.1
度数 547 513 68 31 295 16 1,470
全体 の % 37.2 34.9 4.6 2.1 20.1 1.1 100.0 72.1
男子 度数 160 88 9 7 42 4 310
学年 の % 51.6 28.4 2.9 2.3 13.5 1.3 100.0 80.0
度数 169 97 14 10 37 4 331
学年 の % 51.1 29.3 4.2 3.0 11.2 1.2 100.0 80.4
度数 125 93 12 9 52 6 297
学年 の % 42.1 31.3 4.0 3.0 17.5 2.0 100.0 73.4
度数 140 104 13 24 54 7 342
学年 の % 40.9 30.4 3.8 7.0 15.8 2.0 100.0 71.3
度数 186 86 13 13 32 6 336
学年 の % 55.4 25.6 3.9 3.9 9.5 1.8 100.0 81.0
度数 780 468 61 63 217 27 1,616
全体 の % 48.3 29.0 3.8 3.9 13.4 1.7 100.0 77.2
無回答 度数 0 1 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 1 2
学年 の % 50.0 0.0 50.0 100.0 50.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 0 1
学年 の % 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 3 1 1 5
全体 の % 60.0 20.0 20.0 100.0 80.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
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表９－39　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜京都市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 180 146 20 12 82 5 445
学年 の % 40.4 32.8 4.5 2.7 18.4 1.1 100.0 73.3
度数 214 154 27 22 143 7 567
学年 の % 37.7 27.2 4.8 3.9 25.2 1.2 100.0 64.9
度数 155 134 28 20 113 4 454
学年 の % 34.1 29.5 6.2 4.4 24.9 0.9 100.0 63.7
度数 150 134 44 20 118 10 476
学年 の % 31.5 28.2 9.2 4.2 24.8 2.1 100.0 59.7
度数 699 568 119 74 456 26 1,942
全体 の % 36.0 29.2 6.1 3.8 23.5 1.3 100.0 65.2
男子 度数 254 118 13 15 74 5 479
学年 の % 53.0 24.6 2.7 3.1 15.4 1.0 100.0 77.7
度数 272 139 24 35 81 12 563
学年 の % 48.3 24.7 4.3 6.2 14.4 2.1 100.0 73.0
度数 228 134 21 29 96 10 518
学年 の % 44.0 25.9 4.1 5.6 18.5 1.9 100.0 69.9
度数 233 135 28 29 97 13 535
学年 の % 43.6 25.2 5.2 5.4 18.1 2.4 100.0 68.8
度数 987 526 86 108 348 40 2,095
全体 の % 47.1 25.1 4.1 5.2 16.6 1.9 100.0 72.2
無回答 度数 2 1 0 1 0 0 4
学年 の % 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 100.0 75.0
度数 1 0 1 0 0 1 3
学年 の % 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 100.0 33.3
度数 2 1 0 0 1 1 5
学年 の % 40.0 20.0 0.0 0.0 20.0 20.0 100.0 60.0
度数 5 2 1 1 1 2 12
全体 の % 41.7 16.7 8.3 8.3 8.3 16.7 100.0 58.3
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
中１
中２
合計
小５
 
 
表９－40　科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか＜出雲市＞
そう思う
どちらかと
いえばそう
思う
どちらかと
いえばそう
思わない
そう思わな
い 分からない 無回答 合計
そう思う＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 148 123 15 4 129 4 423
学年 の % 35.0 29.1 3.5 0.9 30.5 0.9 100.0 64.1
度数 161 133 16 6 100 5 421
学年 の % 38.2 31.6 3.8 1.4 23.8 1.2 100.0 69.8
度数 87 109 20 27 125 8 376
学年 の % 23.1 29.0 5.3 7.2 33.2 2.1 100.0 52.1
度数 89 129 23 26 118 11 396
学年 の % 22.5 32.6 5.8 6.6 29.8 2.8 100.0 55.1
度数 153 128 27 19 121 10 458
学年 の % 33.4 27.9 5.9 4.1 26.4 2.2 100.0 61.4
度数 638 622 101 82 593 38 2,074
全体 の % 30.8 30.0 4.9 4.0 28.6 1.8 100.0 60.8
男子 度数 181 102 19 10 77 8 397
学年 の % 45.6 25.7 4.8 2.5 19.4 2.0 100.0 71.3
度数 213 118 20 15 92 7 465
学年 の % 45.8 25.4 4.3 3.2 19.8 1.5 100.0 71.2
度数 166 124 26 22 76 16 430
学年 の % 38.6 28.8 6.0 5.1 17.7 3.7 100.0 67.4
度数 158 117 22 30 84 14 425
学年 の % 37.2 27.5 5.2 7.1 19.8 3.3 100.0 64.7
度数 190 111 20 12 66 10 409
学年 の % 46.5 27.1 4.9 2.9 16.1 2.4 100.0 73.6
度数 908 572 107 89 395 55 2,126
全体 の % 42.7 26.9 5.0 4.2 18.6 2.6 100.0 69.6
無回答 度数 1 1 0 0 2 0 4
学年 の % 25.0 25.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 50.0
度数 0 1 0 0 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 2 0 1 0 1 0 4
学年 の % 50.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 100.0 50.0
度数 1 0 0 2 2 2 7
学年 の % 14.3 0.0 0.0 28.6 28.6 28.6 100.0 14.3
度数 1 1 0 0 0 0 2
学年 の % 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 5 3 1 2 5 2 18
全体 の % 27.8 16.7 5.6 11.1 27.8 11.1 100.0 44.4
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
小５
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
小６
中１
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表９－41　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜須賀川市＞
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
好きだ＋どちらかと
いえば好きだ
女子 度数 148 129 41 22 3 343
学年 の % 43.1 37.6 12.0 6.4 0.9 100.0 80.8
度数 118 144 52 20 0 334
学年 の % 35.3 43.1 15.6 6.0 0.0 100.0 78.4
度数 54 135 90 47 7 333
学年 の % 16.2 40.5 27.0 14.1 2.1 100.0 56.8
度数 44 147 101 71 8 371
学年 の % 11.9 39.6 27.2 19.1 2.2 100.0 51.5
度数 53 120 114 68 5 360
学年 の % 14.7 33.3 31.7 18.9 1.4 100.0 48.1
度数 417 675 398 228 23 1,741
全体 の % 24.0 38.8 22.9 13.1 1.3 100.0 62.7
男子 度数 164 117 56 38 7 382
学年 の % 42.9 30.6 14.7 9.9 1.8 100.0 73.6
度数 149 149 59 44 5 406
学年 の % 36.7 36.7 14.5 10.8 1.2 100.0 73.4
度数 72 143 73 62 9 359
学年 の % 20.1 39.8 20.3 17.3 2.5 100.0 59.9
度数 41 136 87 76 2 342
学年 の % 12.0 39.8 25.4 22.2 0.6 100.0 51.8
度数 39 145 106 114 13 417
学年 の % 9.4 34.8 25.4 27.3 3.1 100.0 44.1
度数 465 690 381 334 36 1,906
全体 の % 24.4 36.2 20.0 17.5 1.9 100.0 60.6
無回答 度数 2 1 3
学年 の % 66.7 33.3 100.0 100.0
度数 0 1 1
学年 の % 0.0 100.0 100.0 100.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 3 2 5
全体 の % 60.0 40.0 100.0 100.0
合計
小５
中１
小６
中１
中２
中３
中３
合計
小５
合計
中３
小５
小６
中１
中２
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表９－42　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜真岡市＞
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
好きだ＋どちらかと
いえばそう思う
女子 度数 131 116 35 8 2 292
学年 の % 44.9 39.7 12.0 2.7 0.7 100.0 84.6
度数 97 131 50 16 1 295
学年 の % 32.9 44.4 16.9 5.4 0.3 100.0 77.3
度数 53 105 59 42 7 266
学年 の % 19.9 39.5 22.2 15.8 2.6 100.0 59.4
度数 46 125 70 65 3 309
学年 の % 14.9 40.5 22.7 21.0 1.0 100.0 55.3
度数 45 120 75 64 4 308
学年 の % 14.6 39.0 24.4 20.8 1.3 100.0 53.6
度数 372 597 289 195 17 1,470
全体 の % 25.3 40.6 19.7 13.3 1.2 100.0 65.9
男子 度数 153 97 34 20 6 310
学年 の % 49.4 31.3 11.0 6.5 1.9 100.0 80.6
度数 154 114 37 23 3 331
学年 の % 46.5 34.4 11.2 6.9 0.9 100.0 81.0
度数 77 111 55 46 8 297
学年 の % 25.9 37.4 18.5 15.5 2.7 100.0 63.3
度数 65 124 62 84 7 342
学年 の % 19.0 36.3 18.1 24.6 2.0 100.0 55.3
度数 46 122 88 73 7 336
学年 の % 13.7 36.3 26.2 21.7 2.1 100.0 50.0
度数 495 568 276 246 31 1,616
全体 の % 30.6 35.1 17.1 15.2 1.9 100.0 65.8
無回答 度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 1 2
学年 の % 50.0 50.0 100.0 50.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 0 1
学年 の % 100.0 0.0 100.0 100.0
度数 4 1 5
全体 の % 80.0 20.0 100.0 80.0
中３
合計
合計
小６
中１
中２
小６
中１
中２
小５
小６
中１
中３
中２
中３
合計
小５
 
表９－43　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜京都市＞
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
好きだ＋どちらかと
いえば好きだ
女子 度数 185 147 70 37 6 445
学年 の % 41.6 33.0 15.7 8.3 1.3 100.0 74.6
度数 172 214 120 56 5 567
学年 の % 30.3 37.7 21.2 9.9 0.9 100.0 68.1
度数 96 156 106 88 8 454
学年 の % 21.1 34.4 23.3 19.4 1.8 100.0 55.5
度数 64 139 149 116 8 476
学年 の % 13.4 29.2 31.3 24.4 1.7 100.0 42.6
度数 517 656 445 297 27 1,942
全体 の % 26.6 33.8 22.9 15.3 1.4 100.0 60.4
男子 度数 237 135 56 46 5 479
学年 の % 49.5 28.2 11.7 9.6 1.0 100.0 77.7
度数 203 187 95 69 9 563
学年 の % 36.1 33.2 16.9 12.3 1.6 100.0 69.3
度数 127 179 100 103 9 518
学年 の % 24.5 34.6 19.3 19.9 1.7 100.0 59.1
度数 95 186 121 122 11 535
学年 の % 17.8 34.8 22.6 22.8 2.1 100.0 52.5
度数 662 687 372 340 34 2,095
全体 の % 31.6 32.8 17.8 16.2 1.6 100.0 64.4
無回答 度数 2 1 0 1 0 4
学年 の % 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 100.0 75.0
度数 1 0 0 1 1 3
学年 の % 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 100.0 33.3
度数 1 1 2 0 1 5
学年 の % 20.0 20.0 40.0 0.0 20.0 100.0 40.0
度数 4 2 2 2 2 12
全体 の % 33.3 16.7 16.7 16.7 16.7 100.0 50.0
小５
小６
中１
中２
合計
小５
小６
中１
中２
合計
中１
中２
合計
小５
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表９－44　博物館や科学館へ行くことが好きですか＜出雲市＞
好きだ
どちらかと
いえば好き
だ
どちらかと
いえば好き
ではない
好きではな
い 無回答 合計
好きだ＋どちらかと
いえば好きだ
女子 度数 178 182 50 11 2 423
学年 の % 42.1 43.0 11.8 2.6 0.5 100.0 85.1
度数 137 186 70 19 9 421
学年 の % 32.5 44.2 16.6 4.5 2.1 100.0 76.7
度数 69 154 91 50 12 376
学年 の % 18.4 41.0 24.2 13.3 3.2 100.0 59.3
度数 50 169 99 67 11 396
学年 の % 12.6 42.7 25.0 16.9 2.8 100.0 55.3
度数 65 175 139 65 14 458
学年 の % 14.2 38.2 30.3 14.2 3.1 100.0 52.4
度数 499 866 449 212 48 2,074
全体 の % 24.1 41.8 21.6 10.2 2.3 100.0 65.8
男子 度数 200 144 29 15 9 397
学年 の % 50.4 36.3 7.3 3.8 2.3 100.0 86.6
度数 165 197 63 35 5 465
学年 の % 35.5 42.4 13.5 7.5 1.1 100.0 77.8
度数 126 160 66 61 17 430
学年 の % 29.3 37.2 15.3 14.2 4.0 100.0 66.5
度数 79 150 88 97 11 425
学年 の % 18.6 35.3 20.7 22.8 2.6 100.0 53.9
度数 70 170 96 62 11 409
学年 の % 17.1 41.6 23.5 15.2 2.7 100.0 58.7
度数 640 821 342 270 53 2,126
全体 の % 30.1 38.6 16.1 12.7 2.5 100.0 68.7
無回答 度数 2 2 0 0 4
学年 の % 50.0 50.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 0 1 0 0 1
学年 の % 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0
度数 1 2 1 0 4
学年 の % 25.0 50.0 25.0 0.0 100.0 75.0
度数 1 1 0 5 7
学年 の % 14.3 14.3 0.0 71.4 100.0 28.6
度数 0 1 1 0 2
学年 の % 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0 50.0
度数 4 7 2 5 18
全体 の % 22.2 38.9 11.1 27.8 100.0 61.1
小５
小６
中１
中２
中３
合計
小５
小６
中１
中２
中３
中２
中３
合計
合計
小５
小６
中１
 
